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    　雨音というものは、一度気にしはじめると止まらない。ずっと耳の奥底でサーという音が響く。そのくせすこし時間が経つと、その存在など忘れてしまう。


    　これに似た感覚を、松まつ尾お芭ば蕉しようが「おくのほそ道」で句に詠よんでいる。あの有名な、


    　閑しづかさや岩にしみ入いる蟬せみの声


    　という句だ。蟬時雨しぐれはうるさいものなのに、聞いているとその音はやがて耳から離れ、得も言われぬ「閑さ」に包まれることがある。それを「岩にしみ入」と詠んだ。


    　僕の名前は雨あま野の晶しよう。名前に「雨」の字が入っているから、というわけでもないけど、雨が好きだ。雨が降ると町が静かになるから。けれども、僕だって否定はしない。雨ってやつは基本的にもの悲しい。


    「吉き良ら先輩……？」


    　ピンクの傘をさした堤つつみ先輩の漏もらした一言は、とても小さなものだった。僕の耳になんとか届く程度。雨の街角。ふわふわのトップスを着て、腿もものラインがはっきり出ているスカートにブーツ。僕の通う高校、護ご稜りよう高校の中央幹事長、堤葉は友ゆ先輩。ふだん見せないような驚き──いや、戸惑いを見せていた。いつもの眠そうな目ではなく……いつもの、人を和なごませるあの笑顔もなくて。


    　堤先輩の正面、つまり僕と先輩の間に立っている男は立ち止まり、先輩のほうを向いていた。傘もささず濡れたまま。サマーコートを羽織り、コットンのパンツにラバーソールのブーツ。銀色の髪は短く、端整な顔立ちは日本人ではないようにも見える。僕の知っている限り「ツクヨミ」と呼ばれていたその男は、「吉良先輩」と呼ばれてその場に立ち止まった。


    「…………」


    　ツクヨミがなにか、言葉をこぼした。けれど僕には聞こえなかった。


    　彼は歩いていく。堤先輩へと向かって歩いていく。先輩は立ちつくしたままだ。僕の姿だって目に入っているのに、ツクヨミだけを凝ぎよう視ししている。


    「あ、あのっ」


    　ツクヨミが正面、一メートルほどになったところで堤先輩が言葉を発する。ツクヨミは、足を止める。先輩の唇が震えているのが遠目にもわかる。


    　三秒間。たった三秒、ふたりは視線を交わしていた。ツクヨミが再度歩きはじめる。堤先輩の横を通りぬける。先輩は、ふり返らなかった。ふり返れなかったのだろうと僕は思う。


    　雨音が、不意に耳につくようになった。
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    　雨でずぶ濡れになった僕が家に帰りついたのは、正午を回ったころだ。


    　下しも沢さわ原はらという町で僕らは、バンド「Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎデステイネーシヨン　Ｌｉｎｋリンク」のヴォーカリスト九く条じよう蘭らんをシ念掃そう滅めつ機構の手からとりもどし、ドールと名乗るシ念能力者を倒した。


    　と思ったのもつかの間、シ念掃滅機構でも指折りの実力者だという男が登場した。ハロルド・ガブリエル。シ念能力ランク総合ＡＡダブルエーという英国人。ハロルドは僕らをあっという間に倒した。ハロルドはドールを連れて去ったが、そこに現れたツクヨミと堤つつみ先輩が鉢はち合わせになってしまった。


    　ハロルドの能力は圧倒的だった。


    　右手をかざすだけで発せられる、電撃にも似た攻撃。その攻撃はすさまじく速く、かわすことさえほとんどできない。それが直撃すると身体中の力を奪われた。あんなやつ相手に、勝てるわけがない──。


    『あー、くったびれたぁ』


    　僕の気など知らない能天気な声。


    　玄関のドアを閉じたところ。僕の横にはひとりの少女。ワインレッドのセーラー服を着て、黒くつややかな髪は長く、服とは対照的に白い肌。大きな両目に長い睫まつ毛げ、鼻のラインはすうっと通っており、小振りの唇は思わず触れたくなるほどふっくらと可愛かわいらしい。


    「君はなにもしてないだろ」


    　僕はスニーカーを脱いだ。ぐっしょり濡れた靴が重そうな音を立てた。


    『あなたが疲れると私も疲れるんだもの』


    　ふくれたカレンもまた、僕についてくる。カレンは僕から離れることができない。カレンは十年前に亡くなった少女、夜や木ぎ坂ざか恋れんの遺のこした強い思いであり、「シ念」だから。僕の思いの力を利用して、彼女はこの世界に姿を留とどめているのだ。


    　そのため、僕から五メートルほども離れるとお互い力が抜けて動けなくなる。あまり近すぎると僕の思考がカレンに伝わってしまうため、安全圏である二メートルほどは離れてもらっていることが多い。まあ、同い年の女の子に聞かれて困るようなことを四六時中考えているわけではないのだけれど。


    『……強かったね、あいつ』


    　カレンがぽつりと言った。


    「……ああ」


    　僕は階段をあがりながら、答えた。


    　ハロルド・ガブリエル。彼は僕らの前にまた現れるのだろうか？


    　僕とカレンは、絶対に倒せないと思われた能力者、ドールと戦った。そしてなんとか知恵をひねりだしてその能力を封じた。だが、ハロルドは桁けた違ちがいだった。避けることができるのならハロルドは、今後会いたくない人間の筆ひつ頭とうだ。カレンの願いを叶かなえるまで──カレンの兄である夜や木ぎ坂ざか慶よし幸ゆきのシ念を探しだし、慶幸の願いを叶えるまでは、会わずに済ませたい。


    （……でも）


    　悔しい、という思いがたしかにあった。僕はなにもできなかった──あの男を前にして。赤子の手をひねるように、というたとえはあるけれど、ハロルドの前では僕なんて赤子よりも弱い存在だった。悔しかった。僕は、ドールを倒したことでいい気になっていたのだ。それよりも大きな脅きよう威いが目の前に迫っていたなんて、思いもよらなかった。


    『……晶しよう？』


    　部屋に入ると身体がぐったりしていた。僕は疲れきっていた。今日はカレンの能力を使って二度の撮影を行おこなった（二度目は失敗したけれど）。撮影するたびに僕は自分の「思いの力」を消しよう耗もうするのだ。


    　着替えるなら部屋出るけど、と言うカレンに生返事をしながら、僕は、服を脱いで、着替えた──気がするけれど、そのままベッドに倒れこんでいた。


    



    



    「晶くん？」


    　肩を揺すぶられて、はっと目が覚めた。


    　僕はベッドの上。Ｔシャツとスウェットに着替えたところで、倒れこむようにベッドの上で寝ていたようだ。身体の節々が痛い。メガネはどこだ──。


    「ごめんね。チャイム鳴らしたんだけど、返事がなくて……悪いと思ったんだよ？　でも、カギかかってなかったし、晶くんがもし暗い家のなかでひとり寂しく寝てたらって思ったら……いてもたってもいられなくなって」


    　部屋が明るくなる。そこには、護ご稜りよう高校の制服を着た少年。ブレザーに赤のループタイ。ふわりとした髪の毛は柔やわらかく、いまだあどけなさを残す顔。来くる栖す正まさ成しげ。


    　僕は、ふらつく頭でベッドの上をまさぐり、メガネを手にした。


    「って、晶くん大丈夫!?」


    「なにが──」


    　言いかけた僕の前に来栖がすっ飛んでくる。ベッドの縁に腰を下ろす僕の前で膝ひざ立だちになり、右手を僕の額ひたいに当てる。ひやりとした、小さな来栖の手。


    「すごい熱……顔、真っ青だよ」


    　頭がふらついていたのは、熱のせいか。


    「風か邪ぜ……か？」


    「そりゃそうでしょ！　風邪ひいたから休んだんでしょ!?」


    　そうだった。僕は今日、学校を休んだのだ。その理由が「風邪」だった。仮病のつもりがほんとうに病気になってしまうとは。


    「どうしよう……こんなに具合悪いなんて。だって、僕、晶しようくんがなにか適当に理由つけて学校を休んだものだとばかり……」


    「…………」


    　正解すぎてなにも言えず、僕は黙っている。


    （カレン、どうして起こしてくれなかった……来くる栖すが来てるのに）


    　僕は心のなかで問いかける。


    　来栖には、シ念のことをなにひとつ話していないのだ。僕がトラブルに巻きこまれていることも話していない。


    　カレンは寝ていた。僕の横で丸まって、猫のように。


    『ん、んん……』


    　スカートがめくれあがってパンツが見えそうなので裾すそを戻してやる。とはいえ来栖には見えないのだけど。


    「なにしてるの、晶くん？」


    「なんにも」


    「病人なんだから、ちゃんとベッドのなかで寝ててよ！　そんなだから風邪ひいちゃうんだよ。あ、もしかして……夕ゆう顔がおさんに伝う染つされたんじゃないの!?」


    　そう言われると、夕顔が風邪をひいて見舞いに行くとか昨日言ってた。


    「あの女め狐ぎつね……風邪まで伝染したか……」


    　ぽつりと、なにかが聞こえた。


    「来栖？　今なんて？」


    「ううん、なんでもないよ。早く寝てよ晶くん、ほら！　ほらほら」


    　メガネを来栖にとられ、上体を押されて僕は布団のなかに放りこまれる。ごろんと転がった拍子に、目の前にカレンの顔。鼻と鼻が触れそうな距離。メガネがなくともカレンの姿だけは僕ははっきりと見ることができる。思わずどきりとすると、カレンがぱちりと目を開いた。


    『────』


    　凝ぎよう視し。沈黙五秒。


    「……お、おはよう」


    　僕はささやく。


    『な、ななななんであなたが私のすぐ目の前で』


    「……説明するのが面倒だけど、縮めて言うと『誤解』だ」


    『近いわよー！　離れてよ！』


    　ぎゃあぎゃあ騒いでカレンが飛びおきる。


    「晶しようくん、下のキッチン借りるからね。温かいココア淹いれてくるから！　それまでおとなしく寝てること、いーい？」


    『なにこれ、私襲われそうになったわけ!?　なんとか言いなさいよ！』


    　僕は風か邪ぜをひいてぐったりしているというのに、僕から離れれば感覚を共有しないカレンは元気そのもの。頭にがんがん響く声をシャットアウトすることもできず、僕は布団に潜りこんだ。説明を放ほう棄きして、眠ることにする──。


    



    



    　──が、そんなこと許されるわけもなく、カレンに叩きおこされた。


    『ま、まあ、それなら理解できるけどね……あんまり顔が近いから』


    　ふらふらする頭でこれまでの経いき緯さつを話すと、納得したのかしないのか、カレンはぶつぶつと続けていた。そんなに僕の顔がいやならそばで寝なければいいのに。


    『なにか私を非難するようなことを考えた？』


    「いいえ」


    　そこへ、携帯電話が鳴る。


    『いい？　今度私の至近距離で寝るようなことがあったら絶対許さないから。もし、どうしても、っていうなら、まあ……事前に』


    「カレン、夕ゆう顔がおからだ」


    　僕は電話をとった。


    『へっ？』


    　夕顔はドールの攻撃をもろに受けて、意識を失った。ドールを倒すのは、夕顔の敵かたきを討つという意味もあったのだ。


    　意識を失ってから、夕顔は目覚めていなかった。治療を施ほどこしたのだけれど、その後夕顔が目を覚ましたという話は聞いていなかった。


    「もしもし、夕顔？　夕顔、目覚めたのか、夕顔？」


    　そのせいもあって、僕の声は上ずっていた。


    《おお、雨あま野の。どうしたんじゃ》


    　これまでと同じ、とぼけた声。いつもと同じ、夕顔の声だった。その声がひどく懐かしく感じられた。


    『夕顔から!?　夕顔からなのね！　よかった、目が覚めたんだ……』


    　胸に手を当て、カレンがベッドの上に座りこむ。


    「具合はもういいのか」


    《もうすっかり平気じゃよ。なんじゃ、雨あま野のは意外と心配性なんじゃのー》


    「君がのんびりしすぎるんだ」


    　胸の底から安あん堵どがあふれてくる。僕はほっとしながらも、九く条じよう蘭らんをとりもどした話を夕ゆう顔がおにした。話を聞いた夕顔は喜んだが、全部が全部喜ばしい話ばかりではない。


    　結局、ドールには逃げられた。そしてハロルドという脅きよう威い。


    「……夕顔、僕は」


    　ちらりとカレンを見る。カレンはぺたりと座りこんでこちらを見ている。


    「僕は、強くなりたい。ハロルドに遭遇して、僕がどれほど足手まといで……無力なのか、わかったんだ。大切な人を守れるくらいに、力をつけたい」


    《…………》


    「夕顔、聞いてるか」


    《……ああ、聞いておる》


    　夕顔の声はしかし、浮かなかった。


    《雨野の気持ちはわかる……じゃが、状況がちょっとばかり変わったのじゃ。明日──うちに来てくれぬか》


    「君の家に？」


    　夕顔の家は神社だった。星せい稜りよう神社と言い、護ご稜りよう高校のそば、小高い丘の上に存在する。


    《実は今、星稜神社にシ念使いが集まっておる》


    　夕顔はそう話しはじめた。各地でシ念使いが襲われるという事件が頻ひん発ぱつしていることを。


    　そして襲撃者はシ念掃そう滅めつ機構の人間──それには、ツクヨミも含まれている。


    「そんな。ツクヨミが？」


    　だってあいつは、堤つつみ先輩の知りあいで──という言葉が出てくる前に、


    《うちのバカ親おや父じがあんな顔をするくらいじゃ。かなりの事態やもしれぬ……。とりあえず今話せるのはこの程度じゃ。と言うより、あたしもまだよくわかっておらぬのじゃ。明日、来てくれ。頼むの》


    「夕顔？　……夕顔っ！」


    　通話は、一方的に切れた。


    『どうしたの？　夕顔、なにか困ってるの？』


    「わからない……僕にはなにがなんだか」


    　そこへ部屋の扉が開いた。そこに立っていた来くる栖すの手には、トレイと、湯気の立つマグカップ。来栖はベッドの上に座っている僕を見て、手にした携帯電話を見て、


    「晶しよう～く～ん……」


    「いや、これは」


    『あーあ……まるで浮気を発見した鬼おに女によう房ぼうね』


    　とカレンがワイドショー的なたとえを口にした。


    「ちゃんと寝なさい！」


    　来くる栖すはやってくると、僕の手から携帯電話をもぎとった。そして僕を強引にベッドに押しこむ。


    「このケータイは僕が預かります」


    　えへんと胸を張った。


    「念のために言っておくが、別に変なメールとか通話履歴はないから見てもしょうがないぞ」


    「そ、そそ、そんな、勝手に見たりなんか……や、やだ、なー、晶しようくんってば。ぼ、僕がそんなこと、す、するわけ……」


    　見事な動揺っぷり。来栖のうそにだまされることは未来永えい劫ごうないだろうな。


    　それにしても──夕ゆう顔がおのことが気がかりだった。


    （状況が変わった？　シ念使いが襲撃されている？）


    　来栖の淹いれてくれたココアの、恐るべき甘さに思いきり噴きだしそうになりながら、僕はそんなことを考えていた。
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    　翌朝、体調はかなりよくなっていた。制服に袖そでを通し、いまだ濡れたままのスニーカーをあきらめ、革靴をつっかける。


    　今日は雨こそ降っていないが、空には厚い雲が垂たれこめていた。


    『暗雲立ちこめてますよー』


    　とカレンが言う。そのとおりだと思う。夕顔から聞いた言葉。星せい稜りよう神社に集まるシ念能力者。そして能力者を襲うシ念掃そう滅めつ機構。


    　いったいなにが起きているのか──考えたところで、僕にわかるわけもない。僕はただ、カレンの望みを叶かなえるために行動するだけなのだ。


    　ひとりそんなことを考えながら学校に到着すると、


    「──雨あま野のッ！」


    　教室に入ったとたん、鋭い声。教室にはすでに十人ほどの生徒。僕の席の周りに人だかり。声の主は僕と同じ中央幹事会（他校でいうところの生徒会）の役員、成なる川かわだった。耳が大きくすぐ顔を真っ赤にすることなどから、サルカワなどとも呼ばれる──まあ、良くも悪くも愛あい嬌きようのある男。


    「おはよう」


    「おう、おはよう──ってそうじゃねえ。お前は、お前は！」


    　成川が立ちあがってつかつかとこちらへ歩いてくる。


    「おいッ！」


    　僕の顔をにらみながら、小声で脅おどすようにささやく。


    「お前という者は、葉は友ゆ先輩に手を出しておきながら年下にも、だとお？」


    　葉友先輩、とは堤つつみ先輩のことだ。フルネームで堤葉友。


    「……は？」


    「お前から手を出したんだろ、あの子に。わかった。お前は年下専門。それでオーケー？　だから金こん輪りん際ざい、葉友先輩には──」


    　僕は、僕の席に座っている（座らされている）少女に気がついた。


    「佐さ久く」


    　臆おく病びようなギタリスト（今はヴォーカリスト、か）、佐久杏あんず。


    「あ、せ、先輩、あの、私、ここに来たら急に……」


    　と困惑する佐久の周囲には悪あしきクラスメイトども。


    「おーい、雨あま野のぉ。この後輩ちゃんとどういう関係なの？」


    「部活、軽音っしょ。お前関係ないじゃん。どこで知りあった？」


    「まさか……お前だけはあり得ないと思ってたが、雨野から声かけたとか」


    　僕はバッグを机に置くと佐久の腕をとって立ちあがらせる。


    「想像してるようなことは全然ないよ。期待に応こたえられなくてすまない──佐久、出よう」


    　佐久を連れてその場を離れた。背後では「オゥ……」などとアメリカ的な落胆の声。成なる川かわは「キィキィ」とサルカワ状態。


    『昨日のことを思うとやたら平和に感じるわね』


    　カレンの言葉に、深く同意。


    



    



    「あの、庵あん吏りからも……よくお礼を言ってくれ、って……言われてて」


    　人ひと気けのない廊下の一角で立ち止まり、僕らは話した。


    　佐久の従兄妹いとこ、佐久庵吏。バンド「Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　Ｌｉｎｋ」のヴォーカルであり、芸名は九く条じよう蘭らん。蘭、という名前のほうが僕にはなじみがある。


    　蘭は、カレンの兄、夜や木ぎ坂ざか慶よし幸ゆきと接触したことがあると僕は考えていた。


    　カレンは「シ念」となってこの世界に留とどまっている。シ念は、なにかを強く思うことによって生まれる。そしてその願いを叶かなえると、消しよう滅めつする。カレンにとっての願い──カレンの目の前で命を絶った兄。彼のシ念を探しだし、その願いを叶えてやるということ。


    　カレンの、ひいては僕の目的を達するために、蘭に話を聞くことが重要だった。


    「蘭に会いたいのだけど、可能かな？」


    「あ、はい。だいじょぶです。庵吏もきっと、喜ぶと思います……。あ、あの、先輩」


    　佐さ久くが言いかけたとき、チャイムが鳴った。


    「そろそろ教室に戻ろう。蘭らんの予定がつかめたら、連絡してくれるか？」


    「あ、はい、それはいいん、ですけど、あの、あのあの」


    「遅れちゃうな。急ごうか」


    　僕は佐久の背を押して早足で移動を開始した。


    「あ、あ、ああー……」


    　妙に間延びした声で佐久がいやいやをするように首を振っていたけれど、なにか意味でもあったのだろうか。


    　そのあとで、佐久からメールが届いた。今、蘭はビルを売却するためにあちこち奔ほん走そうしていて忙しいらしい。それは、亡くなった蘭の母親が蘭に遺のこしてくれたもの。そして佐久と蘭、ふたりにとっての思い出のビルでもある。蘭はそのビルを守るためにお金が必要で、シ念掃そう滅めつ機構に接触していた。結局、蘭と会うのは次の月曜日に決まった。


    　ビルを売却する──それがどういう意味を持っているのか、僕は知っていた。過去の思い出が詰まったあのビルと決別し、あらたな一歩を踏みだすということ。佐久を新しいヴォーカルとして、新生「Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　Ｌｉｎｋ」をスタートさせる、ということだ。


    『ねえ、あなたってさ、佐久のこと……』


    「ん、彼女がどうかした？」


    『ううん、やっぱりいいや』


    　カレンにしては珍しく、深いため息をついていた。よくわからないやつ。
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    　昼休み、僕とカレンは図書室にいた。


    「神かん発だつ緑園都市」について調べるためである。


    　昼休みになったばかりの図書室は閑かん散さんとしていた。入り口から見ると、正面に貸し出しと返却用のカウンターが設置されている。そこを中心に、書架が放射状に並んでいた。


    　棚の合間をすり抜けて、僕は神発緑園都市について書かれた書籍を探す。


    　早くに両親を亡くした夜や木ぎ坂ざか慶よし幸ゆきと、夜木坂恋れんには叔お父じがいた。その叔父、夜木坂康こう太た朗ろうは慶幸にレンズメーカー「六ろく合ごう硝子ガラス」での仕事を与え、ふたりが命を落とすまでふたりの一番そばにいた人物でもあった。


    　慶幸のシ念は、現在、その夜木坂さんのすぐそばにいる。その彼が──神発緑園都市にいるとツクヨミは言った。おそらく夜木坂さんは、シ念掃滅機構と深い関係を持っている。


    『わ。こんなにいっぱいあるものなの？』


    　やがて、棚に一列全部、神発緑園都市に関する書籍を発見。なかなかに多い。


    「神かん発だつ緑園都市は『緑を。人と町、働く場所の中心に緑を』というスローガンのもとに開発されたんだ。地方自治体だけでなく、国が開発支援を行おこなったこともあって、注目されている」


    　書架の前で、僕は立ち読みした。まだ、神発緑園都市に足を運ぶと決めたわけではない。九く条じよう蘭らんにも話を聞いて、この先の行動を決めるつもりだった。


    「……政府の刊行物は、いかに神発緑園都市が成功した都市開発の例であるか、ってことばかり書いてあるな」


    『成功？　都市に成功もなにもあるの？』


    　僕の持っている本を、カレンが横からのぞきこむ。


    「成功を測る物差しは人それぞれだろうね。この本が指標にしているのは人口の増加。神発緑園都市はもともと奈な々な位い市というところの一部だったんだ。奈々位市の人口は、開発前は十二万人。『都心に近い』とは言えないほどの位置にあったから、ベッドタウンとしては発展しなかった。人口は減少傾向だったけれど、それが──こら、見づらいって」


    　僕は、カレンの頭をぐいと横にやり、ページに掲載されていたグラフを指した。


    「今から十五年前に開発が決定。しばらく人口に変化はないけど……」


    　人口推移を示すグラフは、ある一点から右肩上がりに転じている。


    『Ｖ字回復ってやつね。この年になにがあったの？』


    「たぶん、企業誘ゆう致ちの成功とかじゃないかと思うんだけど。ああ、ここかな……」


    　僕は、ページを繰る手を止めた。


    『なになに。「木き塚つか精機が工場建設を決定」……ほんとだ。さすが晶しよう。褒ほめてつかわす』


    　カレンは無む邪じや気きにうなずいて、僕の頭をぽんぽんと叩いた。けれど、僕は──。


    『晶？』


    　手が、震えた。


    『どうしたの？　風か邪ぜ、じゃないよね。あなたの考えが複雑すぎてよくわからない』


    「……カレン、木塚精機という会社はそんなに有名じゃない。いわゆる下請けの会社なんだ。メーカーに納品する部品や、機器を造ってる」


    　僕はページの囲み記事を指す。そこには木塚精機の企業データが掲載されていた。


    　[image: ]立年、社長、本社所在地、資本金──そのなかに、


    「主要取引先──株式会社オールフ」


    　僕が、今、首から提げているこのカメラ。カレンのレンズが搭載マウントされているこのカメラ。そのメーカーがオールフだ。そして、僕の祖父である雨あま野の銀ぎん介すけが働いていたのもオールフ。


    『……晶、あなた、この会社がシ念掃そう滅めつ機構となにか関係がある、って疑ってるの……？』


    「疑ってなんかない」


    　僕はカレンの目を見つめた。


    「確信を持っている」


    　それは単純な理屈だ。


    　十五年前から始まった開発プロジェクト。特に成果はあがっていないように見えたそれが、ある時期に好転しはじめた。それは木き塚つか精機の工場建設決定と時を同じくしている。


    「今から十年前だ」


    　十年前、それは夜や木ぎ坂ざか恋れん、夜木坂慶よし幸ゆきの兄きよう妹だいがこの世を去った年。その後、慶幸と同じく六ろく合ごう硝子ガラスで働いていた夜木坂康こう太た朗ろうは消息を絶った。


    『叔お父じさんが……この会社に関係してるってこと？』


    「君の叔父さんが直接でなくてもいい。ＷＣＯ──シ念掃そう滅めつ機構の人間だって構わない。あるいは──夜木坂さんのそばにいる君のお兄さんがそれを望んだのかも」


    　カレンは、「兄」という言葉にはっとした。


    　六合硝子を手放すよう社長に勧め、その後、神かん発だつ緑園都市へとやってきた夜木坂康太朗。これが事実だとしたら、彼はいったいなにをしようとしている？


    　僕は、写真で知っているだけの彼の姿を脳のう裏りに思いうかべる。ふくよかで、貫かん禄ろくがあった。目は小さく、太い眉が走っていた。


    　彼の陰には夜木坂慶幸がいるはずだ。


    　シ念掃滅機構は、どんな思惑でこの件に絡んでいる？


    「……早く、蘭らんに話を聞きたいな。そうすれば、多少は謎を解く手がかりが得られるはずだ」


    　本を閉じながら、僕はカレンに言った。


    　カレンは僕の顔をうかがってから、うつむき、言いにくそうに、


    『あの、さ……』


    　とつぶやいた。


    「ん、どうした？」


    『晶しよう……あの、ありがとっ』


    　カレンは両手の指を絡め、離してはまた絡め、


    『私、お兄ちゃんのこと、あきらめかけたこともあったんだ……正直に言うとさ。でも、あなたは六合硝子に行ったとき、「あきらめるな」って言った。あのときは──人の気も知らないで、私は十年も待ってたのに、って思ったんだけど……あなたの言うとおりだった。簡単に、あきらめたらダメだよね』


    「……ああ、僕の言うことは間違いないだろ？」


    　さっきやられたお返しに、僕はカレンの頭を帽子の上からぽんぽんと叩いた。カレンは帽子を押さえると、


    『えへ』


    　と笑う。


    「──なにを調べているの」


    　そのとき、背後から声。


    「雨あま野の、あなたは信用できると思ってたの。でも……最近、あなた、なにをしているの？」


    　ふり返った僕の前に、


    「──先、輩」


    　堤つつみ先輩が、腕を組んで立っていた。


    　──今のカレンとの会話、聞かれたのか？　いや、それは大丈夫そうだ。それなら僕が心配すべきは昨日の、ツクヨミとのこと……。


    　完全に疑いを持った目で、先輩は僕を見ている。先輩はシ念の存在を知っているのだろうか？　ツクヨミとの関係は？


    「あの、えーと、昨日はどうも……」


    『うわ、すんごいにらまれてるよ。うそでもいいからごまかさなきゃ』


    　そんな簡単にできるならそうしてる。状況があまりに不利だし──それに、


    　──私の「ほんとう」にうそをついたら、もう次はないからね。いい？


    　学校の前で交わした、先輩との約束を思いだしていた。先輩にうそは、つきたくない。でもどうしたら──。


    　そこへ福ふく音いんが訪れた。図書室の入り口から声が聞こえる。


    「だーいじょうぶだって。この時間、図書室に来るやつなんてほとんどいねえから」


    「えぇー、でもぉー」


    　成なる川かわと、どこかの女子だ。あいつ、堤先輩がどうのと僕に突っかかってくるくせに（しかもここには当の本人がいるというのに）、ちゃっかりほかの女子に手を出しているじゃないか。


    　今の僕にとっては、それがラッキーなのだけど。


    「先輩、成川がいるみたいです。この話はまた──」


    　言いおわらないうちに、手をつかまれた。


    「え？」


    「こっち」


    　いきなり、ぐい、と引かれ、


    「わっ」


    　あわてて僕は先輩のあとをついて歩く。


    　向かった先は、通路の正面、図書室の壁。小さなドアが、壁に沈むように設置されている。小窓がついていたが、なかは真っ暗だった。


    　堤先輩は、躊ちゆう躇ちよすることなくドアの前へ進むと、スカートのポケットからカギの束をとりだした。慣れた手つきで小さいカギをカギ穴に突っこんだ。あっけなく、ドアは開く。


    「入って」


    「え、でも……」


    「入って」


    　一歩も譲る気のない先輩のまなざし。


    　僕は先にドアの向こうに進む。先輩も続いて入ってすぐ、ドアにカギをかける。すぐに、小部屋は暗闇に包まれた。ちらりと見た限り、破損した書籍の置き場みたいだ。修しゆう繕ぜん中の書籍が開かれたまま、机の上に置かれてあった。


    「で」


    　ドアを閉じたせいで空気の流れが止まった。鼓こ膜まくを押すような圧迫感。小窓から射さしこむ光が、先輩の輪りん郭かくを浮かびあがらせる。


    「話してもらいます」


    「こ、こういうところ、よく使うんですか」


    　必死で僕は話を逸そらそうとした。悲しい抵抗。先輩と密室でふたりきりなんて、こんなシチュエーションでなければきっと、もうすこしはうれしかったと思うけれど。


    　我われながらピントのずれた話題の逸らし方だったけれど、


    「ここは……吉き良ら先輩が教えてくれたの」


    　僕から顔を背そむけ、伏し目がちに先輩は言った。


    「『校内で、たったひとりになれる数少ない場所さ』──ちょっとだけ、いたずらっ子みたいに目をきらきらさせて、先輩は言ったの」


    　僕の知らない、ツクヨミの話だった。僕の記憶のなかの「ツクヨミ」と、先輩の話す「吉良先輩」とは、なかなか一致してくれない。


    「教えてもらうわ、雨あま野の。あなたの知っていること。あの人は、今、なにをしているの？」


    　先輩は再度、僕に迫る。


    　──言えない、と思った。


    　誰かの強い思いが形になって残る──それをシ念と言う。そのことをまず理解してくれるかどうかわからないし、シ念に関わることで先輩がトラブルに巻きこまれることだって十分あり得るのだ。


    　僕もトラブルに巻きこまれてきた。だけれど僕は、八年もの間未解決だった、僕の幼なじみである結ゆう城き美み莉りが殺された事件を解決することができた。それはカレンのおかげだった。だからこそトラブルに巻きこまれてもがんばろうと思える。でも先輩は──。


    「……教えてくれないのね」


    「先輩、僕は」


    「雨野には大切な人はいない？」


    　僕から視線を逸らし、先輩は言う。


    「自分という人間を大きく変えてしまう人。腹の立つことや傷つくことがいっぱいあっても、どうしてもその人に惹ひかれるのを止められない相手。そして誰よりも大切で、大事にしたいと思う人……」


    　そう話す先輩は、かつて傷つけられたのかもしれない。それでも、どうしてもその人物のことが気になってしまう──。


    『…………』


    　先輩のちょうど後ろにいるカレン。カレンの姿は、この暗闇でもよく見える。


    （大切な人……）


    　先輩にとってそれが、ツクヨミであることは間違いない。では僕は──。


    「雨あま野の。私はね……私は中央幹事長でしょう。あの人のようになりたくて幹事長になったの。私は、吉き良ら先輩のことなら、わがままになる。誰に軽けい蔑べつされたとしても、あの人のことについてなら、いくらでもわがままになるから」


    「先輩……」


    　逃げられない、と思った。この学校の生徒だけじゃない、教員からも愛されている堤つつみ先輩。護ご稜りよう高校の代表、中央幹事長。その堤先輩がなりふり構わず「わがままになる」と言った。


    「……最初に会ったのは、ほんの数日前です。学校から駅に続く商店街で」


    　話せる範囲で話すしか、ない。


    「そんな近くに……私、全然知らなかった……」


    　先輩は少なからずショックを受けたようだった。


    　僕は、彼が「吉良」という名前であることも知らなかったし、僕の前に現れるときはなんの前触れもないこと、現れるやなんらかのヒント──僕が今後行動すべきヒントを残して去っていくということを話した。


    「……和泉いずみ夕ゆう顔がおさんのこととも関係しているの？」


    　堤先輩は、夕顔がドールの爆弾にやられたことについて言っているのだろう。堤先輩にはそのことも目撃されていたのだ。


    「はい」


    「もしかして、安あ久く津つ先生のことも？」


    　それは美み莉りが殺された事件のこと。僕は首を横に振った。


    「雨野。あの人は、吉良先輩は、なにか危険なことに関わってるの？　そうでもないと──考えられない。中央幹事長が、卒業式の一週間前に学校を自主退学するなんて」


    「なんですって？」


    　それは初耳だった。ツクヨミが「吉良」という名で、この学校に通学していたことはもちろん、中央幹事長だったことだって、一週間前の僕は知らなかったのだ。


    「それくらい知ってたんでしょ、雨野。ねえ、お願いだから雨野の知っていることを教えてほしいの」


    「先輩……僕に話せることは、もうこれ以上ありません」


    「うそ！」


    　先輩は僕ににじり寄った。


    「雨あま野のがなにか危険なことに関係しているのはわかってた。だから、学校を休むらしいって来くる栖すから教えてもらって、私は下しも沢さわ原はらまで行ったんだもの。ひょっとしたら、またあの町に雨野がいるんじゃないか、って」


    　薄闇のなか、すぐ目の前に僕よりちょっと背の低い先輩の顔がある。漂ってくる、先輩の、柔やわらかで鼻をくすぐる甘いにおい。


    　僕はようやく気がついた。先輩がどうしてあの雨のなか、あんな場所に現れたのか不思議だったのだ。そして僕は気がつくと同時に──先輩の優しさが胸に染みた。わざわざ僕なんかのために、学校を休んでまで捜しに来てくれたのだ。


    　でも、だからこそ僕は、


    「どんなことでもいい。教えて……私は知りたいの。お願い、お願いだから、雨野。どんなつらいことでも、受けいれるから！」


    　先輩は僕の腕をつかんだ。込められた力の強さに、想いの深さを知った。


    『好き……だったんだね。大好きだったんだ』


    　カレンの言葉は悲しい過去形だった。違う、今でも好きなのだ──でも先輩は自信をなくそうとしている。


    　二年前、姿を消したツクヨミ。それ以来、一切の連絡をとっていない。先輩は、自分の好きだという想いに、自信をなくしかけている。


    「……先輩、僕は先輩と約束しました。先輩の『ほんとう』をもう裏切らない、って……。だから、うそをつきたくないんです。僕に、あなたの心を楽にする、優しさのないうそを言わせないでください」


    「────」


    　堤つつみ先輩が僕を見上げている。手から、震えが伝わってくる。僕はずるい。先輩の言葉を逆手にとって、この場を切りぬけようとしているのだ。卑ひ怯きように決まってる。


    　先輩、あなたは大切な人はいないかとさっき聞きましたね。僕にとって大切な人は、この数日で結構増えました。そのなかにはもちろんあなたもいる。


    　だから──話さない。先輩は、僕のことを信用できないと思うでしょう。それでも先輩を、シ念に関するトラブルに巻きこむわけにはいかない。ハロルドみたいなやつと戦ったあとでは、それはなおさらのこと。


    「……わかったわ」


    　堤先輩は、僕の腕を解放した。そして身を翻ひるがえし、ドアのカギを開ける。


    「……でも、私は、あきらめきれないの」


    　ドアを開くと、やたらとまぶしい光が僕の目を刺した。思わず手をかざしていた隙すきに、先輩は外へと出ていった。


    『……晶しよう、あなたは』


    「すまない、カレン。このことはちょっと僕にも考える時間をくれないか」


    　堤つつみ先輩に話さなかったことがいいのか悪いのか、今の僕にはわからない。気持ちを整理する時間が必要だった。
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    　放課後を迎え、僕とカレンは学校を出た。星せい稜りよう神社へ向かって歩いていた。


    　相変わらず空は曇っており、晴天になる気配なし。雨上がりのアスファルトからはひいやりした空気が立ちのぼっていた。


    　堤先輩のことは、僕とカレンの間ではもう話していない。そのことは僕が考え、僕が解決すべきことなのだ。


    『ねえ、晶。夕ゆう顔がおの言ってた「状況が変わった」ってなんのことだろうね？』


    　カレンに言われて、僕は意識を夕顔のほうに引きもどされた。


    　夕顔の言っていた、シ念掃そう滅めつ機構によるシ念能力者の襲撃。そのことで、夕顔の生活に変化でもあったのか──。


    「全然わからないな。星稜神社に来いって言うくらいなんだからそう差しせまった危険ではないと思うけど」


    　僕は言葉を切った。そこは、星稜神社へと続く坂の途中。神社は丘の上にあり、夕顔の住む母おも屋やは本ほん殿でんの裏手にあるのだ。左右を木々に囲まれた、とても静かな道。


    　僕らの向かう先から、人が歩いてくる。


    　背の低い男。前まえ屈かがみに歩いている。カーキ色のジャンパーを着ており、肉付きはがっしり。短く刈りこんだ髪の下には、日に焼けた精せい悍かんな顔。年齢はかなり高い。四十とか、五十とか。僕の目には三十歳以上の年齢は判別しにくい。


    （危ないところだった。誰もいない道で、独り言をしゃべってるようにしか見えないからな。君はふつうの人からは見えないわけだし）


    『あら、いいじゃない。もうあきらめて変な人になったほうが、いっそ楽かもよー？』


    　意地悪く笑うカレン。


    （まったく……誰のせいで僕の気苦労が絶えないと思って──）


    　男の人と、すれ違った。


    　直後、


    「雨あま野の晶だな」


    　低い声。


    「────」


    　ふり返る。男の右手が僕の腹に近づく。直感が──。


    　──触れられたらやばい。


    　と、ささやく。


    『よけて！』


    　カレンが叫ぶ前に、僕は半身を引いていた。すれすれを男の右手が空から振ぶりする。ブレザーに、かすった。


    「ちっ」


    　忌いま々いましげな目が、僕を見る。


    　男が再度こちらに手を伸ばす。僕は、走りだしていた。


    『シ念よ！』


    　この数日間のハードな経験が、僕を敏感にしていた。主に、危険に対して。危険を悟ったらなにをおいてもまず逃げること。巨大な岩が降ってきたら、逃げなければいけない。乗っている船に異常を感じたら、下船したほうがいい。


    　だけど──、


    「この先に行かせるわけにはいかないんだ」


    　前方に、さらにひとり。若い男。木の陰から現れた。ひょろりとした色白。ポロシャツからのぞく二の腕も相当細い。


    　でも、こいつもおそらく、


    『シ念……右手に、棒みたいの、持ってる！』


    　最初の足音も迫っている。


    　僕は背後にカレンを隠しながら、叫んだ。


    「お前たちは何者だ！　シ念掃そう滅めつ機構の人間か！」


    「は、笑しよう止し！」


    　ひょこひょこ歩いて、距離を縮めてくる男。周囲には霧きりが立ちこめはじめる。くそ、これもシ念能力か。


    「雨あま野の晶しよう、ＷＣＯの……内通者だな！」


    　予想もしなかった言葉を、僕はすぐには理解できなかった。


    「ツクヨミに通じ、清せい玄げん殿どのや夕ゆう顔がお嬢の情報をリークしているんだろ？」


    「……なっ」


    　なんだって？


    『はあ!?　なに言ってるの、こいつら！』


    　理解できない僕らをよそに、男がしゃべる。


    「十いざ六よい神しん道とう講こうを襲ったツクヨミの仲間となれば、このまま捨ておくわけにはいかん。よくもまあ、のこのこやってきたもんだ。自分の正体がバレていないとでも？」


    「待ってくれ。いざよ……なんだって？　僕は知らない、そんなもの！」


    　男ふたりに挟まれ、僕は道路の端へとじりじりと追いやられる。もう三メートルも距離がない。道路から外れ、どん、と背中が杉の木の幹についた。


    　誤解だ。完全な誤解だ。でもこのふたりは、その誤解を完かん璧ぺきに信じている。


    「待てよ、話を聞いてくれ！　──そうか、ひょっとして星せい稜りよう神社に集まっているシ念能力者たちか？」


    　霧きりが濃くなっていく。ちりん……と鈴の音のようなものが聞こえた。


    「そこまで知っておるのか！」


    「ああっ、違う！　そういう意味じゃない！」


    「今さら聞く耳持たんわ！」


    　小さいほうの男が、もともと前まえ屈かがみのうえに、さらに身を低くした。突進準備だ。色白は（僕には見えないが）棒を構えた。


    「くそ、カレン──」


    『こっちも準備オーケーよ！』


    　すでにレンズに入っているカレン。僕は、こいつらのシ念を撮影したほうがいいだろうか？　相手のシ念の能力を消す？　それは可能だ。けれど、それをしたところで僕は能力の反動で気を失ってしまう。かたや相手はシ念を消されただけで、身体はその場に残る。


    　どうする。


    「扇せん渓けい信しん仰こうが一員、角かく田た、参る」


    　前屈みの状態から一歩踏みだした。みしり、とアスファルトを踏みしめて。


    　その瞬間、視界が一瞬、ぶれた。


    　理由はわからない。男の姿が二重に見えたような気がしたのだ。しかし気のせいかもしれない。男の様子に変化はない。


    　くそ──。


    　やっぱり僕は力不足だ……ピンチになっても、なにもできやしないじゃないか！


    　男はそのまま次の一歩を、しかし、踏みださなかった。


    「え？」


    　僕の目が異常でなければ、こちらではなく、背後へと男は跳躍。そのときすでにすさまじい濃さの霧。男ふたりの姿は見えなくなる。


    　呆ぼう然ぜんとしている僕の耳が、妙なものをとらえた。


    「なかなかの体捌さばき！　ツクヨミ並みと言えるな」


    「角田さん、気をつけて、私はもう数発の攻撃を──」


    　──は……？


    　僕はただ突っ立っているだけだというのに、このふたりはなにを言っている？


    『晶しよう、これ、すごい量のシ念──全然見えないの！　晶、あなた、大丈夫？』


    「僕は、なんとも……」


    　視界はますます悪くなる。霧きりの海に沈んでいるかのよう。


    　もしや……もうひとり、別の能力者がいるのか？


    　そうでもなければこんな状況に陥おちいった説明ができない。


    　くぐもった、人と人との殴りあう音が、霧から染みだしてくる。うめき声が混じる。


    「雨あま野の、貴様……！」「すまない、私は、もう」「雨野、覚悟しろ！」


    　おかしい。なにもかもがおかしい。あいつらは僕が相手をしていると勘違いしている。でもなぜ。僕は角かく田たという男の目の前にいたのに。もし彼に仮に霧を発生させる能力があったとしても、目の前にいた僕を見失うことなんてないはずだ。


    「僕はここにいる」という言葉は、しかし僕の口からは出てこなかった。言えば、僕が狙ねらわれることはわかりきっている。


    　かといって、ここでじっと待っているだけというのも──。


    「ふぐっ」


    　最後、小さなうめきが聞こえると、重いものがどさりと落ちた。


    『晶……』


    　カレンがレンズから出てきた。


    　ほぼ同時に、霧が引いていく。


    　僕からそう遠くないところに、ふたりの男が倒れていた。


    



    



    『晶、あなた……なにをしたの』


    　霧が完全に晴れると、カレンが言った。


    「知らないよ！　僕がなにもしなかったことくらい、君だってわかってるだろ」


    『私はレンズのなかにいたんだもん。すごい量のシ念で、ちょっと先さえ見えなくなって──でも、あのふたりは、あなたが』


    「ほんとうに知らない。僕が、運動はからきしダメなことは──」


    　言いかけた僕は、鼻歌を耳にした。坂の下方から、若い男。もう霧はすっかり消えていて男の姿がはっきりわかる。赤い髪に紫のスタジアムジャンパー。だぶついたジーンズに薄汚れたスニーカー。手にはコンビニエンスストアの袋をぶら下げ、スキップするようにやってくる。


    　男の──のんきそうな目が、僕に当てられた。


    「あん？」


    　そして倒れたふたりに目が行く。


    「……ち、ちょちょちょちょ！　角かく田たさん!?　お前──お前がやったッスか!?」


    「違う、僕は」


    「ふざけやがって、機構のやつッスね！」


    「あああ、違うって！」


    　どいつもこいつも僕の言うことをまったく聞いてくれない。男はビニール袋を下ろすと、拳こぶしをこちらに突きだし、まるで空から手ての構え。


    「くそっ」


    　僕は走りだした。相手にしていられない。


    『どっちに行くのよ!?』


    「上だよ！」


    　僕は坂を駈けあがる。革靴の底が、水を踏んでバシャッと音を立てた。


    　夕ゆう顔がおに会わなければならない。誤解を解くには清せい玄げんや夕顔の手助けが要いる。


    



    



    　坂を駈けあがったところは、砂利の敷かれた空き地──と記憶していたけれど、そこには乗用車が所狭しと駐とめられていた。ナンバープレートも、愛知、湘しよう南なん、品川、札さつ幌ぽろ、宮崎と日本中だ。四ドアのセダンもあれば軽自動車、トラック。脈絡のない自動車たち。


    　車の合間をすり抜けて僕は走る。本ほん殿でんの裏側に突き当たり、左手の母おも屋やに向かう。


    　しんとした静せい寂じやくに包まれていた。息切れしている僕がバカみたいだ。


    　僕の、砂利を踏む足音だけが聞こえる。正面にある縁側へと走る。そこは気絶した夕顔が寝かされていた部屋だ。今は障しよう子じが閉じられている。


    　障子に手を伸ばす。僕の手の影が取っ手に近づく。


    「夕顔」


    　開いた。


    　室内には、車座になった見たこともない連中。


    　スーツを着た初老の男、トレーナーを着た子供、つなぎにハチマキという姿の女──十人ほど。いっせいにこちらを向いた。


    　僕の正面に、髪の長い女。目元も隠れるくらい。女が、暗い目つきでじろりと僕を見る。


    「────」


    　沈黙、一秒ほど。


    　僕は無言で障子を閉じた。直後、


    「今のは」


    「写真で見たよ、雨あま野の晶しようかな」


    「角田が敵だ敵だと騒いでいた、あいつか」


    　やばい。


    　やばいやばいやばい。バレている。


    　僕は走りだした。でも、どっちに行けばいい──。


    『あなた、いつの間に有名人になったのよ！』


    　僕が知りたい。来くる栖すならともかく、僕の写真が流通するなんて、考えられない。


    　駐とめられた車の向こうに、赤髪の男。倒れていたふたりを連れてやってくる。僕に気づいた。こちらを指差し、何事かわめく。


    「くそっ！」


    　僕は本ほん殿でんへと走る。建物の隙すき間まの小道を。すると──本殿の柱の陰から、ひょこっと人影が現れた。擬ぎ人じん化かされた洋よう梨なしがヘッドホンをつけてラップを口ずさんでいるという、どう見てもふざけた柄のプリントＴシャツ。真しん紅くの地にショッキングピンクのラインが入った、これまたどこで手に入れたのかわからないジャージ。


    　少女は──僕が今、全世界でもっとも会いたいと切望していた少女は、


    「こっちじゃ、雨あま野の。相変わらずトラブルには事欠かない男じゃのう」


    　にぃっと笑って、僕らを手招きした。


    「夕ゆう顔がお……！」


    　彼女のもとに走りながら、僕は思わず声を漏もらした。


    　この厄やつ介かいな事態からなんとか逃のがれたという安心、そして、夕顔の目が覚めたことをようやく確認できて──ほんとうによかった、という思いが込みあげたから。思いがけず、鼻の奥がつんとした。


    　本殿のなかに飛びこむと、夕顔はぴったりと表戸を閉じた。


    　そのすぐあと、息を切らす僕のそばで、


    「ほっほ、これでとりあえずは安心……」


    『夕顔ー!!』


    　カレンが、夕顔に抱きついていた。
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    「雨野、お前さんが昨日、ハロルドやツクヨミのそばにおったという情報が流れておる」


    　抱きつくカレンを剝はがしながら夕顔は言った。


    「そのせいで僕が疑われているのか？」


    「ツクヨミを倒したという話も広がっておっての。発ほつ端たんはそっちじゃ。──ツクヨミを倒せるはずがない。だからその少年は、ツクヨミに通じているだけ、と考えるほうが理に適かなっている──ということらしい」


    「バカな……そんな理屈が通るなんて。君は、否定してくれなかったのか」


    「もちろん否定した。じゃが、カレンのことは話せぬじゃろ？　それで説得力がなかったんじゃ。それで昨日の一件がトドメじゃ」


    「誰かが、昨日の僕らを見ていたのか……？　いや、ツクヨミは『結界を築いた』とか言っていた。あそこに、僕たち以外はいなかった」


    『納得できないのはわかるけど、とりあえずこれからどうするの？　誤解を解かなきゃ！』


    「うむ、それじゃが──」


    　夕ゆう顔がおが言いかけたとき、木戸が叩かれた。


    「お嬢さん、夕顔お嬢さん、そこにいますか」


    　知らない男の声。


    　僕は本ほん殿でんの奥に視線を走らせる。左右は障しよう子じ、柔やわらかな明かりがにじむように室内を照らす。さらに奥に祭壇があり、その先は暗くてよく見えない。


    「……夕顔、僕は今のところは逃げておいたほうがいいんじゃないか。実はさっき──」


    「たった今、雨あま野の晶しようが、扇せん渓けいの角かく田た、牧まき村むらを襲ったとの報告がありました。やつは危険です。お嬢さん、もしここにおられたら返事をください」


    「襲った……？」


    　夕顔が、眉をひそめて僕を見る。


    「ち、違う、そんなわけがない」


    「──冗談じゃよ。雨野には前科があるからの、脅おどかしただけじゃ」


    「前科だって!?」


    　思わず声が大きくなる。


    「お嬢さん！　やはりおられますな、開けますぞ──」


    「ああ、ここにおる。静かにしておれ。神事の準備中じゃ。あたしのほかには誰もおらぬ」


    　落ち着きはらった声で夕顔が答えた。


    「あ……は、すみません。……ではここでお待ちしております」


    　外には複数の人間の気配がした。


    「……夕顔、どういうことだよ。僕はいたって人畜無害の」


    「六ろく合ごう硝子ガラス」


    「え？」


    「夜の工場で、佐さ久くちゃんとふたりで帰ってきたのう……。襲ったんじゃろ？」


    「襲うか!?」


    　しまった。


    「──お嬢さん！　やはりなにかあったのですか！」


    「おほん、あー、あー、ちょっとした神がかりじゃ。心配するな」


    「は、わかりました」


    　……神がかり？　そしてそれでごまかせてしまうこの状況。


    「すまぬの……昨日は、あたしも目が覚めたばかりで、ここまで問題が深刻じゃとは考えてもおらんかった」


    「どういうことだ」


    「ここ数日、あたしたちの仲間のシ念使いがシ念掃そう滅めつ機構に襲われておる。ケガの程度はたいしたこともないのじゃが──妙なことが報告されておっての」


    「妙な……ってなんだよ」


    「奪われた、というのじゃ。シ念の力を」


    　シ念掃滅機構のシ念能力者は、ふたり以上のチームで行動しているらしい。ターゲットがひとりになったところを狙ねらい、襲撃する。重傷までは負わせないが気を失わせる。そして──被害者が目を覚ましたときには、シ念の能力が使えなくなっている。


    「被害者のひとりと話をしたのじゃが、シ念が使えないことでひどくショックを受けておっての。茫ぼう然ぜん自じ失しつという感じで、なかなか話を聞けなかった。……シ念は、使えば使うほど自みずからの身体に反動がある。いわば諸もろ刃はの剣つるぎじゃ。それを手にして生きていこうと覚悟を決めた者にはショックが大きかろう」


    「……ツクヨミも、襲撃メンバーだったのか」


    　僕の脳のう裏りに、堤つつみ先輩の姿がちらついた。


    「そうじゃ。満月ではないゆえ、シ念は使えないが、シ念がなくともあやつは単体で十分に強い。五人のシ念能力者を気絶させ、うち、三人の能力を奪った」


    「どうやって能力を奪った？」


    「わからぬ。目撃者はおらぬ」


    　僕は思わず想像していた。闇夜、息を潜ひそめているツクヨミ。ひとり歩いてくる能力者に飛びかかる──。


    　これじゃ、通り魔と同じだ。そんなやつを堤先輩は今でも想っているというのか。


    『……晶しよう』


    　僕の考えが伝わってしまったのか、カレンが僕の腕を引いた。僕はうなずいてみせる。そうだ、今は他人の心配をしている場合じゃない。


    「事情はわかったよ。君たちにとっては憎くてたまらないツクヨミと、やたら接点のある一般人らしき僕。ツクヨミの仲間だと思われてもしょうがないのかもしれない」


    「うむ……シ念能力者は、その能力、反動ゆえに社会から離れて暮らしている者も多い。じゃから余計に能力者同士のつながりを求めてしまう。噂うわさもすぐに伝わるし、仲間がやられたときの反発も大きくなる」


    　夕ゆう顔がおの言葉は理解できた。今、僕の置かれた立場もよくわかった。


    「…………」


    　けれど僕は、なにかに引っかかっていた。とても小さな引っかかり。僕はなにかを見落としている気がしたのだ。それは、誰かの発言のなかにあったような──。


    『……うっ』


    　そのとき突然、カレンが膝ひざを折ってしゃがみこんだ。


    「カレン……どうした！」


    　助け起こそうと身をかがめた僕に、カレンが苦しそうな顔を向ける。


    『危ない──』


    「危ない？　なにが」


    『大きなものが迫ってくる……私たちも経験したことのある、大きなもの……』


    　カレンが言いおわるや。


    　足元が揺れた。


    　いや、正確には──星せい稜りよう神社のある丘全体に、激震が走ったのだ。
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    　すぐに走りだした夕ゆう顔がおが表戸を開く。


    「何事じゃ！」


    「わ……わかりません！　突然、揺れが」


    　それは、僕が思わず床に手をついてしまうほどの揺れ。外では怒鳴りあう声が聞こえた。


    　なにが起きた？　地震？　地震にしては──。


    『来る……』


    　僕の腕のなかで、カレンが立ちあがろうとする。


    「レンズのなかにいるんだ」


    　ささやくと、うん、と小さく言ってカレンの姿はかき消えた。僕の身体はなんともないのに、カレンの身体は影響を受けている──とすると、これはシ念の仕し業わざなのか？


    　僕はバッグを肩にかけ、夕顔のほうへと歩いていく。木戸を開いたすぐそこは階段。賽さい銭せん箱ばこがあった。石いし畳だたみの参道は真まっ直すぐに伸び、鳥居に至る。さらに向こうは石段であるため、左右から張りだした木の枝以外は見えない。


    　その、鳥居の向こう。


    　男が現れた。


    　ぱっつんぱっつんの長なが袖そでのシャツを着た太った男。現れた、という言い方はおかしいかもしれない。男は浮いていた。こちらに背を向けて。


    　吹っ飛んでいた。


    「小こ林ばやし！」


    　叫び声。男は、石いし畳だたみの上に叩きつけられると十センチほどバウンドする。どさりと落ちた身体が、ぴく、ぴくと痙けい攣れんする。立ちあがる気配はない。その身体にまとわりつく──紫の光。電流のようなそれを、僕は見たことがある。


    



    「さえずりノイズイ、衣擦れノイズイ、こだまノイズイ。静せい謐ひつなる丘にさえ雑音ノイズが満ちている」


    



    　ああ、見たことがあるとも──。


    「夕ゆう顔がお、逃げるぞ！」


    　その声を聞くや、僕は大声をあげていた。


    　姿を確認するまでもない。誰が来たか、なんて。


    「雨あま野の、これ、隠れておれというのに──」


    「お前、雨野晶しよう！」


    　戸の前にいた男たちが色めき立つ。


    「僕のことなんてどうこう言ってる場合か！　やつが──」


    『来た』


    　階段を上ってくる男。ゆっくりと。一歩一歩を確認するように。
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    　ちりちりにした黒髪をなでつけている。鋭角なサングラスは目元を隠し、がっしりとした顎あごにはひげが少々。


    　ストライプ柄のスーツは仕立てもよく、滑らかな光こう沢たく。ぴかぴかに磨かれた革靴が、最後の石段を踏んだ。


    「ハロルド・ガブリエル」


    　シ念掃そう滅めつ機構ヨーロッパ統とう括かつ局長にして、シ念の能力値を示すＷＣＯ総合ランクは世界にたった五人しかいないという「ＡＡダブルエー」──。


    　ハロルドは、右耳につけたイヤホンを手でいじっていた。そのコードは、肩からストラップで下げられたラジカセに差さっている。やたら古い年代ものだ。腰のホルダーには英字新聞が二紙。「情報中毒インフオラスト」と萬ばんは言っていた。


    　倒れた男のぶふっ、という息で、こちらの男たちは我われに返った。全員、ハロルドの名前は知っているのだろう。だからこそ──敵として認識しながらも、一歩を踏みだす勇気が湧かなかったのだ。


    「ひとりで来るとは、いい度胸だ」


    　こちらは、年長者がひとりいるが、残りの三人は二十代くらいか。その年長者が、一歩を踏みだした。三人はそれを見てはっとなる。


    　それだけ──それだけ、圧倒的だった。


    　そこにハロルドが立っているだけで、周囲には息苦しい空気が流れていた。


    「……止よせ」


    　僕は言った。


    「止やめろ、止まれ！」


    　男たちは、いっせいに走りだした。


    　ハロルドは、走り寄る四人に向かって両手を開いて突きだした。


    「雑念ども──忌むべきアイ・ヘイト・ユー・ガイズ」


    　両の手が紫の光を帯びていく。空気中に漂っていた光の粒子が吸いよせられていく。


    「瞬刻双波ダブル・ブロウ」


    　電撃が巨大な球状に変化。四人を呑のみこんだ。ドン、と腹に響く衝撃音。


    　四人の男は走っていく姿のまま凍りついた。


    「ああああぁぁぁぁぁ……」


    　光のなかからうめき声が聞こえてくる。ハロルドの電撃。体内に、虫のように巣食い、体中の力を奪っていく。


    「止やめろ……」


    　僕は足を踏みだしていた。


    「止やめろって言ってるだろ！」


    　カメラを構え紫の球にピントを合わせる。ハロルドがこちらを見て──サングラスの向こうで、目が、一瞬開かれたように思えた。


    「これ、雨あま野のっ！」


    「行くぞカレン！」


    　ハロルドが動きだす前に、僕はシャッターボタンを押しこんだ。


    



    



    　暗闇の中央には巨大な紫の球。


    　激しく電流が渦うず巻まき、敵てき愾がい心しんを剝むきだしにし、弾はじけている。


    　それをとり囲むように。


    　七枚の巨大な刃。


    　円周上に整列したそれは。


    　紫の球に照準を合わせると。


    　一息に。


    　その距離を縮め。


    　スライス状に球を切り裂いた。


    



    



    「雨野、雨野っ、起きよ！」


    『晶しよう、起きて！』


    　僕は揺すぶられて目を覚ます。何度気を失っても、こればかりは楽しいものじゃない。目の前にカレン、そして、


    「走れ！」


    　僕の手をとり、夕ゆう顔がおは僕を無理に起こす。


    　走りだしながら、僕は横目で境けい内だいを見る。男たちが四人、その場に倒れている。けれど紫の球はなくなっていた。僕らの能力は通用したのだ。


    　しかし──ハロルドがこちらを見ていた。サングラスで表情はわかりづらい。が、厳しく引きしまったその表情は、けして笑うこともなく、ましてや愉快に思っているはずもない。


    　そして僕はこのとき、一番聞きたくなかった声を聞いた。


    「ハロルドぉ、ひとりで先に行っちゃったら、つまんないんですー」


    　長い金髪、Ｔシャツにホットパンツ。むっちりとした両脚が伸びている。


    　ドール──のシ念だ。「五つ数える爆弾魔フイフス・カウント・ボマー」という通称を持ち、夕顔を昏こん睡すい状態にまで追いやったシ念能力者。ＷＣＯ総合ランク「ＢＢＢトリプルビー」。


    「あーっ」


    　シ念が、こちらを見た。


    「雨あま野のがいるんですー」


    　ぷっくりとふくれた唇を、ゆがませる。笑ったのか。僕の背筋に寒気が走る。


    「……あやつ」


    　一瞬、立ち止まる夕ゆう顔がお。


    　夕顔のつぶやきは、息の奥でかすかに鳴ったに過ぎない。彼女の目に宿った光は──僕が初めて見る類たぐいのもの。怒ど気き。


    　しかし、ハロルドとドール（のシ念）だけではない。鳥居の向こうから、数人の足音が聞こえる。何人いるのかもわからない。


    『晶しよう……早く逃げて！』


    　カレンが声をあげる。


    『向こうから、ドールくらいのシ念の大きさが……視みえる』


    「なんだって」


    『向かってくる全員、臨戦体勢なんだもの！』


    「ちぃっ、雨野、ここは逃げるぞ！」


    　直後、夕顔は僕の手をつかんで再度走りだした。


    　段差を飛び下り、本殿の横へ。つられて走りだしたものの、転びそうになる。ぐいと夕顔に引っぱり起こされる。そのときハロルドが右手をこちらに突きだしたのを僕は見た。


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　まずい──そう思った瞬間、僕らの身体は巨体の陰に隠れていた。


    「久々だが……まるで変わりゃしねえ」


    　紫の電撃がほとばしる。僕らへ向かって真まっ直すぐ。


    　それを──。


    　巨体の男が左手で叩きおとした。


    　光が石いし畳だたみに弾はじけて音を立てる。


    「いまだに電気ごっこか？　進歩がねえのは、困りもんだな」


    　男の派手な花柄のＹシャツは、筋肉の鎧よろいを隠しきれていない。てかてかしたパンツを穿はいて、鰐わに革がわの靴はかかとを踏んでつっかけていた。


    　よく日に焼けたスキンヘッドが、こちらをふり返る。


    「行け」


    　サングラスをかけた顔は、厳しい。巨体の主は──星せい稜りよう神社神かん主ぬしにして、夕顔の父。


    　和泉いずみ清せい玄げんはそれだけ言うと、正面を向いた。


    「でも」


    「行け、と俺が言ったんだ」


    　本ほん殿でんの奥からはさらに数人の男、女がやってくる。


    　夕ゆう顔がおに手を引かれ走りだす背後で、入れ違いに人々がハロルドやドールに殺到する。


    「……夕顔」


    「走れ雨あま野の──ふり返るな！」


    　電撃、爆音、くぐもった音、肉体のぶつかる音、声、うめき声、叫び、喝かつ──。


    　しばらくは、忘れられないだろう音が聞こえてきた。


    　シ念能力者同士の戦いが始まった。
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    　森の小道を駈けおりる。段差がついてはいるものの、足場は悪い。


    　荒れた呼吸で酸素をとり入れる。汗がじとりとにじむ。なんとかこの事態を整理して考えようとした。


    　突とつ如じよ、シ念掃そう滅めつ機構が、機構に属さない能力者の襲撃を始めた。僕はツクヨミとの関係を疑われ、攻撃された。今度は星せい稜りよう神社にハロルドが直接やってきた──やつらの目的は、いったいなんなんだ。


    　まったくわからない。


    　まったく意味不明だ。


    「こっちじゃ──平気か」


    　アスファルトの道路に出た。僕の身体はすでにへとへとだったけれど、こんなところで弱音を吐くわけにもいかない。最後の気力をふり絞って走りだす。周囲は住宅街に変わっていた。


    「──結界か」


    　夕顔がふり返る。僕も走りながら背後に視線を送ると、神社のある小山が目に入った──はずだ。見ている。なのに、全然気にならない。その場にはなにもないかのような感覚。


    「結界」。ハロルドと昨日遭遇したとき、ツクヨミがその言葉を口にした。おそらくなんらかの「アイテム」──シ念を注入された道具の利用だ。結界を築いたツクヨミ以外の人間は、外からなかを知ることはできず、またそこに「入る」ことすら意識しなくなる。例外は、結界を築いた本人と親しい者には通用しない。


    「なぜ、ハロルドが、来たんだ……」


    　いくつもある疑問のうち、最初のひとつを口にした。


    　どうやって能力者のシ念能力を奪ったのか？


    　僕を襲ったふたりは誰が倒したのか？


    　どうしてシ念掃滅機構は、こんな行動に出たのか？


    「わからぬ、わからぬが──今まで、シ念使い同士の衝突はたしかにあった。じゃが、集団での襲撃などはなかった。あり得なかったんじゃ」


    『あり得なかった？』


    「大人数が絡むと、一般人にも累るいの及ぶ可能性が出てくるじゃろ。それは、能力を持つ人間にとっては好ましくないこと」


    『どうして？　理解してもらえばいいじゃない』


    「それは……」


    　言葉を濁した夕ゆう顔がおに、僕は言った。


    「魔女狩りか」


    　シ念の能力は、いわば現代の異い端たんの力。どんな人間もシ念を遺のこして死ぬ可能性があるとはいえ、生きているうちからシ念の能力に目覚めるのはごく稀まれだ。その能力を「持たない人間」からすれば、脅きよう威いとしか映らない。


    「持つ人間」を「持たない人間」が──大多数の人間が──恐れたとき、なにが起きるのか。能力者が疎そ外がいされるだけならまだマシだ。隔かく離りされ、抹まつ殺さつされることもありうる──。


    「雨あま野のの指摘のとおりじゃ……シ念使いたちは、表に出ないことを昔から望んでおる。過去にいくつもの悲しい歴史があったことを知っておるからの。……人とは違うものが視みえる。人とは違うことができる。それだけで、迫害されてきた事実が……」


    　夕顔は、立ち止まった。そこは国道にぶつかる交差点。ベビーカーを押す若い女性、買い物にでも向かうのか、小型の乗用車、近所の女子校の制服を着た女の子──いつもどおりの光景。たった今、この瞬間、すぐそこで清せい玄げんやハロルドたちが激戦を繰りひろげていることなんて、知る由よしもない。平和だ。あまりに平和で──僕はめまいがした。シ念と、日常との間に、とてつもなく深い闇が横たわっているように思えた。


    「ここまで来れば大丈夫。雨野、お前さんは家におれ。誰が来ても家に入れてはならぬぞ」


    「あ、ああ……でも、君は」


    　夕顔はふり返る。小さくなった、小高い丘を見すえる。


    「戻る」


    「そんな──」


    『危険よ！』


    「……なんというか、その……あんなバカでも、親は親なんじゃ」


    　夕顔は目を伏せ、苦笑した。そしてくるりときびすを返す。


    「──夕顔！」


    　僕の伸ばした手は空くうをつかんだ。


    　夕顔は走りだす。


    　その背を見つめるだけで、僕はその場から動けなかった。


    『晶しよう……晶！　なにしてるのよ！　止めなよ！』


    「それは──」


    　できない、と思う僕がいた。


    　戻るのが怖いとか、そういうことではない。ただ夕ゆう顔がおが、清せい玄げんのもとに行こうとしている──娘が、父のために行動しようとしているそのことを、止められるわけもないと思ったのだ。


    「夕顔！」


    　代わりに僕は叫んだ。


    「待ってるからな！　あの公園で……僕と君が初めて話をしたあの公園で！　君が、無事で戻ってくるのを、待ってるから！」


    　遠目に見えた、Ｔシャツ姿の少女の背中はあまりに小さかった。けれど、誰にも近寄らせないほどの毅き然ぜんとした決意に満ちていた。
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    　待っていた。ただひたすらに待っていた。僕も、カレンも無言だった。夕方になり、日が沈んでも夕ゆう顔がおは戻ってこなかった。


    　小さな公園内には、僕以外に人の姿はなかった。街灯が点灯し、やけに白っぽい明かりを植えこみに落としている。もう三時間以上はベンチに座ったままだ。カレンは、僕の横にいたり、その辺りを──五メートル以上離れると僕との結びつきが弱くなり、力が抜けてしまうのでそれ以内の範囲で──落ち着きなくうろついたりしていた。


    　いくつもの謎があった。けれどその謎を解こうにも、ヒントはあまりにも少なかった。迷いこんだ路みちは予想以上に入りくんでおり、僕は今、その片隅で膝ひざを抱えて待っているだけだ。


    『晶しよう……夕顔、どうしたかな』


    　わからない。


    『あいつら、どうして襲ってきたのかな』


    　わからない。


    『私たち、どうしようか』


    「……それは」


    　待つしかない。そんなことわかりきっている。僕が「待っている」と言っても夕顔は返事をしなかった。それでも待つしかない。


    　カレンだってわかっているはずだ。だけれど、聞かなければ不安になる。口に出さないと不安になる。この数日で急速に親密になった僕とカレンと夕顔。それでも僕は夕顔のことをまだ、あまりよく知らない。


    「待つしかない」


    『…………』


    　僕を見つめているカレンの瞳に、不安が見え隠れする。その目が──、


    「ずいぶんと、待たせてしまったようじゃの」


    　大きく、見開かれた。


    　声が、僕の背後から聞こえた。


    『夕顔！』


    　ふりむいたそこに、夕顔が立っていた。


    　来てくれた──と思った。さっきと変わらない姿。見たところケガをした様子はないが、身体のところどころに煤すすのような汚れ。浮かない顔をしていた。僕らを見ず、視線を下げていた。


    「とにかく無事でよかったよ」


    　僕はそう言った。けれど──僕らを待っていたのは考えもしなかった一言だった。


    「近寄るな」


    　ぴしゃりと、夕ゆう顔がおの断ちきる声にカレンが立ち止まる。


    「これ以上はシ念使い同士の戦いになる。関係のないお前さんを、もう巻きこむわけにはいかぬじゃろ」


    　夕顔は言った。


    「どういうことだ」


    『そうよ。そんなんじゃ、わかんない』


    「……バカ親おや父じをはじめ、数人が、ハロルドらとの戦いで負傷した。あたしたちの仲間はもう我慢の限界じゃ。星せい稜りよう神社は場所も目立ちすぎるゆえ、掃そう滅めつ機構から身を隠すために町を離れる。そののち、反撃に移る」


    　淡々と話す夕顔の口調には──なにか、追いつめられたかのような焦あせりがにじんでいた。


    「学校はどうするんだ」


    「しばらく休むしかあるまい」


    「君の、君の大好きな、写真部だって」


    「……休部じゃ」


    『うそ！　どうしてこんなことになっちゃったの？　どうして』


    「カレン……雨あま野の、お願いじゃからこれ以上首を突っこまんでくれ。お前さんたちは──はっきり言う、足手まといじゃ。お前さんたちを守りながらの戦いでは、あたし自身も危うい」


    　言葉が突き刺さる。足手まといだって？　……そのとおりには違いない。それに反論できる言葉を、僕は持たない。


    　だから強くなりたかったのだ。だから、そう夕顔に言ったのに。


    　僕の決意が、刃やいばとなって僕に返ってくる。


    「お父さんのために、君も戦うのか」


    「さあ……わからぬ」


    　夕顔は初めて感情を見せた。苦笑した。


    「所しよ詮せんはあたしも、筋肉バカの娘ということかもしれぬの──もう行く。出発の時間が迫っておるのじゃ」


    『夕顔──』


    「ついてくるな！」


    　動きだそうとしたカレンに、殴るよりも、鋭い一声。僕とカレンはその場に釘くぎ付づけになる。


    「ついて、くるな」


    　もう一度言って、夕顔は僕らに背を向けた。


    　喉のどまで言葉が出かかっていた。けれど、それ以上を言うことができなかった。


    「……ふたりとも、ごめんね」


    　消えそうな一言。


    　耳を澄すませていなければ聞こえないほどの大きさで。


    　そしてそれは、夕ゆう顔がおの素顔だった。いつもの口調ではなく、素に戻ってしまった夕顔の言葉だった。


    　夕顔は、走りだした。


    『晶しよう、晶！　追って！』


    「…………」


    　すぐに、夕顔の姿は闇に見えなくなった。


    『晶！　なにやってるの!?　さっきはあなたの言うとおり、夕顔を行かせてあげた。でも今の状況はさっきと違う！　夕顔と、もう会えなくなったら──』


    「わかってる！」


    『じゃあ追ってよ！』


    「それは──」


    　僕はこの瞬間、考えていた。


    　夕顔はあれほどまで頑かたくなに拒否をした。ということはつまり、夕顔にそれを言わせるほどの激戦が、先ほどまで行おこなわれていたということだ。僕らを近寄らせてはいけない、危険から遠ざけようと、夕顔は考えた──。


    　もうひとつ。今、夕顔を追うということは、とりもなおさず僕らもまたその戦いに身を投じるということだ。僕は三日前、清せい玄げんからこう言われたばかりだ。


    　──少年。ここから先は、シ念を使う者同士の問題だ。もう、素人しろうとが首を突っこんでいい状態じゃあねえ。おとなしくしてな──それが君の身のためだ。


    　あのとき僕は──僕とカレンは、ドールと戦う道を選んだ。その覚悟と、今回のそれは大きく違う。あのときはドールと戦うことが、カレンの望みを叶かなえるために必要だった。でも、


    「カレン、わかってるのか。君は夕顔を追えと言った。それは、ドールやハロルドだけじゃない、数多くのシ念能力者とも戦うということでもあるんだぞ」


    『わかってるわよ』


    「僕らの目的──君のお兄さんのシ念を探し、その願いを叶えることとはまったく違う。今日明日で決着がつくとは思えない。どれくらい時間がかかるか、予測もつかない。その間、僕らは遠回りをすることになる」


    　カレンはシ念だ。シ念は自みずからの望みを叶えるために存在している。なのに、夕顔を追うという選択肢をとって、シ念であるカレンは平気なのか。


    　けれど、


    『そんなこと、わかりきってるわよ！』


    　一瞬の迷いもなく、カレンは言った。


    『夕ゆう顔がおを追って』


    　僕は思わず訊ききかえす。


    「──いいのか？」


    『いいに決まってるじゃない！』


    　言ってから、カレンはぎゅっと唇を嚙かんだ。瞳を強く閉じ、そして開く。


    『ねえ、晶しよう。私は──もう死んだ身。それで、未練たらたらこの世界に留とどまっちゃってる。でも……でもね。私は、私が生きているとか死んでいるとかね、関係なく、苦しんでる友だちを放っておくような人間ではいたくない』


    「────」


    　一点の曇りもないカレンの瞳が僕を見つめている。吸いこまれそうなほど、真まっ直すぐな目。


    　そうか。


    　僕は単純なことを見落としていたのかもしれない。


    　友だちを助けたい。そんな、純粋な思いを。


    「オーケイ、行こう」


    『うんっ』


    　勢いよくうなずいたカレンとともに、僕らは公園を飛びだした。


    　行き先は星せい稜りよう神社──僕らの友だち、大切な友だちを追って。


    



    



    　全力疾走はやはり身体にこたえる。レンズに宿るカレンに、思いの力を貸しているせいで僕の身体はただでさえ疲れやすいのだ。


    　息を切らした僕が、星稜神社の長い石段を登りきる。そしてそこで見たのは、先ほどまでとはまったく違う光景だった。


    「これほどまで……」


    『……ひどい』


    　破壊の爪つめ痕あと。


    　階段の一番上にあったはずの鳥居は半ばから折れていた。石いし畳だたみの半分はめくれあがり、地面もえぐれている。


    　なによりひどいのが本ほん殿でんだ。半分近くが屋根からつぶれていたのだから。


    　しんと静かな──廃はい墟きよのようだ。その社やしろの前に佇たたずんでいた、ジャージ姿の少女。


    「誰も……いないの」


    　ふり向かず、夕顔は言った。


    「どうしたんだろう、誰も、いないの。あたしが戻るまで、ここに、ここにいるって言ってたんだ。ほんとうに」


    「…………」


    　置いて、いかれたのだと僕は気づいた。


    　僕は夕ゆう顔がおの十歩ほど手前のところで立ち止まっていた。


    　夕顔の、この後ろ姿。僕にはきっと一生忘れることができない。


    「あの……バカ親おや父じ……最初からあたしを連れていく気なんて……なかったのかよ……」


    　降りはじめた雨のように、夕顔の言葉が、ぽつりぽつりとこぼれていく。


    「どうして……どうして……」


    　僕は夕顔との距離を縮めた。影のように僕の背後についてくる、カレン。


    「あいつは、いつもそう……あたしの覚悟を、笑うみたいに……こうやってさ……」


    　夕顔のすぐ背後に立つ。彼女の足下に黒い染みを見つけてしまい、僕は天を仰ぐ。


    「すまない、夕顔。来るなと言われていたのに、来てしまった」


    　夜空は厚い雲に覆おおわれ、星さえも見えない。


    「君がどれほど口を酸っぱくして言っても、もう来てしまったんだ。僕だけじゃない、カレンだっている」


    　僕のそばにいるはずのカレン。けれどカレンは、なにも言わずに黙っていた。


    　カレンだってわかっているのだ。夕顔が清せい玄げんに歩みよろうとしたこと。そして清玄が突きはなすように夕顔を置いていってしまったことを。


    　カレンは、幼いころに両親を亡くしている。だから、夕顔の気持ちを理解しつつも、かけるべき言葉が見つからないのだ。


    　僕の家族はまだ健在だ。ただし父と母は別居し、僕と兄のふたりも引きとられるように別々に暮らしている。「厳格」ではあるけれど、それよりは「利己的」という言葉が似合う父。自分自身だけを信じ、医師としての出世街道を邁まい進しんしている。一方、良家の出だが、そんな父についていくことができなかった母。母は今まで貞てい淑しゆくでありつづけた反動なのか、別居後はそれまでとは別人のように遊んで暮らしている。僕を置いて気ままにフランスまで旅行に出てしまったくらいだ。


    　ふり返って考えても──僕も、兄も、両親と衝突することなんてなかった。夕顔の家とは違う。


    「……雨あま野の」


    　僕の耳が、夕顔の言葉をとらえた。


    「あたし……親だけじゃなくて、帰る家までなくしちゃったのかな……」


    　僕もカレンも、今の夕顔に言うべき最良の言葉を知らなかった。


    「夕顔……僕らには、僕らにしかできないことがあると思う」


    　でも、だからといって、今の夕ゆう顔がおをそのままになんてしておけるはずもない。


    「君のお父さんは、君のお父さんにしかできないことをしようとしている。君は──君にしかできないことをするべきだ」


    「あたしにしか……」


    　夕顔は黙りこんだ。そして僕は考える。僕もまた、僕にしかできないことをしようと。


    「なあ、夕顔。僕の母親は旅行で外国に行っててさ、しばらくの間、僕のほかには誰もいないんだ。気き兼がねなんてしなくていい。うちに、来なよ」


    　帰るべき家、その代わりになんてなるはずもない。でも、すこしの間くらい、雨宿りならできる。


    　まだ、僕は空を眺めている。厚い雲が、ゆったりと流れていく。今にも雨の降りだしそうな空だった。


    「……ふ」


    　小さな、笑い。


    　呆あきれたような、無む邪じや気きな笑い。


    　すぐそこで、夕顔がごしごしと涙をぬぐう気配。


    　ふり返ったらしい夕顔が、僕の胸にこつんと拳こぶしをぶつける。


    「女子を誘うにはちょーっとばかり、雰ふん囲い気きがないのう？　あたしを口く説どくなら、もうすこし気の利きいた言葉が欲しいところじゃ」


    　視線を下ろした僕が見たのは、笑っている夕顔。でも、まつげは濡れ、鼻は赤らんでいた。


    「なに言ってるのさ」


    　一瞬、苦しくなった胸の思いを押しのけるように僕も笑ってみせた。


    「君じゃなく、僕のほうが襲われる心配をしているんだ」


    「んあっ」


    『夕顔、来たらいいよ！　晶しようと私しかいないからさ、陰気でしょうがなかったんだから。ね。お願いだから来てほしいの』


    　カレンがそこにかぶせて言った。


    　夕顔は、なにも言葉を発さず、うん、うん、と二度うなずいた。そして、「着替え」とだけ言葉を残すと、母おも屋やへと走っていく。


    　その夕顔がスポーツバッグを手に、戻ってくるまで多少の時間を要した。僕とカレンは夕顔が戻ってくるのをじっと待っていた。戻ってきたときの夕顔が、いつもの夕顔に戻っていたらいい、と願いながら。
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    　翌朝、金曜日。


    　昨晩は遅くまでカレンと話をしていたらしい夕ゆう顔がおは（まるで修学旅行や合宿のノリだ）すぐに家を出なければ遅刻するというぎりぎりまで寝ていて、ついさっきようやく起きたというところ。


    　家を出た時点では眠気のせいで、歩きながら半分寝ていた夕顔。頭が揺れるたびに、ひとつに縛った髪の毛が、ひょこ、ひょこと揺れていた。カレンなどはレンズのなかに入ったきり、出てこない。眠っているようだけれど、シ念に眠気もなにもないはずなのに。


    　学校のすぐそばまで来ると、夕顔はいい加減に目を覚ました。便利な身体。


    「のう雨あま野の。今日の夜はなにを食べるかの？　せっかくだから盛大にやろうぞ」


    　なにがどう「せっかく」なのか僕にはわからないが──昨日は帰りが遅かったせいもあって、僕らの夕飯はコンビニで買ったパンだった。


    「明日は学校も休みじゃからの。写真を撮りに行くのもいいのう？」


    「それなんだけど」


    　言って、僕はためらった。カレンの兄のシ念を探しに行くことを、再度検討しようかと思っていたのだ。それに、僕は強くなりたい。


    　けれど、夕顔はどうしたいのだろう？　清せい玄げんを追うことだってできる。とはいえ昨日の傷も癒いえぬうちから、こんな話をするのもどうかと思える──。


    「ん～？」


    　僕の顔をのぞきこんでくる夕顔。テーピングテープをつけた夕顔の鼻をつまんでやる。


    「んあっ！」


    「夕顔、今日は金曜日だろ。僕は、前にも話したと思うけど、来くる栖すの妹の、家庭教師」


    　鼻を押さえて夕顔が僕を横目で見る。


    「……あー……雨野は来栖に甘いからのう」


    　すっかりテンションの下がった調子で夕顔は言う。


    「いやいや、甘いとか弱いとかじゃなく……来栖の家に行くと、大体食事を……」


    「雨野は来栖に弱いからのう」


    　二回言った。


    「いや、だから……ほんと、無理なんだって。あの親子に迫られると断りきれないし」


    「雨野の家はお金持ちなんじゃろ？　あんな立派な家に住んでおるし。それなのにバイトすることもあるまい。それともなにか、自分の食い扶ぶ持ちは自分で稼かせげ的なアレか」


    「……夕顔、僕はね、お小遣いをもらってないんだよ。というか、母親が全然くれないんだよ……わかるかい。お金はあるのに、母が自分で使ってしまって僕にはくれないこの状況」


    「そ、そうなのか。それは──あの、なんじゃ、雨野も親では苦労しておるんじゃの」


    　結局夕顔は、僕が来栖の家に行っている間、知りあいのシ念能力者に会ってくると決めた。清せい玄げんの行方ゆくえを聞くためだ。


    



    



    　護ご稜りよう高校はやはり平和だった。成なる川かわが絡んできたり、そこにやってきた来くる栖すが僕を庇かばったり、それを見ていた来栖のファンが僕に殺気を飛ばしてきたり。平和だ……たぶん。


    　放課後、来栖とともに学校を出た。堤つつみ先輩は今日、学校を休んでいた。


    　ふんわりした髪を揺らしながら僕の横を歩く来栖。僕はさりげなさを装ってたずねてみる。


    「なあ。来栖は前の中央幹事長だった吉き良らって人のこと、どれくらい知ってるんだ？」


    　たった今まで上じよう機き嫌げんで（マンガならきらきらと光でも散っていそうな）笑顔だった来栖の表情が、硬直。僕の「さりげなさ」は、ちっともさりげなくなかったということか。


    「どうしてそんなこと聞くの」


    　アイスクリームみたいに冷たい声。冷たいけれど、来栖が言うからちょっと甘い。


    「えっと、ただの興味で……」


    　じーっとにらまれた。


    「ただの興味？　ほんとうに？　さっき──堤先輩が学校休んだって聞いたときも様子が変だったよね。晶しようくんにそんなふうな野や次じ馬うま根性ないもの」


    　鋭い。よく観察している。でも観察対象は僕じゃない別の誰かにしてくれないか。来栖に観察されたいと思っている女の子は学校にごまんといるのに。


    『さて、晶はどうやってかわすのかな？』


    　さっきまでレンズのなかにいたカレンが、急に元気になって出てきた。レンズに帰れ。


    「いや……その、先輩、ひょっとしたらまだその人のことが好きなんじゃないかって……」


    「えっ、そうなの？　──でも、どうして晶くんがそんなことを気にするの」


    「堤先輩、自分のことあんまり話さないだろ。だから、心配なんだよ」


    「…………」


    　来栖は、疑うようにこちらを見ていた。けれど、


    「……よくは知らないよ。僕らが護稜高校に入ったのと入れ替わりで卒業したわけだし──あ、違う。卒業しなかったんだ」


    「うん、らしいな。吉良先輩の下の名前は知ってるか？」


    「んーっと……」


    　来栖は可愛かわいらしい眉根を寄せて考えこむ。


    「吉良、トモイ……だったかな。ふたつの月の朋ともに、衣ころもだったと思う」


    　朋とも衣い、か。まったく「名は体を表わす」と言うけれど、ツクヨミの場合、能力そのままじゃないか。


    『トモイだって。変な名前ー』


    　カレンが無む邪じや気きに言うけれど、「恋れん」だってなかなかいないと思うが。


    「でも、そっかー、堤つつみ先輩がまだ好きなら、二年越しの想いだね。いいな、そういうの……ひとりの相手のことを想いつづけてるのって、ね」


    　来くる栖すが明るい笑顔を見せた。


    　僕らはしかし──うん、とは言えなかった。「片想い」というのは、必ずしも成じよう就じゆし、幸せになれるわけではないから「片想い」なのだ。


    　誰かが、どこかの時点で、一方通行に流れつづける堤先輩の思いを止めてやらなくちゃいけない。自分勝手な考えだとは思う。けれど、八年前に死んだ幼なじみを、ずっと忘れることができなかった僕にとっては、どうしても他ひ人と事ごとには思えないのだ。


    　ツクヨミの場合はまだ生きているけれど、だからこそ、堤先輩が今のツクヨミを知ったら悲しむのではないか──。


    　僕らは、それからすこしして来栖の家に着いた。来栖の妹、瑠る衣いちゃんとは三み柳やなぎ橋ばしの崩ほう落らく事故以来だった。とり壊しの決まった橋の下で、シ念を目撃した驚きのあまり失神していた瑠衣ちゃん。僕はそこでシ念を撮影したのだけれど、それが原因で橋が崩れてしまった。そこをツクヨミに助けられた、なんていう要いらないおまけつきの事故。


    　瑠衣ちゃんは異国の少女を思わせる大きな瞳、長い髪を左右、耳の上でまとめている。ふだんは好奇心の塊かたまりで元気いっぱいの彼女も、事故以来はおとなしくしているという。今日もおとなしかった。だけれど勉強ははかどらなかった。


    　うつむきっぱなしでなかなか顔を見てくれず、それは少々悲しい。僕が原因で怖い目に遭あわせてしまった面もあるので、なんとも言えないところ。その割りに、来栖がお茶を持って部屋に来てくれたのをさっさと追いかえしたりする。


    『晶しよう。しょーうー。聞いてる？　夕ゆう顔がおに連絡したら？』


    「ああ。メールするよ」


    　家庭教師が終わって、来栖の家を出たころには夜の七時を回っていた。


    　外気は湿っていた。僕が来栖家にいる間、一雨降ったらしくアスファルトは濡れている。


    　夕顔にメールを送り、携帯電話をポケットにしまった。


    　そんな僕らを背後から、鋭いヘッドライトが照らしだした。


    



    　　　　　　　３


    



    　走りだした車内に沈黙が降りたった。


    　僕は助手席にいた。背中に感じるシートは、まるで一度座った人間を絶対に手放さないかのようにフィット。カレンは後部座席にいた。


    「用件は？」


    　運転席にいる相手に僕は言った。


    　なにがあってもとり乱しそうもない冷徹な瞳。いつもどおりのパンツスーツ。その女性は、警察庁長官官房特別審議官の肩書きを持つ、吉き良ら伶れい。


    　彼女は「壬じん戌じゆつ」という組織に属している。半ば公的な機関と言えるかもしれない。各省庁から横断的に人材を集めたもので、官かん僚りようたちがその機関の中ちゆう枢すうにいる。目的は、シ念能力者の管理だと聞いた。シ念掃そう滅めつ機構とは目的も存在意義もまるで違う。


    「まったく、いやになるわ。私だってそれなりに仕事は多いのよ。なのに、運転してくれる人間もつけてくれない」


    　乗れ、と言うから乗ったのに、いきなり話をはぐらかされる。


    「……萬ばんの様子はどうですか」


    　萬菊きく馬まは、先日、ドールを倒すのに協力してくれた男。そぎ落としたようなほおと、つんつんの髪の毛。晴れている日もレインウエアを羽織り、ミネラルウォーターのペットボトルを手放せない男だ。ナイフ型のシ念を操あやつる。


    　萬は、ハロルドの電撃を、二発もろに食らった。昨日星せい稜りよう神社で、シ念能力者四人をたった一撃で倒したあれを──二発。


    「今日の昼ごろ、目を覚ましたらしいわ」


    「……彼に、会っていないんですか」


    「部下の報告では──」


    「見舞いに行っていないんですか」


    　僕の問いには答えず、吉良は正面だけを見て運転していた。その表情にはなんの感情も読みとれない。


    「吉良さん。萬は、あなたの部下です。そしてあなたのことを第一に考えていました。あなたの名前が出ると過か剰じように反応したし。それなのに、あなたは会いにも行かないんですか」


    　僕は萬のことが好きじゃない。有あり体ていに言えば嫌いだ。向こうも僕を嫌っている。でも、お互い認めざるを得ないところがある。それは、絶対に曲げたくない信念があるというところ。萬にとってはそれが、吉良のはずだ。


    「──部下の報告によれば」


    　吉良はしかし、僕の言葉を無視した。


    「萬の身体は順調に回復している。萬自身、もう話すこともできる。萬が言うには──雨あま野の晶しよう、あなたがやつらを追い返した」


    「萬は……気を失っていたから知らないんですよ。あいつらは、勝手に帰っていっただけ」


    「そのときなにか言わなかった？　ＷＣＯはシ念能力者を襲っているそうじゃない。あなたや萬が無事で──この場合の『無事』は、能力が奪われていないという意味よ。無事で済んだのはなぜかしら」


    　能力を奪われることまで知っているのか。


    　そして僕は吉き良らの話を聞きながら、妙な違和感を再度覚えていた。この違和感は、夕ゆう顔がおの話を聞いて昨日抱いたものと同じだ。僕らは大事なところを見落としているはずだ。能力を奪われる、無事──。


    「どうかした？」


    「いえ。壬じん戌じゆつもシ念掃そう滅めつ機構に襲われたんですか？　だから、あなたも能力を奪われたということを知っている」


    「……ふうん」


    　吉良は、おかしそうに口の端をゆがめた。


    「つまるところ、和泉いずみ清せい玄げんのもとに集まった能力者たちも、ＷＣＯに襲撃された被害者、というわけか。雨あま野のくん、あなたの情報ソースは和泉夕顔だけだものね」


    　そのとおりだったが、僕は黙った。横目でちらりとこちらをうかがう吉良。彼女はやはり、油断がならない。言葉の端々に罠わながしかけられている。僕はまんまとそれに引っかかってしまった。


    「沈黙、か。雨野くん、『沈黙は金』とはよく言ったものだけれど、今の場合、あなたの沈黙は私の推量を肯こう定ていしているに過ぎないわ」


    「僕になにか用があったんじゃないですか？　だからこそ、待ちぶせまでして車に乗せたんでしょう」


    「おしゃべりの時間はこれでおしまい？　私はもうすこし今の時間を楽しんでいたいのに」


    「部下の見舞いにも行かないような人と、話を楽しむ気にはなれません」


    　萬ばんのことをもう一度ぶつけてやると、吉良は、なにが楽しいのか薄く笑ったままだった。ハンドルを細い指が叩く。


    「そろそろ降りるわ」


    



    



    　僕は、吉良に促されて車を降りた。


    　道は広いのにひっそりとしていた。街灯があるので明るいものの、歩道には人影もない。両側は斜面、植えこみとなっている。マンションの並ぶ敷地内らしい。


    「ついてきて」


    　僕らは歩道を歩いた。カレンも珍しく黙って後ろからついてくる。


    「あなたに関係している話をしようと思ってね」


    「僕に……？」


    　吉良は、斜面にとりつけられた階段を上りはじめた。


    「神かん発だつ緑園都市」


    　出しぬけに言われて、僕はその場に硬直した。吉き良らは満足そうに目を細める。


    「あなた、正直すぎるわ。そういうところは実に惜しいと思う。たまらなくチャーミングでもあるけどね」


    「なにが言いたいんですか」


    　言い返したつもりが、声が震えた。


    　なぜ「神かん発だつ緑園都市」のことを吉良が知っている？　完全に会話のペースを握られていた。


    　階段を上ったところは芝生の広場。弧こを描くような形のマンションが、何重かになって佇ちよ立りつしている。街灯を避けるように、吉良は木立に覆おおわれた小道に入っていく。


    「夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうが現在いる場所、神発緑園都市。彼がどこで暮らしているのかも私は正確に把は握あくしている」


    　なんだって、と言いかけたのをぐっとこらえる。


    『なんで知ってるの!?』


    　罠わなだ。吉良はカレンのことをもうすっかりつかんでいる。萬ばんが言ったのだろうか？　いや、それはこの際どうでもいい。吉良はなにを僕に言いたい？　それが重要だ。


    　冷静になれ。冷静に、吉良の言葉から手がかりをつかまなければならない。──けれど、冷静になれないカレンがいた。


    『この女──なにを知ってるの！』


    （黙っていてくれ）


    『早く聞きだしてよ！』


    （お願いだから、落ち着いてくれ）


    『大丈夫よ、こいつ、私のこと視みえてないもん』


    　僕は視線だけをカレンに向けていたのだけれど、


    「今、そこに夜木坂恋れんのシ念がいるのね」


    　吉良が、狙ねらいすましたように言った。


    「……そうです」


    『ちょっと、晶しよう！』


    　もうカレンの存在はバレているのだ。隠すことに意味はない。


    「夜木坂さんの居場所を教えてくれるとでも言うんですか？　あなたはそんなに気前がよくないでしょう」


    「教えてあげないこともないわよ？　夜木坂恋のシ念が望みを叶かなえることで、私の仕事に影響があるとは思わないもの」


    『こっちだって影響したくなんてないわよ！』


    （カレン、待て、落ち着け）


    　さっきから敵意剝むきだしのカレンに、僕は思考を伝える。


    「ただし交換条件があるわ」


    『ほらきた。そんなことだろうと思った。どうせろくでもない頼みよ』


    「……なんですか」


    「警戒する必要はないわ。これから、ある人に会ってほしい。そしてその人物を説得してほしいだけ」


    　小道が終わろうとしていた。吉き良らは立ち止まった。


    「説得？　どんな？　それに誰を？」


    「説得の内容は」


    　吉良は言いにくそうに、目を伏せた。吉良のこういう仕草を見たのは初めてだった。


    「シ念掃そう滅めつ機構なんて、早く脱退しなさい、と」


    「……まさか、『ある人』って」


    「ツクヨミ」


    　吉良は、正面の建物を見上げた。三十階はあるだろうか。タワー型のマンションだ。


    「ツクヨミ──吉良朋とも衣いは、あなたの、なんなんですか」


    　僕は問うた。吉良の目にマンションの明かりが映りこんでちらちらする。


    　弟よ、と小さな声で彼女はつぶやく。
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    　長いエレベーターだった。１から始まった数字が、淡々と上昇していく。


    『また厄やつ介かいな話を……』


    　カレンが横でぶつぶつ言っている。カレンは気に食わないのだ。僕が、吉良の提案を受けたことが。


    　僕だって吉良を信用しているわけではない。けれど、信じられる部分もある。彼女の弟──ツクヨミは、吉良にとって誇れる存在ではない。吉良の所属している壬じん戌じゆつは、ツクヨミの所属するシ念掃滅機構から、襲われているくらいだし。そのツクヨミを話題にしたあたり、吉良は本気で僕と取り引きしようとしている。


    　説得が成功した場合──夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうの居場所を教える、というのは信じてもいい。


    「──って」


    『なるほどねー』


    　カレンは僕の額ひたいに手を当て、勝手に僕の考えを読んでいた。振りはらおうとすると、カレンのほうが先に逃げてしまう。ひどい話だ。プライバシー侵害も甚はなはだしい。


    『でもさー、なんで晶しようなのかな？　自分で行けばいいのにね』


    「自分で行って、ダメだったんだろう。なんで僕なのかは──それは、僕とツクヨミが何度か接触しているのを、知ってるんじゃないか。高校の後輩でもある」


    　まさか堤つつみ先輩のことも吉き良らは知っているのか？　さすがに考え過ぎか。


    『ツクヨミに会うなんて、危険じゃない？』


    「大丈夫だよ」


    『どうして？　あいつ、いろんな人襲ったんでしょ』


    「吉良は、きっと今の時期を考えて僕に頼んだんだよ」


    『むう。止やめてよ、そういうもったいぶった言い方。カレンさんはそういうの嫌いだなー』


    「なんだよ、その『カレンさん』って……」


    　ポーン、と柔やわらかな音が響いた。エレベーターの扉が開き、僕らは足を踏みだした。


    　目的の二十二階に着いたのだ。


    　毛足の長いベージュの絨じゆう毯たんが敷かれた廊下。間接照明の温かな光。うっすらとクラシック音楽が流れている辺りはまるでホテルだ。


    　二二〇七号室──それが、吉良に教えられた部屋。


    　ドアの前に立つ。焦こげ茶ちやのドアにとりつけられたドアノブは、獅し子しの意い匠しようが施ほどこされていて、やたらと重厚感が漂う。


    　表札に名前が書かれている。けれどそれは、聞いたこともない──女の名前だった。


    『全然関係ない人の家だったりして』


    「案外そうかもしれない」


    　チャイムを鳴らした。出てくるか？　来ないのか？　僕は自分の体温があがってくるのを感じていた。緊張。手に汗をかいていた。しかし、三十秒ほど待っても返事はない。もう一度鳴らしてみても同じ結果。


    　──返事がなければ入っていいわ。


    　そう言って、吉良は僕にカードキーをよこした。


    　吉良はどこで手に入れたのか。大体、この家の持ち主は一体誰なんだ。疑問は尽きない。けれどそれらの疑問に対する回答は、僕にとってはさして必要ではない。


    　重要なのは、


    「開けてみようか」


    　僕の右にいる、カレン、君のことだけだ。


    『うん──ん？　私がなんとか、って今考えた？』


    「気のせい」


    　ドアの脇につけられたカードリーダーにカードを通す。ピ、という音。ドアノブの獅子が、口を半開きにした。カギが開いたのだろう。


    「お邪じや魔まします」


    　間まの抜けた言葉だけれど、ドアを開けながら言ってみた。もちろん返事はない。


    　開いて、まず気づいたのは、におい──酒のにおい。僕の母が大酒飲み（になってしまった）なので、わかる。度の強い、ウイスキーのにおいだ。


    『うー』


    　犬のようにうなると、カレンは後ずさった。僕から離れようというわけだ。そうすればにおいを感じずに済むのだから、まったくずるい話。


    　僕は足を踏みいれる。広めに造られた玄関は闇に沈んでおり、廊下の明かりが照らしだしたそこに、女物のヒールが一足、黒のブーツが一足。その横に、ツクヨミが履はいていたと見覚えのあるトレッキングブーツがあった。片方が倒れており、ほどかれたままの靴くつ紐ひもがだらりと僕の足下まで伸びていた。


    　ここに、ツクヨミがいる。


    　心のどこかで僕は、ツクヨミとの遭遇を現実感のないものと考えていた。あいつと会うときはいつだって、あいつが一方的にやってきたのだから。


    　心臓の動どう悸きが、わずかに早まった。


    『晶しよう』


    　肩に手を置かれた。


    『怖くなったら、帰ってもいいから』


    　その手を、そっと外しながら僕はふり返る。


    「ああ。早いところ帰ろう……さっさと終わらせて、さ」


    　カレンにそんなふうに言われると、僕は不思議とがんばりたくなってしまうのだ。


    「誰かいませんか」


    　靴を脱ぎ、なかへと入る。廊下の奥も闇。返事なし。ドアが閉まると周囲は一気に暗くなった。壁をまさぐり、明かりを点ける。


    　廊下はそう長くない。正面に、透かし細工の入ったガラスの仕切り。リビングにつながっているようだ。そこに至るまでに、左側に洗面所と浴室へと続くドアがある。


    　浴室へのドアは半開きだった。ピンク色のブラジャーが落ちている。


    『うわあ……やっぱ女の人もここに住んでるね。家族のわけないし』


    　堤つつみ先輩のことを思うと、認めたくなかった。けれど、これでは……。


    　奥へと進む。静かだ。ガラスの向こうも暗がりに沈んでいたけれど、廊下の明かりがあるので室内の広さくらいはわかった。室内灯のスイッチは、赤のＬＥＤが点灯していたのですぐに位置がわかった。


    　白い蛍光灯の光。左手にダイニングテーブル。ウイスキーの空きビンが三本。


    　右手に目を向けた。そちらはリビングで、リビングの向こうにはもう一ひと間まあるようだけれど、戸で閉じられていた。


    　リビングの中央──円形を、四分割されたソファ。小さなテーブルがひっくり返り、そこにはまたウイスキーの空きビンが散乱していた。ショットグラスも転がっている。


    　手前のソファにかけられた、サマーコート。


    『晶しよう、そこに……』


    　ソファに、横倒しになっている人影。ほおにわずかな赤みが差している以外は真っ青だ。


    　短い銀髪。灰色の瞳は閉じられている。タートルネックのセーター、くしゃくしゃになってはいるがコットンのパンツ──。


    「起きろ」


    　ツクヨミの前に立ち、僕は言った。反応なし。胸がむかつくほどの酒のにおい。


    「……起きろ！」


    　反応なし。


    　先ほどまで感じていた緊張が消えていた。酔よっぱらってつぶれている……こんなに情けないツクヨミの姿を見ることになるとは。


    『もしかして、ねえ、死んじゃったりしてないよね』


    「…………」


    　僕は腰を折って、ツクヨミの呼気を確かめる。すぅ、すぅ、と鼻で呼吸している。


    「大丈夫、ちゃんと息は──」


    『きゃぁっ！』


    　ばちり、とツクヨミの目が開かれた。僕が逃のがれる間まもなく、ツクヨミの手が僕の制服の襟えりをつかむ。すさまじい力。引きよせられる。目と鼻の先どころじゃない。鼻と鼻がくっつきそうな距離。やばい。酒さけ臭くさい。充血したふたつの目。僕をにらむ。


    「これは……」


    　ツクヨミが言った。


    「……予想外の客では、ありませんか……さあ、その顔を、よく見せて……ください……」


    　とぎれとぎれの言葉だった。酔っているだけではない。ツクヨミ自身が弱っているように僕には感じられ──そのくせ、この表情。鬼気迫るとでも言えばいいのか。


    「これだけ近くで、顔が見えないのか。メガネ、貸してやろうか」


    　僕は全力でツクヨミの拘こう束そくから逃れようとしていた。けれど、ツクヨミの力は明らかに強く、びくともしない。


    「なにをしに……来ましたか。……まさか、寝首をかこうなんていう……つまらない、思惑ではないでしょう……失望しますよ？」


    「寝首をかかれるような、ことでもしたのか」


    「くくく……敵のひとつも持たないと、この世に……張りあいなど、ないでしょう」


    『晶、晶、平気!?』


    　ああ、なんとか平気らしい、と、心で伝える。ただツクヨミには僕を手放す気がないというだけだ。


    「まさか、私に会いに来た……のですか？　……だとしたら……これは、とんでもない幸運ですね……」


    「幸運だと？」


    「たまらない、暇ひまつぶしの道具ですよ……。あなたの、苦しむ顔を見たら……すこしは憂うさも、晴れるでしょうに」


    　ツクヨミの目が、とろんと、夢でも見るようなものに変わる。


    「──残念だが、ここに来たのは、お前に機構を脱ぬけてもらうためだ」


    　消えかかっていたツクヨミの瞳に、光が戻った。


    　拘こう束そくの力が緩ゆるんだ。僕は、ツクヨミの身体を突き飛ばし素早く背後に下がる。心臓がばくばくいっている。背中と脇にじとりと汗。


    「……伶れい、ですか」


    　つまらなそうに言うと、ツクヨミは力を抜いてソファにぐったりとした。ただでさえ細い目は、ほとんど開いていない。


    『平気？　晶しよう、平気？』


    　僕は呼吸を整えながら、カレンにうなずいた。


    「道理で……雨あま野の晶……あなたがこの部屋を探しだし、入って……こられたわけですか……あの女ならそれくらいなんとか、するのでしょう……」


    　ぼんやりと寝言のようなつぶやき。


    「ここは誰のマンションなんだ」


    　僕の問いに視線だけこちらに向ける。


    「表札があったでしょう……」


    「女性の名前だった」


    「じゃあ、女性なのでしょう……」


    　心底面倒そうに言うと、ツクヨミは目を閉じる。


    「……お前は新月が近づくと、いつもこうなのか？　憂ゆう鬱うつな気分を晴らすために酒に溺おぼれる」


    　ツクヨミは、満月の日にシ念能力を発揮できる。その力は物理的な攻撃をすべてシャットアウトするもので、「月光の帳フルムーンカーテン」なんていうふざけた名前をツクヨミ本人がつけていた。


    　けれども、満月の日以外は、発動しない。夕ゆう顔がおの父、清せい玄げんはこう言っていた。満月の日以外は、ツクヨミは精神に変調を来きたすと。満月が最高潮なら、その反動──新月の日は、一番不調であるというわけだ。


    　新月は、明後日だ。吉き良らは、ツクヨミが今は絶不調なのを知っていて僕をよこしたのだ。


    「雨野晶……あなたには、わからないでしょう……この新月をやり過ごすときの、私のみじめな気持ちが……」


    　ほとんど寝入りそうな口調だった。


    「みじめ、だって？」


    　その言葉が、僕の心をざわざわとかきたてる。


    「……満月の日には、私はなんでもできる。あらゆることが可能であるように思える……。全能の力を、手に入れ……それが今の私……ときたら……誰からも顧かえりみられない、哀あわれな──」


    「ふっざけんなよ！」


    　この瞬間、僕のなかで感情が弾はじけ飛んだ。


    　ツクヨミの目が開かれる。それもそうだ、僕が胸ぐらをつかんだのだから。


    「お前の周りに、今、誰がいるかなんて、僕は知らない……でもな、堤つつみ先輩は、今でも……今でもお前のことを」


    　想っている。という言葉が出てこなかった。僕が伝えてはいけないことだし、ツクヨミに教えること自体が癪しやくだった。


    　僕はこの瞬間、堤先輩のことしか考えていなかったのだ。ふだんは優しく、男女問わずみんなから好かれている堤先輩。先輩はしかし、ツクヨミ──吉き良ら朋とも衣いのことについてだけは、わがままになると言った。あの先輩にそこまで言わせたのが、この男なのだ。今、僕の目の前で、自みずからを「みじめだ」などと言っているこの男が。


    『晶しよう、ダメ、落ち着いて』


    　いつもは僕が使う台詞せりふを、カレンに言われた。そのとおりだ──くそ、冷静になれ、僕。ここに来た目的はこんなことじゃなかったろう。


    「堤くん……」


    　驚いたような声が、ツクヨミの口から漏もれた。


    「……知ってるだろ」


    「まさか……もう、彼女は……二年も前のこと……」


    　僕はツクヨミを突き飛ばす。ソファから落ちて、床にどうと倒れた。


    「他人の心を踏みにじるようなやつは、僕は嫌いだ……大嫌いだ」


    　心に落ち着きを戻そうと、僕は息を整えた。その助けとなったのは──やはり、カレンだった。カレンは、僕の右手を包みこむように、そっと、握ってくれた。


    （すまない）


    　謝ると、彼女は首を横に振った。


    「ツクヨミ。二年前の卒業式、その直前になにがあったんだ」


    「…………」


    「なにかが起きたんだろう。でないと、いきなり学校を自主退学したりはしない」


    　僕は重ねて聞いた。けれどもツクヨミは床に倒れたまま、手の甲を眉み間けんに当てたまま、


    「一週間」


    　僕の問いとは違うことを答えた。


    「一週間あれば……新月を過ぎ、私は、ある程度、まともになります……あなたの相手を、するには……今の私には少々、荷が重い」


    「一週間後に、堤つつみ先輩に会ってくれるんだな」


    「…………」


    「この部屋で会うのなんかは絶対にダメだぞ」


    「…………」


    　ツクヨミはそれから、ぽつりとひとつの公園の名を口にした。大きな時計台のある、護ご稜りよう高校からそう遠くはないところ。


    「……時間は、今と、同じ時間に」


    　部屋に掛けられた時計は、夜の八時を回っていた。


    「わかった」


    「……私を、ＷＣＯから脱ぬけるよう説得……しに来たのでは、なかったのですか……」


    「そうだよ」


    「そうする、ことで、雨あま野の晶しよう……あなたになんの得が」


    「お前には関係ないし、もうその話ができる流れじゃないだろう」


    「……あなたに、とって……かなり重要な見返りだったのでしょう……でないと、あなたは、動かない。なぜ……その約束を、反ほ故ごにするようなことを」


    　僕は、カレンの手を握り返した。


    「大切な友だちが苦しんでいるのを、見過ごすような人間にはなりたくないんだよ」


    　それは、カレンが言った言葉。そのとおりだと思った。


    



    



    　僕らは部屋を出た。エレベーターに入ると、不意にその場に座りこみたくなった。どっと疲れた。緊張していたのだ、僕は。


    　そしてこれは予測済みのことだけれど──エレベーターが下りていく間、カレンから延々と説教をされた。


    『どうして最初の目的を忘れて突っ走っちゃうのよ！』


    『あのままツクヨミが暴れたらどうなったかわからないわよ。思慮が足りなさすぎ』


    『やっぱり晶、あなた、あの先輩が気になるんでしょ？　ねえ、そうでしょ？』


    『次に私のこと忘れて自分勝手なこと始めたらひっぱたくからね！』


    　等々……。


    　カレンの怒りが一段落したのは、ちょうどマンションのエントランスから出たころだった。


    「ありがとう」


    　そのタイミングを見計らって、僕は言った。


    『なにがよ』


    「不満に思っていても、君が、最後まで僕に任せてくれたことを……ありがとう」


    『……だって、あなたが、あんなに真剣だったから……あー、もういい！　早く行こ！』


    「あ、ああ。カレン、その」


    『なーに、まだあるの？』


    　外の、湿気を帯びた風がカレンの髪をなびかせた。


    「……そろそろ、手をつながなくても、いいかなと」


    『────』


    　カレンは僕の右手を持ちあげる。数秒ののち、みるみるほおが紅潮し、


    『バカー！』


    　殴られた。グーで。なぜ。


    　それから、痛みを共有しているためふたりして苦しんでいるところへ、怪け訝げんな表情の吉き良らが近づいてきた。
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    　ツクヨミとのやりとりについて、僕はあらかた正直に吉良に話した。ただし、来週また会うという約束は伝えていない。


    　しかし吉良はとくに落胆するでもなく、


    「そう」


    　と短く言っただけ。最初から僕に期待などしていなかったのか。


    「吉良さん、僕からも聞いていいですか」


    　車のなかで僕は言った。


    「二年前、卒業式の直前……ツクヨミになにがあったんですか」


    「…………」


    　吉良は僕のほうを見るでもなく、ただ前を見つめていた。


    「さあ、よくはわからないわ。ある事件が起きた。けれど、それを今君に話してもしかたのないことでしょう？」


    　ある、事件。僕はそこに引っかかった。けれどそれ以上は吉良は教えてくれなかった。


    　家のそばまで送ってもらったところで、僕は車を降りた。


    「あともうひとつだけ、教えてください」


    　十センチほど開いていた助手席の窓。身をかがめ、運転席の吉良を見つめる。


    「萬ばんは、どこに入院したんですか」


    「そんなこと、聞きたいの？」


    「僕はともかく、夕ゆう顔がおは萬ばんの知りあいですから……知りたいんじゃないかと」


    　意外と簡単に吉き良らは教えてくれた。それは警察病院だが、医師である僕の父とはなんの関係もなさそうだ。


    　話が終わるや、車が発進した。


    『なーんか始終、感じ悪いのよねー、あの人』


    「実は弟思いの姉だったりするかもよ」


    『そうかしら……。あれ？　晶しよう』


    「え？」


    　カレンが指さした方向。僕の家の前の通りだ。


    　人影があった。


    　ここは一軒家の多い住宅街。家々に明かりは点ともっているものの、出歩く人影はただひとつしかなかった。


    「……誰だ」


    　異様な感じがした。小柄なその人物は、明らかになにかを待っているかのように、立ちつくしていたのだ。道の中央で。腕を組んで。


    　見覚えがある。


    「お前、神社の裏の坂道にいた──」


    「扇せん渓けい信仰の角かく田た、再戦仕つかまつる」


    「待て、止やめろっ！」


    　僕が言う前に、角田は走りだしていた。頭と左手に巻いている包帯は、ハロルドたちとの戦闘でついた傷か。


    　十メートルほどあった距離は、瞬またたく間まに縮められた。


    「おおおおお！」


    　両手で拳こぶしを作り、直線的にこちらへ突きだす。アメリカンフットボールのタックルを、さらに凶暴にしたような攻撃。受けるのは得策ではないと即座の判断。


    『きゃっ！』


    　バッグを左脇に抱え、カレンを突き飛ばし、僕も転がった。


    「いきなり……なんだよ！」


    　太い猪い首くびをこちらにねじ曲げ、角田は僕をねめつける。


    「こしゃくな」


    「くそ……夕顔！」


    　僕の家はすぐそこだ。ここなら声も届くはず──二階、母の部屋に明かりが点いている。夕顔は家にいる。


    「行かせん」


    　角かく田たは、家に向かおうとする僕の前に立ちはだかる。


    『晶しよう！　あいつの両腕に、シ念がまとわりついてる！』


    「わかった、君はレンズに──」


    　角田が両腕を広げて突っこんでくる。


    　しゃがみながらかわそうとして、その腕に、僕の左肩がかすめた。


    「────」


    　悪お寒かん。


    　けだるく、身体の力を奪うような──インフルエンザウイルスに、一瞬でかかってしまったかのような。


    『いやああぁぁっ』


    　カレンが叫ぶ姿に僕はぎょっとした。左肩から、緑色の湯気が噴出している。


    「これが──お前の能力かよ！」


    　僕はカレンを抱えおこす。


    　右腕をぐるぐると回しながら、角田はこちらを向いた。


    「『病魔の両腕アームド・イン・シツク』などと呼ばれもするが……病びよう巣そうは、俺が相手にしているやつらのほうだと心得る。ふむ、その女はシ念か？」
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    「バカな……誤解して、無実の人間を苦しめるお前のほうが、よほど病やんでる。カレンを傷つけたな……！」


    　僕は家の二階を見上げる。しかし──夕ゆう顔がおの出てくる気配はまったくない。


    　それだけではない。これだけ騒いでも、周囲の家の誰も、外をのぞこうともしないのだ。


    「まさか、結界……」


    　僕はぴんときた。


    「貴様が現れた瞬間に、築くよう手配をしておいた。卑ひ劣れつな貴様を倒すには必要なこと」


    「ふざけるな……お前たちはどこまで勘違いすれば」


    「昨日襲っておいて今さらそんな言葉が通じるとでも思ったか」


    「だから、あれは違う！　僕じゃない！」


    「貴様ひとりが無事だったではないか。なにがどう違うと言いのがれる！」


    　くそ、なにを言っても通じない。僕はどうしたら──どうやってここを切り抜けたらいい。


    　カレンの能力を使おうにも、相手の肉体はそのまま残るのだ。これまで僕は、対ツクヨミでは夕顔、対ドールでは萬ばん──といった形で、戦える人間に頼ってきたのだ。一対一だと僕は無力だ。能力を使えば、僕は気を失ってしまうのだから。


    『……晶しよう』


    　カレンが言う。気がつくと、緑色の噴出は収まっており、肩口に緑の傷がついていた。カレンに傷を負わせてしまった。


    　角かく田たがじりじりと近づいてくる。


    　くそ、くそ、くそ！　どうしたらいい！


    　走って逃げるか？　逃げきれそうもない。声をあげても夕顔には届かない。携帯電話で呼びだすような余裕も与えてはくれないだろう。


    （カレン……レンズに戻って）


    　僕は、ひとつのアイディアを思いついた。


    『……撮るの？』


    （ああ）


    　カレンがレンズに入り、バッグがわずかに重量を増した。


    「なにか企たくらんでいるな、貴様。シ念が消えた」


    　僕の様子に異常を察知したのか、角田が足を止める。


    　角田の能力を消せれば……そして、レンズさえ保護できれば、カレンは痛みを感じることも、シ念が傷つくこともないはずだ。


    　話をして通じる相手ではない。


    　背筋に冷たい汗──僕がやろうとしているのは、後ろ向きな行為だ。


    （能力を使ったあと、君は出てくるな。絶対にだ）


    『え？　でも』


    （約束してくれ。僕は、僕にしかできないことをする）


    『……わかった』


    　カレンはちょっと迷ったようだったけれど、納得した。


    「ふむ、時間稼かせぎか？　ならばこちらから勝負を決する──覚悟せよ」


    　角かく田たがこちらに走りだす。両手を振りまわす不格好な走り。


    　遅い。僕は右へとかわす。


    「逃げても無駄！」


    　方向を転回して角田がこちらへ走る。


    「無駄じゃない──三秒もあれば十分」


    　バッグからカメラをとりだした。きょとんとした角田は、カレンの能力を知らないのだ。


    　ファインダーをのぞきこむのと同時に、ピントリングに中指を当てる。


    　レンズ越しに、角田の両腕にうごめく緑色の霧きりが視みえた。それは、得体の知れない生物の触しよく手しゆのようにも見え──。


    　シ念さえ、消せれば。


    　僕は気を失い……気を失った僕を見て、角田はどう思うか？


    　新たにシ念能力を発動する？　いや、僕が気を失っているのなら、再発動する必要はないと思うだろう。シ念の利用には反動が発生するのだ。


    　そして、もっとてっとり早い手段に出るだろう。


    　僕をさらったりしても意味はない。であれば、彼の気が済むようにするはず……。


    　僕がどれほど殴られ、いたぶられたとしても、カレンには被害は及ばない。カレンが、レンズに留とどまっている限り、痛みを感じることもない。


    　そんな──どうしようもない後ろ向きの手段を、僕は選択した。ほかに、この状況を打開する方法を思いつかなかったからだ。


    



    



    　七枚の巨大な刃。


    　男を、とり囲むように整列。


    　等とう間かん隔かく、同じ円周上を、ゆらりと。


    　刃は。


    　男の腕にまとわりつく、緑の霧へと向け。


    　ほとばしる──閃せん光こう。


    



    



    　撮った。撮ったはず。撮ったと信じる──確認できるのは、目が覚めてからだ。


    　最後の力を振り絞り、僕はカメラを抱えた。


    　あとはカレンが約束を守って、レンズのなかにいてくれれば──と、そればかりを思い、僕は気を失った。


    



    　　　　　　　６


    



    　──嫌きれぇだな。そういうしょぼくれた考え方はよ。


    　そんな声が、聞こえた。


    　暗い。いや、暗いのではなく、完全なる闇。見えない。感覚も一切ないのに、声だけは聞こえてくる。下に下に、ずうっと沈みこんでいくような意識。


    　誰の声だ。聞いたことがある。そうか、これは……。


    （どういうことですか……清せい玄げんさん）


    　和泉いずみ清玄、夕ゆう顔がおの父。


    （なぜあなたがここに……）


    　──角かく田たが早まった行動をしそうだったからな……それとなく気をつけてはいたんだ。


    （ということは、あなたはあの男を追いはらってくれたんですか？）


    　聞くと、まあそういうこった、と清玄の声。よかった──と僕は身体中の力が抜けた。


    　安心すると、今自分がどうなっているのかが気になる。僕はカレンの能力で気を失ったはずだ。そして──どうなった？


    　──能力の反動が意識の喪そう失しつ、か。これは、まあたしかに、厄やつ介かいだ……。だが雨あま野のくん、君はよ、気を失うことのデメリットばかりに目が行ってんだ。


    （急に……なんですか）


    　──角田の能力を消すことには成功した。だがあいつが何度も能力を発動できるやつだったら、どうするんだ。


    　清玄はこの一部始終を見ていたのだろうか。あるいは途中から？　そして──清玄の言ったことは僕だって考えたことだ。


    （そうは……ならないと思っていました。ドールやハロルドは、シ念を放出するタイプ。あれなら何発も撃てるだろうとは思う。でも、ツクヨミのように、身体にまとわりつくタイプなら、再度の発動に時間がかかる……。それにシ念の発動には、必ず反動がある。……角田の望みはカレンじゃなくて、僕だった。僕を、痛めつけることができれば、満足して帰る……シ念は、一度消せばよかった）


    　──ほう……。単に、ヤケになっただけじゃあ、ねえってことか。


    　清玄の、満足そうな声。


    　──特別に、君の犯したミスを三つ、教えてやる。


    （えっ──）


    　いきなりなんだ？　僕のミス？


    　──ひとつ。ドール、ハロルドに対する洞どう察さつに比べて、ツクヨミ、角かく田たへの洞察があまりにも浅あせぇ。いいか。リスクを過小評価してんだ。たったひとりのツクヨミっちゅう例だけで、「憑依ドレスト」タイプのシ念は、再発動に時間がかかるなんて考えるな。ま、今回はたまたま正解だったわけだがな。世の中には化け物みたいな例外だってあんだよ。


    （…………）


    　その指摘は、図星だった。身に迫った危険を、僕は最後の最後で角田という敵の良心に賭けてしまったのだ。僕が殺されないという保証なんてどこにもないのに。


    　──ふたつ。君の能力は、角田じゃなくて、違うもんにカメラを向けるべきだった。わかるか？　見落としてたもんがある。もうひとつのシ念が、この場にはあった。


    　もうひとつのシ念──言われて、気がついた。


    （結界）


    　そうだ。角田は、僕が戻ってきたタイミングを見計らって結界を築いた。「アイテム」を使用したとはいえ、それはシ念の力を利用したもの。


    　──夜や木ぎ坂ざか恋れんの目を頼れば、雨あま野のくんよ、君はそれを見つけることができたんじゃねえのか？　結界の核となる「念ねん具ぐ」をだ。結界さえ消せれば、夕ゆう顔がおだって外の異変に気づく可能性が出てくる。敵に身をゆだねるより、ずっとマシだろうが。つまるところ君は、仲間を信用しなかった。


    （僕は……）


    　清せい玄げんの言葉が、胸に突きささった。


    　そのとおりだ。清玄の言うとおりだ。僕は強くなりたいと願った。それなのに、それなのに──覚悟が足りなかったということなのか。


    　──みっつ。


    （待って……ください。あなたはどうしてこんなことを僕に教えてくれるんですか。この間は、僕に「これ以上関わるな」って言ったのに……）


    　すると清玄の言葉が、ほんのすこしだけ優しくなったように聞こえた。


    　──そりゃあ……あのな、雨野くんよ。たしかに俺は君を止めた。だが君は自みずから足を踏みいれた。


    （そして……こんな無ぶ様ざまな結果を招いた）


    　僕は心底悔いていた。敗北感。仲間を信じるという選択肢をとらなかったことまで見透かされていた。


    　──いや、俺はそうは思わん。


    （え……）


    　──誰だって失敗する。相手が熟練者ならさらにその失敗は多くなる。だが君は、見事ドールのシ念を封じこんだ。


    （でもあれは、ライブハウスの人やファンクラブの人や、それに萬ばんが動いてくれたから──）


    　──それだけの人間を動かせるのは、君の魅力じゃねえのか。俺はそう思う。たとえ全員の思惑が違ったって、人間を動かすことができるのは才能だ。


    　才能。そんなこと、考えたこともなかった。


    　──俺はうれしいんだ。君が……夕ゆう顔がおの友だちになってくれて。


    （でも夕顔は僕なんかより、あなたを必要と……）


    　──俺にできるのはこれくらいだ。夕顔や君を、大きな流れから、大きな災さい禍かから守る。だから俺は、君に、夕顔のことを頼みたい。


    （僕に……？　あなたと会ったことなんてほんの二度しかない、僕に……？）


    　──俺はこんな見た目だから、見たらびびるやつがほとんどだ。だが君は、初めて駐車場で会ったとき、俺に向かってきた。


    　僕は思いかえす。それは、カレンの言うまま駐車場でシ念の撮影をしていたときのことだ。そのシ念は結果として、僕の幼なじみである結ゆう城き美み莉りのものだった。


    　──夕顔がドールのタコにやられたときにも、君は真まっ直すぐ俺の目を見て事実を話した。その直前に、俺が萬をぶっ飛ばしたっつうのによ。てえしたもんだ。


    　僕は首を横に振った。あのあと清せい玄げんに「これ以上関わるな」と言われ、僕は反論できなかったのだ。そしてその気持ちを立ちなおらせてくれたのがカレンだった。


    （ひとりじゃなにもできないんです。僕はほんとうに弱い人間なんだって……思い知った）


    　──ほーう。


    　僕の目の前に、ゆらりと黒い影が現れた。


    　その影から手が伸び、僕の頭に載せられ──くしゃくしゃっと。


    　──自分にできねえことを、できねえと言うのは偉いことだと俺は思う。


    　ああ、その言葉──夕顔が僕に言ってくれた言葉だ。ドールを前にして、カメラの能力だけでは立ちむかえないことを悟った僕に夕顔は言ってくれた。


    　──ひとりじゃできねえなら誰かの力を借りるんだ。


    （誰か……？）


    　──君には、相方がいるじゃねえか。


    　そうだ、僕には相棒がいる。


    　生意気で、自分勝手で、すぐ泣くし、黙ってれば可愛かわいいのに要いらないことばかり言って……そのくせ僕の心を直接揺さぶってくれるやつが。


    　──雨あま野のくんよ。


    （はい）


    　──強くなりてえか。


    （……はい）


    　──俺は君に、課題を与えようと思う。あのな……シ念を撮影する能力なんて今まで見たこともねえ。だがその能力は……。


    　清せい玄げんは言葉を選ぶように──そして、驚くべきことを言った。


    　──おそらく、成長する。


    　確証はねえがな、とつけ加えたけれど。


    （成長……？）


    　──君はシ念に対して考え方が固定的なんだ。いいか？　これから話すことは知りあいの受け売りだが、夕ゆう顔がおの友だちの君ならわかるはずだ。


    　清玄は、謎かけのような言葉を口にした。


    　──さっき言いかけたみっつめだ。カメラで星を撮るとき、君はどうする？


    　いきなり変わった質問だった。


    （……天体撮影……？）


    　──そうだ。


    （それなら、なるべく明るいレンズを用意し、三脚で固定。シャッターを長時間開放して露ろ光こうする。レンズは一段か二段絞る）


    　そうやって撮影された写真は、星が弧こを描いて写る。


    　夜空に、一点を中心に円を描くように白い線が走っている写真を見たことはないだろうか？　あの写真のことだ。シャッターを開きっぱなしにすることで、星の光を長時間フィルムに照写するのである。


    　──ほかにもあると俺は聞いた。


    （ほかに？　……ああ、コンポジット）


    　コンポジットとは、複数のものをひとつにする、という意味だ。


    　そちらは、シャッタースピードを数秒～数十秒程度にして、何枚も撮影する。それを、あとで画像修正する方法だ。それぞれの写真は星が点になっているのだけれど、修正することでつなげることができる。


    　──そうだ、シャッターを開きつづけていても、コンポジットでも、星は写せる。


    （……それが？）


    　──ここから先は、君が考えるんだ。


    　清玄は断ちきるように言った。気づくと周囲がすこしずつ明るくなっている。


    　──そろそろ、夕顔が来るな……。雨あま野のくん、俺は冷たい男かもしれん。だが、自分の娘のことはなにをおいても一番に考えている。もし君の能力が、そして君自身が成長できないのなら、夕ゆう顔がおといっしょに安全なところにいてくれ。うちの連中には君のことをきっちり説明しておく。


    （清せい玄げんさん、待ってください。せめてあなたが、夕顔と話を──）


    　──それができりゃあ……。


    　目の前の闇に、陰影が現れ──清玄の表情がちらりと見えた。


    　──うちの母ちゃんにも逃げられるこたぁなかったろうよ。


    　あきらめたような、苦笑い。


    　そして彼の姿は消えた。


    



    



    『晶しよう……晶！　晶！　晶!!』


    「……ん」


    　目を開くと、カレンの姿と見慣れた──天井。僕の部屋、らしい。メガネがないのでわからない。僕はベッドに寝かされていた。


    「僕は」


    『……目、覚めた？　晶？　ケガは？　痛いところない!?』


    　両手で顔を包まれた。


    「大丈夫──」


    　カレンの焦あせり方に驚き、僕は目を伏せた。カレンの目尻に涙が浮かんでいたから。


    「気絶しただけみたいだ。能力を使った反動だよ」


    『よかった……』


    　その場にカレンはへなへなとくずおれそうになる。


    『──って全然よくない！』


    　跳ねおきた。


    『あなた、自分だけつらい目に遭あおうとしたってほんとう!?』


    「誰にそれを……？」


    『夕顔のお父さんよ……いつの間にかやってきて、私に、レンズから出てきてもいいって言うから──ってそれはいいの！　晶！　それって──ほんとうなのね』


    　カレンは僕を見つめる。僕はうなずくことも、首を横に振ることもできなかった。


    『あなたは言ったよね。あの公園で、私に。……私とこれからも衝突するだろう、そのたびに、私を……私のことを理解しようとしてくれる、って』


    　それは、僕とカレンのポートレイトを撮影したときに。


    「……ああ」


    『なら、もう二度と、自分だけつらい思いをしようとか、考えないで』


    　カレンの右目から、涙がこぼれた。それは光の粒。一筋の軌き跡せきを描えがいて消えた。


    『あなたが私を理解しようと思うのと、同じくらい、私もあなたのことを知りたい。あなたの感じる苦痛も、私に分けあたえて欲しい』


    　僕は手を伸ばし、カレンのほおの涙をぬぐった。


    「……わかった。ごめん。僕は君を泣かせてばかりだ」


    　じっと、真剣な目で僕を見つめているカレン。信用、信頼──していないわけではないと思う。でも、僕にはカレンに、苦痛を感じさせるまでの覚悟がなかった。角かく田たに攻撃され、カレンが傷を負ったときに「これ以上は傷つけたくない」とそればかりを考えてしまった。


    「なあ、カレン。僕は強くなりたい」


    『……それ、前にも言ってたね』


    「君はもちろん、夕ゆう顔がおだって守れるくらいに……」


    　言うと、カレンは視線を落とした。


    「カレン？」


    『ねえ、晶しよう……私ね、このままでもいいんじゃないかな、って思ってたの』


    　ぽつりと、滴しずくがこぼれるような言葉。


    『私がずっとこのままで……晶のそばにいて、あなたが年をとっても、大人になっても、おじいちゃんになっても、ずっとそばにいて、あなたが死ぬときに私もいっしょに死ぬ……なんてね。でも、ダメだよね。私はもう死んだ存在。それなのにそんなわがまま言っちゃ』
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    「…………」


    　なにも言えなかった。もしもカレンの言うようになったら──楽しいかもしれない、と思った。けれど、それをすぐ否定するように考える。人間は変わっていく。変わらなくちゃいけない。僕が、強くなりたいと思うように、前に進まなくちゃいけないのだ。


    「これから先どうなるかはわからないよ。でも、僕が君の願いを叶かなえたいと思うことは、君が大事な存在だからだ」


    　僕が言うと、はっとしてカレンが顔をあげる。


    　そしていまだ乾いていないカレンのほお。シ念なのに、まるで、ほんとうの人間のようにカレンは涙をこぼす。そのほおに、僕は手を当てる。


    「それだけはわかって欲しい」


    　カメラ嫌いだった僕を立ちなおらせてくれたカレン。捜すことさえあきらめていた、僕の幼なじみを殺した犯人を、見つけだすきっかけをつくってくれたカレン。その後、ツクヨミに殴られたせいで入院した病室で、カレンは自分の過去をすべてさらけだしてくれた。そして僕はカレンのためになんでもしてやろうと誓った。その思いは簡単に消えるものじゃない。


    『……うん』


    　ほおをぬぐった僕の左手を、カレンがつかんだ。


    『手……あったかいね』


    「そう、かな」


    　ふつうのことなのに、改めて言われるとやけに照れた。カレンには温かみを感じることができるのだろうか。あるいは、僕の手なら感じられるとか、そういうことなのかもしれない──そうならいいと、思った。


    　手を触れているので、僕の考えはカレンに伝わってしまう。伝わる前に、僕は右手を出してカレンの手を両手で包む。カレンは一瞬驚き、それから口元をほころばせた。


    『私、怒ったのに……どうして晶しようはうれしそうな顔をするの？』


    「え？　僕が？　それは君のほうだろ」


    『だって今笑ってたもの。あなたはそういう顔もできるのね』


    　カレンは右手を伸ばし、僕のほおをつまんだ。


    「こら、痛い」


    『あはっ、意外と柔やわらかい』


    　しょうがないな、と僕はカレンのされるがままになっていた。ベッドサイドにメガネを見つけ、それに手を伸ばす──とき、


    「──夕ゆう顔がおさーん、氷とか、買ってきたッスけどー」


    　一階から、声。


    「わっ、バカもの」


    　で、この部屋のドア口から声。


    　最悪の……まったく最悪の予感に、強こわばった顔を僕がふり向けると、


    「ほ、ほ、ほ……目、覚めたかの……？」


    　わずかに開いたドアのそこに、夕ゆう顔がおの左半身。


    「見てたの、か……」


    「いや、ほら、あれじゃ、のぞこうと思ったとかそういうのではないんじゃよ？　ちょっと、ほら、邪じや魔まできない空気というか──」


    　ちら、ちら、と夕顔が僕らの手元を見る。


    　両手で握った、僕らの手。


    『っぃやあああぁぁっ！』


    　一瞬、これを一瞬と呼ぶのだろう、瞬まばたき一回分だ。カレンが僕から五メートルぎりぎりまで離れるのにかかった時間。ちなみに、そこは窓の外。窓の外にカレンが浮いている。


    『なに、なんなの、ねえ、この恥ずかしさ！　理解不能なの！　でもなんか──ものすっごく恥ずかしいの！　晶しようは平気なの!?』


    　そこへ、一階から聞こえた声──僕のために氷ひよう囊のうを作ろうと、氷を買いに行っていたらしい男が部屋に入ってきた。


    　赤い髪に、スタジアムジャンパー。おどけたような丸い目は、星せい稜りよう神社にいた男だった。


    「あ、ども……起きました？　雨あま野の晶さんッスよね？　俺、高たか木ぎキミオっていうス」


    「ども、じゃなかろうに」


    　夕顔は、高木と名乗った男の頭を背伸びして叩く。「すみませんス、すみませんス」と平謝り。なぜこの男がここにいるのか、僕がわからないでいると、


    「角かく田たに言われたようでのう。こやつは、うちの神社にあった念ねん具ぐを持ちだしたんじゃ。それで結界を築いた」


    　僕は納得した。角田がどうやってアイテムを手に入れたのか、不思議ではあったのだ。


    「それで、雨野はどうやって角田を退しりぞけたんじゃ？」


    「ああ、それは……」


    　言おうとして、僕は気がついた。清せい玄げんは夕顔に会っていないのだ。夕顔は、清玄がこの近くまで来たことを知らない。


    　言うべきか、言わざるべきか──迷っていたところへ、高木が、


    「そんならさっき夕顔さんのお父ぶふぉぅッ！」


    　僕がぶん投げた枕まくらが高木の顔をヒット。


    　今──僕が言うべきではない。清玄が夕顔に話をしなかったのは、それなりの事情があるからだろうから。


    「僕に呆あきれて……去っていったんだろ。あんまり僕が弱いから」


    　清せい玄げんと接触したはずのカレンが、僕に怪け訝げんな目を向ける。今は黙っておいてくれ、と僕は心でカレンに伝えた。


    「なあ夕ゆう顔がお……僕は多くのことを知りたい。シ念のことを。それで、どんなときも最善の選択をできるようになりたい」


    　これは、うそじゃない。ほんとうの思いだ。


    「強くなりたい」


    　人は、変わらなければならない。成長しなければならない。前に進まなければならない。僕は──強くなりたい。夕顔は腕組みをして、こちらを見すえていた。


    　それからあきらめたように、笑ってみせた。


    「雨あま野のに教えるかの……シ念のことを。それに、戦う方法を。ただし、中途半はん端ぱな思いではケガをするだけ──」


    「本気だ」


    　僕と夕顔の視線が交差する。


    「……わかった」


    　明日から、と夕顔は言った。明日からトレーニングを始める、と。


    　こうして──僕の、シ念能力をコントロールする訓練が始まった。
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    　明くる日は雨が降っていた。雨の土曜日。僕らは傘をさして家を出た──「道場」に向かっていた。夕ゆう顔がおが毎週通っている道場。「左手戦闘術」の所有物で、早速シ念の訓練をしようというわけだ。


    　道すがら、夕顔が言った。


    「あのバカ親おや父じの居場所は高たか木ぎや知りあいのシ念使いからなんとか聞きだした。じゃが……それよりも大変なことがあっての。星せい稜りようやそのほかの神しん道とう諸派、一部の仏徒のシ念使いが結束をしたという。シ念掃そう滅めつ機構に対抗するための連合じゃ」


    「対抗？」


    「戦うための、集団じゃよ。……名を、『星せい詠えい会かい』」


    　その「星」の文字が意味するのは、夕顔の家である星稜神社であることは明白だった。


    　それはつまり、


    「トップに、うちのバカ親父を据すえたんじゃ」


    　和泉いずみ清せい玄げんが、トップ。やはり、清玄もでたらめな強さを持っているのだ。ハロルドの電撃を、片手で叩きおとしたのだから強いとは思っていた。しかしその清玄ですら、これから起きるであろう戦闘を「危険」と判断し、「夕顔を頼む」と僕に言った……。


    「君は、お父さんのところへ行きたいのか？」


    　夕顔はしばし黙りこくった。柔やわらかな雨。雨が雑音をかき消している。


    「……わからぬ。決めかねておる」


    「そうか」


    「優柔不断じゃのう、あたしは」


    「そんなことはないよ。君は……君を遠ざけようという君のお父さんの意図を理解している。だから迷っているんだ。それはきっと──僕らをハロルドから遠ざけようとした、君の優しさと同じだから」


    「優しさ、か。雨あま野のもくすぐったいことを言うのう」


    「こんな雨が降っていると、そういうことも言いたくなるんだよ」


    「……あたしは、雨が嫌いじゃ」


    「え？」


    　夕顔は空を見上げていた。僕もつられて顔をあげた。厚い雲から降りそそぐ雨。雲の向こうからにじんでくる光。夕顔が迷いこんでいるのは厚い雲なのかもしれない。その先に、明るい空は広がっているのだろうか。


    『……なーんか、ふたりで世界に入ってない？　ねえ、私は無視なの？』


    　レンズのなかにいるカレンは、不服そうだ。


    　カレンは僕のそばにいると現実世界に干かん渉しようしてしまうため、雨を弾はじくことがある。周囲から見るとあまりに不自然──というわけで、レンズのなか。


    「夕ゆう顔がお、道場ってあそこか？」


    　カレンにあれこれ言われる前に、どうやら着いた。


    　行く手にある、平屋の大きな建物。大きさは体育館を半分にしたくらい。灰色の屋根が、雨に濡れている。表札には「左手戦闘術・第六道場」。


    「到着じゃ」


    　夕顔は傘をたたみながら軒のき下したに入る。カギを使って両開きのガラス戸を開けた。


    　僕としては「左手戦闘術」なる道場が少なくともほかに五つはあるらしいことが気になってしょうがない。


    「そういえばここ、勝手に使ってもいいのか」


    「うむ。あたしと先生しかこの道場にはおらんからのう」


    　左手戦闘術。やはりマイナーなんだな……。


    「その、先生は？」


    「妙みよう齢れいの女性での。よく旅行に行ってしまうんじゃ。今はパリにおる」


    　……パリだって？


    「む、そういえば雨あま野のの母上も旅行をしておるのじゃの。どこに──」


    「へえ、これが道場か、広いな！」


    　それ以上の偶然の一致など望まない僕は、スニーカーを脱いでさっさと道場へと入ったのだった。
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    　足下は、特殊なゴムを使用した緑のマット。黄色の太線が正方形を描いている。柔道の試合場よりも若じやつ干かん広いか。天井は高く、鉄製の梁はりが剝むきだしだった。


    　壁は防護用のクッションで覆おおわれていた。壁に衝突することもあるのか、左手戦闘術。


    　道場の真ん中に、僕らは座っていた。ふたりそろってジャージにＴシャツ。左手戦闘術には道着とかユニフォームとかそういうものはないらしい。ただし、裸足はだし。


    　外は雨、道場内は静けさに包まれていた。


    「よし。それでは、訓練を始めるかの」


    『はい！　夕顔先生！』


    　と、カレンが勢いよく返事を──夕顔先生？


    「雨あま野のの場合、カレンの能力を使うことで気を失うのが最大の欠点じゃと思う。いわばデメリットが大きいのじゃな」


    　それを聞いて、僕は昨日、清せい玄げんに言われたことを思いだした。


    　──能力の反動が意識の喪そう失しつ、か。これは、まあたしかに、厄やつ介かいだ……。だが雨野くん、君はよ、気を失うことのデメリットばかりに目が行ってんだ。


    　デメリットばかりに目が行っている……らしい僕。そして清玄は僕に、天体撮影の話をした。長時間露ろ光こうの写真と、何枚もシャッターを切るコンポジットの話だ。これがいったいどうつながる？


    「雨野？」


    　僕をのぞきこんで不思議そうな顔の夕ゆう顔がお。


    「すまない、なんでもない。それで──そのデメリットを解消するためになにをしたらいいんだろう」


    「うむ。たった今、考えておったところじゃ」


    　え──たった今？　と聞きかえす前に、夕顔は立ちあがった。


    　いやな予感がした。そして僕のいやな予感は、大体当たる。


    　夕顔は両手を腰に当てまるで宣言するように、


    「鬼ごっこじゃ！」


    　と言った。


    



    



    「ルールは簡単。試合場──この正方形のスペースを、あたしが逃げる。雨野とカレンは協力し、あたしにタッチする」


    「僕らはふたりでいいのか？」


    『それじゃ私たちが有利すぎない？』


    「ほほ。やってみないとわからぬぞ。ふうむ、そうじゃな。制限時間を三十分として、その間に一度でもタッチできなければ、あたしの希望する夕食メニューにしてもらおうかの」


    　余裕たっぷりの夕顔。カレンが僕に聞いてくる。『どうする？』とでも言いたげに。


    「希望するメニューってなんだ」


    「鹿児島産黒豚のしゃぶしゃぶがいいのう」


    　いくらかかるんだそれ。母がいない間は僕が生活費を調整しなくちゃいけないのに。


    「……僕らがタッチできたら？」


    「むー、そうじゃの」


    　夕顔は人差し指をあごに当てて考えはじめたけれど、すぐに、にたぁーっと笑顔を作った。


    「好きなようにしてよいぞ」


    「ん？」


    「あ・た・し・を」


    　夕ゆう顔がおは、最後の「を」のところで僕の鼻をちょんとつついた。


    「今日は雨じゃからのう。外に音は漏もれるまい。どんなことをしても平気じゃ──のう、雨あま野のになら、なにをされてもいいんじゃよ？」


    　バカだ。バカがいる。


    『い、意外だったわ。夕顔がここまで積極的だったなんて！』


    「頭でも打ったのか、ふたりとも」


    『しっかりしてよ、晶しよう！　夕顔をめちゃめちゃにしてやるのよ！』


    「すごいな、女の子が口にする台詞せりふじゃない」


    『だって絶対タッチできるに決まってるもの。夕顔は明らかにあなたを誘って……ハッ、ま、まさか、「タッチ」ってそういう意味だったの!?　キャー』


    　僕はため息をついて、夕顔にたずねた。


    「……それで、このトレーニングにはどういう効果があるんだ？」


    「やる気になったかの？　あたしもまだまだ捨てたものではないのう。効果は──試ためしてみればわかる」


    　試してみれば……というところが気になったが、なにはともあれ、僕らはトレーニングをしに来たのだ。


    「わかった」


    　こうして、僕らの鬼ごっこが──鬼のほうが多いという──始まった。


    



    



    　で、三十分後。


    　夕顔を道場のマットに押したおした僕が、勝ちほこった顔で、


    「さあ、これからどうしてやろうか」


    　と言うと、彼女は顔を背そむけ悔しそうに唇を嚙かんで、僕に向かって「好きにするがいいのじゃ」と蚊かの鳴くような声で──なんていうことは、起きなかった。


    　残念？　いや、冗談ではない。僕は開始五分で悟っていたんだ。ああ、夕顔に触れることなど絶対にあり得ないことなのだ、と。


    　まず、夕顔は僕を近づけなかった。バックステップの速度が僕の全力疾走より速いのだ。話にならない。


    　試合場の角、正方形の角に追いこもうとすると、二、三度のフェイントを入れられ一瞬で僕らの背後に回られた。


    　カレンと連係して追いつめる──という方法をふつうは考えるものだろう？　でも、それもまた無理な話だった。連係どころかお互い足の引っぱりあい。僕とカレンは五メートル以上離れてしまうと力が抜けるのだけれど、その状態に陥おちいったことは三度。頭と頭をぶつけたことも三度、腕や足がぶつかって転んだ回数なんて、もう、数えたくもない。


    　けれど、そういった作戦やカレンとの衝突なんか以上に問題だったのは、体力だ。三十分も全力で走れるわけがない。そもそも僕の身体はカレンに「思いの力」を割さいているため疲れやすいのだ。開始十分で呼吸が苦しくなり脇わき腹ばらがきりきりと痛んだ。足なんか全然あがらなくて、終しまいには吐き気まで。


    『結局、この鬼ごっこってどんな意味があったの……』


    　レンズに戻ったカレンが言った。レンズのなかにいる間は、僕の痛みや感覚は伝わらないらしい。今のところ苦しんでいるのは僕ひとり、という悲しい状況。


    「……僕と君のことさ」


    　道場の外、水道の前に僕はいた。蛇じや口ぐちから出てくる水に手をつけると、ひんやりと心地よい。汗だらだらで、身体は憔しよう悴すいしきっている。


    『どういうこと？』


    　僕はメガネを外し、顔を洗った。すこしだけ、ぼんやりしていた頭が冷静になってくる。


    「僕と君のコンビプレー……とでも言うのかな。僕と君はセットで行動しないといけないから、距離感をちゃんと保たもてるようにってことかも。あるいはお互いの考えをすぐに理解できるように」


    『んー……それはなんとなくわかったんだけど、能力のコントロールとはなんか違わない？』


    「たしかに」


    　いやな予感があった。夕ゆう顔がおはそこまで考えていないのではないか、と。大体、夕顔自身はシ念能力を持たないのだ。トレーニング方法を知らないということもあり得る。


    「あれ。雨あま野の……さんッスね？」


    　タオルで顔を拭ふいていたところへ声がかかった。道場の入り口に、昨日の高たか木ぎがいた。両手には白いビニール袋。


    　高木のすぐ横に黒髪の女性がいたが、僕を見るとすぐに背を向けて去っていく。見たことがある……と気がついた。僕が星せい稜りよう神社で夕顔を捜していたとき、障しよう子じを開けて目の前に立っていた女性だ。ははあ、恋人同士というわけか。……いや、それはあまりに短絡的だ。男と女を見るとすぐに恋人だのなんだの言うカレンの悪い癖くせが僕にも伝う染つってしまったか。


    「これ、夕顔さんに言われたッス」


    　高木が袋を掲かかげる。


    「裏切った罰で、俺、弁当買ってこいと言われたッス……自腹で……」


    「意外とえげつないな夕顔……」


    　と、他人のことを心配している余裕もなく、実のところ僕だって夕飯をどうにかしなければならないのだと思いだした。鹿児島の黒豚は高いんだよ。
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    　そんなふうに土曜、日曜と過ごしたものだから、月曜日に学校へ向かう僕の身体はひどい筋肉痛に悩まされていた。古い、錆さびついた自転車を漕こいだときのような軋きしみ。急ブレーキをかけると「キィー」と悲鳴をあげそうなところまでそっくり。


    　僕は結局夕ゆう顔がおに触れられたのか？　無理に決まっている。触るどころか半径一メートル以内に近づくことすら難しいのだ。こんな夕顔と、ツクヨミは戦っていたのかと思うと、あまりの次元の違いに頭がくらくらする。


    　途中でカレンが音ねをあげてしまい、僕はひとりで夕顔に立ち向かった。むきになっていたわけではなく、それだけ僕は強くなりたかった。一いつ朝ちよう一いつ夕せきに強くなれるとは思わないけれど、すこしずつでも前進しなければならない。これが、今の僕にできることだ。


    　この日の昼休み──僕は図書室にいた。今日は堤つつみ先輩に会う気遣いはない。なぜかと言えば先輩は今日も欠席だから。


    　図書室で僕は、二年前の新聞の縮しゆく刷さつ版を手にした。そして閲えつ覧らんテーブルに向かう。


    『それ、なに？』


    「ツクヨミのことを調べようかなと思って」


    『新聞で調べるの？』


    「吉き良らは『ある事件』があったと言っていたろ？　『事件』と言ったのが気になってたんだ。『事故』でも『出来事』でもなく『事件』。ひょっとしたら、刑事事件かもしれない」


    　僕はテーブルに縮刷を置き、イスに腰を下ろそうとした。膝ひざを曲げたとき、腿ももの筋肉が悲鳴をあげる。痛みに、思わず顔をしかめる。


    　座ってため息をついたところで、カレンが言った。


    『あ、あのさ……。無理するの、よくないよ』


    「え？」


    『そんなに身体いじめて……なんか、晶しようが必死すぎるっていうか……』


    　僕はカレンの顔を見た。カレンが僕に「このままでいい」と言っていたことを思いかえす。カレンは、僕が強くなりたいという意志を理解はしてくれた。けれどまだ、納得はできていないのだ。


    「カレン、僕は」


    「先輩？」


    　不意に声をかけられた。横に立っていたのは一年生──佐さ久く杏あんず。


    「あ、佐久……そうか、今日だったね。蘭らんに会えるの」


    　佐さ久くはこくんとうなずいた。カレンの兄、慶よし幸ゆきにつながる線のひとつ。僕は、吉き良らからいきなり持ちこまれた「夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうの居場所を教える」という話に気をとられてしまっていたけれど、佐久の従兄弟いとこ、九く条じよう蘭らん──佐久庵あん吏りの線もまだ生きている。


    「あ、あの……こ、こんにちは」


    　佐久がカレンを見ると、おずおずと頭を下げた。


    「そうか。君はカレンが視みえるようになってしまったのか」


    「カレンさん……ですか？　あ、あの、幽ゆう霊れいさん……？」


    『幽霊じゃないの。シ念』


    　相変わらず佐久に対してはむすっとした顔でカレンが応対する。


    （もうちょっと愛あい想そよくしなよ）


    『なんで』


    （いや、なんでと言われると……）


    　佐久は僕の隣となりに座った。近況を聞いてみると、カレンのようにはっきり視えるシ念は稀まれで、今のところ生活に変化はないとのこと。


    「庵吏もたまに……視えてしまうことがあるみたいで……歌の、秘密も、教えてくれました」


    　蘭は、空気中に漂うシ念を「誘因リーデイング」し、歌を聴く人間に安らぎを与えるという能力を持っていた。


    「あの……先輩たちが、初めて庵吏の歌を聴いたときに……すぐに、秘密に気づかれたみたい、って……庵吏は言ってました」


    「そうか、彼もわかっていたのか」


    「はい。……先輩、その……それ、なんですか？」


    　手元の縮しゆく刷さつ版を指さされ、僕は説明する。昔の新聞をまとめたもので、縮小して印刷されている、と。


    「二年前……三月？」


    「あ、これは」


    　ちょうどそのページを開いていて、僕はあわてた。けれど、佐久の口からは意外な言葉が飛びだした。


    「そういえば……学校の、そばで……強ごう盗とう事件がありましたね。そのころ……」


    「え」


    『え？』


    　僕はカレンと顔を見合わせる。


    「佐久──」


    　思わず佐久に迫り、彼女の両腕をつかんでいた。


    「は、はい？」


    「その話、くわしく教えてくれないか」


    



    



    　二年前の三月十二日。この日起きた事件は、地方欄らんにひっそりと掲載されていた。佐さ久くは「強ごう盗とう事件」と言ったけれど、正しくは「強盗未み遂すい事件」。犯人も現行犯逮たい捕ほされ、容疑を認めていた。


    　護ご稜りよう高校の近くにある、とある地方銀行の支店。その、現金輸送車が襲われた。


    （単独で、襲撃？）


    　腑ふに落ちない。現金輸送車ならばガードマンがふたり以上ついているはずだ。突発的な犯行だったのか？　だから犯人は、現場で逮捕された？　それなら記事の扱いが小さいというのもうなずけるが、これとツクヨミとなにが関係するというのか。


    『晶しようー……そのことまだ考えてるの？』


    　カレンに声をかけられ、僕は我われに返る。すでに時間は午後の三時、放課後である。校門で佐久と待ちあわせをしていた。


    　夕ゆう顔がおは萬ばんの見舞いに行くと言った。僕もそれについていくべきか迷ったが、蘭らんのこともあったので断った。蘭のことは、夕顔に言っていない。夕顔は、清せい玄げんのことで頭がいっぱいだろうし、カレンのことを相談するのはもうすこしあとにしようと思ったのだ。カレンもそれには同意してくれた。


    　そうだ、すこしずつでも僕らは前に進んでいる。カレンの兄さんのことも、僕のトレーニングのことも。和泉いずみ親子の関係だって進展していくはずだ。


    　校門の横に立っていた僕の前に、人影が現れた。


    「よう」


    　つま先のとがったブーツ、黒の細身のパンツ。ジャケットのなかにはボーダーシャツ。ニット帽から金髪がこぼれている。


    「九く条じようさん」


    「蘭、でいい」


    　九条蘭は、線を横に真まっ直すぐ引いたような眉、その下の鋭い目、そぎ落としたような細いあご──ステージを降りてもなお、見る者を惹ひきつける魅力を放っていた。有あり体ていに言うと美形である。通りがかる女子たちが何事かささやき、こちらをちらちら見ていた。


    「目立つな、ここは。場所変えようぜ」


    「でも、佐久が」


    「ほっとけよ……」


    　蘭は先に歩きだした。僕はそのあとをあわてて追いながら、佐久に「先に移動してる」とメールを打った。


    　僕らは小さな公園にやってきた。ここは、僕が夕ゆう顔がおを待っていたあの公園だ。


    　蘭らんは、僕に缶ジュースを放りながら「迷惑かけたな」と言った。コーラだった。自分のぶんを手に、さっさとベンチに腰を下ろすと蘭はコーラを飲みはじめる。


    　今日は曇り。暑くもないのにコーラか、と思いながら僕もプルタブを起こす。


    「あのビルは売ることになった。借りてた金も返すめどが立った」


    「……シ念掃そう滅めつ機構は、それでいいと？」


    　機構の名を切りだした僕に、蘭は驚く。


    「そうか……お前がドールを追いはらったんだよな。それくらい知ってるか」


    「これで、新生『Ｄｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　Ｌｉｎｋ』のスタートですね」


    「ああ。感謝してる。俺に聞きたいことがあるんだろ？　まあ──とりあえず座れよ」


    　蘭がベンチをばんばんと叩いた。蘭の隣となりに座ると、男物の香水のにおい。柔やわらかくはまったくなく、硬質で、インパクトのある香り。


    「では、単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞きます」


    　僕はカレンに目配せする。カレンは『うん』とうなずいた。


    「夜や木ぎ坂ざか慶よし幸ゆき、夜木坂康こう太た朗ろう、その両名、あるいは片方でもご存じですね？」


    　それは、さっきの驚きの比ではなかった。蘭は言葉を失い、僕を凝ぎよう視しする。


    「僕は彼らを捜しているんです。教えてもらえませんか」


    「──なぜ、捜す」


    「ひとりの女の子を救うためです」


    　はっきりと告げると、蘭は深く息を吐いた。そしてコーラを口に含む。


    「……杏あんずみたいな子が、ほかにもいるってことか。いや、それは説明しなくていい。そう言われたら隠すわけにもいかないな」


    「彼らに、会ったんですね」


    　蘭は首を横に振った。


    「彼ら、じゃねえ。ひとりだ。夜木坂康太朗──あの人が、うちのビルに金を出してくれると言ったんだ」


    「なん……ですって」


    　思わずカレンを見てしまう。


    『叔お父じさんはどこにいるの』


    　カレンは言うのだが、蘭からはカレンの姿が見えず、声も聞こえていないはずだ。


    「妙な身体検査が、金を貸す最初の条件だったんだが……。その施設までは目隠しされて連れていかれたから、それがどこのどんな建物だったかは知らねえ」


    「神かん発だつ緑園都市じゃないですか」


    「かんだつ……？　わかんねえな。とにかくいろんなやつがいたが、みんな研究者だか医者だか……そんなやつらだ。白衣着ててな。なかは病院っぽいんだが、ところどころカードキーがないと入れねえところが多くて、たぶん研究施設だったんだろう……。俺はそこで夜や木ぎ坂ざかさんに会った」


    　夜木坂康こう太た朗ろうは、その施設の所長のようだったという。


    　夜木坂さんの指揮のもと、蘭らんの検査は行おこなわれた。身長や体重なんていうところはもちろん、声の調査も行われた。蘭が歌で能力を発揮することはすでに知られていたのだろう。


    「最後は……なんも入ってねえビンをめいっぱい見せられたな」


    　ビン──それはおそらく、なかにシ念が入っているものだ。ツクヨミが美み莉りやカレンの、シ念をさらおうとしたとき、そういうアイテムを持っていた。


    「視みえたんですか」


    「さっぱりだ。夜木坂さんはずっと渋い顔をしてたよ」


    「彼の──その、六ろく合ごう硝子ガラスの工場の話はいつ聞いたんですか」


    「そこまで知ってるのか」


    　工場の話。それはカレンが──夜木坂恋れんが亡なくなり、失意の慶よし幸ゆきが自みずから命を絶たった夜のこと。蘭はそのときの情景を、歌にしていた。


    「……身体検査はよ、一週間くらいかかったんだ。ある日の検査後に、俺を労いたわるように夜木坂さんは話してくれた。あの人の……執務室っつうのかな、こぢんまりした部屋だったけど、とにかく変な部屋だった」


    「変な？」


    「ものすげえ量のガラスが壁に並んでるんだ。丸いのもあれば三角形のもな。あと、鏡。ひん曲がった鏡に平面のもの。それが並んでる……むしろそれしか置いてねえ、って感じか」


    　ガラスとはレンズだろう。カメラレンズか？　それに鏡とは？　鏡を利用したレフレックスレンズというものもあるけれど、あれはあまり一般的ではない。夜木坂康太朗は、神かん発だつ緑園都市でレンズの研究をしているとでもいうのか。


    「……疲れたろう、って言うのさ。俺よりあの人のほうが疲れてるように見えた。俺としてはライブハウスの存続がなにより大事だったから黙っていたよ。そのときに、まるで独り言みたいにこう言ったんだ」


    　──最愛の人間が、君にはいるかね？　その者のために、自分の、財、力、人生のすべてをなげうってもいいと思えるような。


    「俺は、いる、と答えた」


    　──君はほんとうのことを言っているようだ……昔話でもしようか。それは、愛する者のために自ら命を絶った男……。


    　蘭の話を聞きながら、僕はカレンの様子をうかがう。いつになく真剣な表情。カレンというシ念にとって、一番の望みに近づいているから。


    「……その話──愛する人間のために命をあきらめた男の話が、俺にはドラマチックに思えたんだ。それで俺は夜や木ぎ坂ざかさんに『この話を歌にしてもいいか？』と聞いた」


    　それまでおとなしく聞いていたカレンが、


    『そうしたら、叔お父じさんはなんて？』


    　と、たずねた。まるで聞こえていたかのように蘭らんが答える。


    「そしたら、いい、ってさ」


    　そして夜木坂康こう太た朗ろうはこうつけ加えた。


    　──あの子のことを、みんなに知ってもらうのが私の望みだから。


    「そう言うと……部屋の奥につけられたドアを見てた」


    「ドア？」


    「その奥には誰も入ったことがねえらしい。夜木坂さん専用の部屋だとか聞いたな」


    　それは──僕は思わず腰を浮かせる。


    　そこだ。


    　そこに、慶よし幸ゆきのシ念がいるのだ！


    「な、なんか興奮してるみたいだが、どうした？　俺に教えられるのは、これくらいしかねえんだが……」


    「十分です。ほんとうに、ありがとうございました」


    　そうか──夜木坂康太朗は、今でもレンズや光学の研究をしているのだ。そしてそれをシ念と結びつけようとしている。だからこそ、蘭の「歌」が気になった。声──音のシ念は、光学とはまるで関係がないからだ。


    （シ念とレンズを結びつける……もしや、カレンのことを知っているのか？　ツクヨミが機構に報告したのなら、今はもう耳にしているはずだ。シ念を撮影できるアイテムを造ろうとしているのか？　慶幸のシ念を写すために？　わからない──）


    　考える僕のそばで、カレンがぶつぶつとつぶやいている。


    『あとは、あとはどこに叔父さんがいるのかさえわかれば……研究所の位置、とか……』


    　そう、カレンの考えるとおり、それさえわかれば慶幸のシ念までたどり着けるはずだ。そして慶幸の願いを叶かなえれば──。


    　カレンも満足し、消しよう滅めつする。


    　そんな、当然のことを再確認し、僕はなぜか、


    『……晶しよう？』


    　なぜか──それを怖い、と思ってしまった。


    　カレンはいなくなる、それは当たり前のこと。カレンはシ念だから。カレンは消えるためにこそ存在しているのだから。


    「あっ、いた……！」


    　そのとき佐さ久くの声が聞こえた。公園の外から佐久が、ぱたぱたと駈けてくる。


    「もう、先に……行っちゃうなんて……」


    「悪かったな。話は終しまいだ。ほれ──飲むか」


    　蘭らんが飲みさしのコーラを差しだすと、佐久は顔をしかめ、いやいやをするように首を振る。


    「昔は俺のコーラ、喜んで飲んでたのに」


    「……そんなの、知らないもん」


    　ふたりののんきなやりとりに、僕は心の強こわばりがほぐれるのを感じた。


    　僕たちは目的地に向かっている。僕たちは、目的を達しようとしている。それでいい。いいに決まっている。それがカレンにとっての幸せなんだから。


    『晶しよう……？』


    （大丈夫）


    　僕は、戸惑いを振りきるように、カレンにうなずいてみせた。そして佐久に向きなおる。


    「これから──蘭とふたりでバンドを始めるんだろう？」


    「あ、はい……ゼロから、スタートですけど」


    「絶対にいいものができる。当たり前だ」


    　自信満々に蘭は口の端を持ちあげた。


    　よかった──と僕は素直に思えた。僕らが行動したことが、いい結果を生んだ。


    　やはり僕らは、僕らにしかできないことをしていくべきだ。カレンの願いを叶かなえる──夜や木ぎ坂ざか慶よし幸ゆきのシ念を探しだし、彼の願いを叶えること──そのために、がんばろう。


    「バンド名は変わるんですか？」


    「そのままさ。『運命は連なっていくＤｅｓｔｉｎａｔｉｏｎ　Ｌｉｎｋ』、俺は人と人とが触れあうことで新しいものが[image: ]造できると信じている」


    「そっか……佐久を最初からバンドに入れるつもりでその名前にしたんですね」


    　蘭は、当然、とばかりに胸を張った。


    「え……そう、だったの……？」


    「杏あんず、お前、鈍にぶすぎ」


    「むう……」


    　ぶすっとした佐久だったけれど、


    「あ。先輩……芸名、っていうか、名前、なんですけど……」


    「ああ、そういえば、九く条じようなんとかになるの？」


    　こくり、と佐久はうなずき、珍しくきっぱりとした口調で言った。


    「九条アキラにしようと思うんです」


    「アキラ……？」


    　僕は考えてみる。アキラ。うん、佐久の雰ふん囲い気きと大きく外れることもない。ちょっと男子か女子かわからない、中性的なところもあるけど。


    「いいんじゃないかな」


    「い、いいですか？」


    「ああ、いいと思うよ」


    「よかったぁ」


    　ほっと胸をなで下ろす佐さ久く。すると蘭らんが大きく咳せき払ばらい。


    「それじゃ──俺たちはもう行こう」


    「え、でも、もうすこし……私、来たばかり」


    「スタジオ確保したっつったろ。ほら、急げ」


    「うー……」


    　蘭は佐久の背中をぽんぽんと叩いて歩かせる。


    「そ、それじゃ、先輩……あ、あの、ライブ、やるときは」


    「もちろん、観に行くよ」


    「──はいっ！」


    　手を振る佐久と僕の間に、ぬっと割りこんだのは蘭だった。


    「……雨あま野のくん」


    　がしりと両肩をつかまれる。強い力。というか痛い。

  


  [image: ]


  
    「は、はい？」


    「杏あんずは、俺と、バンドをやることになった。それは感謝してる」


    「あ……はぁ」


    「だが、それとこれとは話が別だ」


    　ぐっ、と僕を至近距離でにらむ。


    　……これ？　これ、ってなんだ。というか肩、痛い。真剣に痛い。


    「杏とは、俺がずっといっしょに生きていて、ほかのどの男よりあいつに近い場所にいる」


    「え、ええ、そう思いますけど」


    「──だから、あんまり調子に乗るなよ」


    　は？　と僕の頭のなかは疑問符でいっぱいになった。蘭らんの視線が真剣すぎて怖い。


    「それなりの覚悟がないなら手を引け──いいな」


    　そこまで言うと蘭は僕を解放し、佐さ久くのほうへと向かう。「なに、話してたの……？」と言う佐久に「男同士の大事な話」とか答えている蘭。肩をつぶすことが大事な話なのか？


    「な、なんだったんだ……」


    『はー……ほんっと、晶しようってさ』


    　僕の横では痛みを共有しない程度に離れたカレンが深くため息。


    『わかってないよねー』


    「……なにが？」


    『べっつにー。教えない、っていうか、教えたくないっていうかさー』


    　なんだ？　僕にはわからないのにカレンにはわかっているのか、蘭の言おうとしたことが？　もしやシ念関係のことなのか？　だとしたらそれは僕にとっても重要なことなんじゃないのか？　どうして教えてくれない？


    　先に歩きだすカレンがぶつぶつ言っていた。


    『あの子もあそこまで……大胆よねー……よりによって名前とか……九条晶アキラなんて、そりゃないわー……』


    



    　　　　　　　４


    



    　萬ばんの見舞いに行った夕ゆう顔がおとは、あとで左手戦闘術の道場で会う約束をしていた。その時間までに、僕にはもうひとり会うべき相手がいた。


    　僕が立っているのは警察署前。建てられて三十年は優に経過していそうな三階建て。正面の玄関から出てくるひとりの刑事を僕は発見した。


    「や。──元気そうだな」


    　初老の男、山やま中なか刑事。


    　護ご稜りよう高校教きよう諭ゆ、安あ久く津つが先日逮たい捕ほされた事件の担当者だ。八年前、結ゆう城き美み莉りが殺されたとき──後頭部を殴られた僕の話を聞きに来た刑事でもある。数奇な縁。できることならこんな縁はなくしたいくらいだ。僕だけでなく、山やま中なか刑事もそう思っているだろうか。


    「歩こうや」


    　スーツ姿の山中刑事は、ネクタイを緩ゆるめ、シャツの一番上のボタンを外していた。


    「連絡をくれて驚いたよ──ま、こうして君の元気な姿を見られたのはよかったけどなあ」


    　正確に言うと、身体中が筋肉痛なので、あまり元気とも言えないのだけど。


    「安久津のことを聞きに来たんだろ。あいつは今、公判中だから、俺からはあまり──」


    「いえ、そうじゃないんです。実は二年前の現金輸送車強ごう盗とう未み遂すい事件について聞きたくて」


    「二年前って……ああ、あれか、銀行の。そりゃまたどうして？　解決済みだぞ」


    　どうして、と聞かれるのはわかりきっていた、しかし僕が適当な理由を言う前に、


    「あ、そうか。あの事件の目撃者は君んとこの生徒だったものな」


    「──えっ？」


    　思いがけない言葉が返ってきた。


    　護稜高校の生徒が目撃者？


    　卒業式直前の事件。目撃者は、護稜高校の生徒。であればその目撃者とは──。


    「なんだ、それで聞きに来たんじゃなかったのか？」


    　怪け訝げんな顔をした山中刑事に、


    「そうじゃないかと思っていたんです。調べてもどこにも書いていなくて」


    　僕は、あらかじめ知っていたふうを装った。


    「…………」


    　山中刑事は僕をじろっとにらむ。


    「……そこのタバコ屋。店の前に灰皿あるんだよ。ま、教えられる範囲で教えてもいい」


    　近くの店を指さした。なんとか──ごまかしきった。身体中から冷や汗が吹きでる。


    『うわ……晶しよう、実はうそつくの下へ手たなんじゃないの？　心臓に悪い！』


    　うるさい、もう死んでるくせに──なんていう軽口も叩けなかった。たしかに心臓に悪い。


    　山中刑事は灰皿の前で、早速タバコの煙をうまそうに吸った。


    「この辺じゃ大騒ぎになった事件だったけどなあ、もう二年も前か。被害がほとんどなかったのはよかった──と言っても、犯人はぼろぼろだったが」


    　思いかえすように、目を細めながら宙を見つめる山中刑事。


    「銀行の裏口、ちょうど現金を積みこむところだった。犯人は、ストッキングを頭からかぶる──なんていうちょっと古典的な手法だよな。黒のダウンジャケットを着ていたが、その下にも手にも、凶器を持っちゃいなかった。強盗犯にしてはその時点でおかしなことなんだが、もっとおかしいことがあってな」


    　現金を運んでいたガードマンはふたり。そのふたりはこう証言したのだという。「犯人はふたり以上いるはず」と。


    「犯人はひとりしか逮捕されていないんですよね」


    「そう。しかしガードマンはこう主張するんだ。目の前に現れた犯人に気をとられていたところへ、後ろから殴られた、とな。首筋に鋭い一撃で気を失った」


    「それじゃあ犯人はふたりいたんでしょう」


    「そう考えたいところだが、もうひとり証言者がいた。偶然通りがかった高校生で、彼以外の目撃者はいなかった。……警察発表じゃ、ガードマンの反撃により犯人は現行犯逮捕されたとなっている。実際に高校生が、気絶していたガードマンを起こし、その後ガードマンがそこにのびていた犯人を拘こう束そくしたんだから、あながち間違いでもない」


    「ガードマンが気を失っている間になにがあったんですか？　高校生が関係を？」


    「……逮捕されたときの犯人は」


    　渋い顔をして山やま中なか刑事は続ける。


    「身体中、あざのない場所がないくらい殴られていたんだよ。まるで何人もの人間が殴ったかのような」


    「何人もの……」


    『ねえ、それってドールじゃ』


    　同じことを僕も想像した。けれど、


    「目撃者の高校生は『正義の鉄てつ槌つい』とか言ったそうだ。若いふたり組が現れて、犯人をとっちめたんだと。その後、犯人は病院に運ばれたんだが、ショック死の一歩手前まで痛めつけられていた。目が覚めてもすっかり怯おびえててな。『ガードマンにやられた。もう俺にはなにもない。牢ろう屋やに入れてくれ』……と、あっさり罪を認めたそうだ」


    「ふたり組みって誰なんですか」


    「それがわかれば苦労はしない。ガードマンが目を覚ましたときにはいなかった……つまり高校生しか見ていないってことだ」


    　高校生が証言したのに、ガードマンは見ていない。腑ふに落ちないことばかりだ。


    「山中刑事──その高校生って」


    「それは言うわけにはいかん」


    「……はい。その高校生の証言、ガードマンの証言が事件に関与している他者の存在を示しているにもかかわらず、単独犯だと断定したのは……ひょっとして監視カメラがあったからじゃないですか？」


    　銀行の裏口、現金輸送車が乗りつける場所なら監視カメラもあるはずだ。


    「……まあ、それくらいならいいか。そのとおりだ。画面には犯人ひとりしか映っていなかった。高校生は画面外だったな」


    「それなら、犯人を殴ったふたり組も映っていたんじゃ」


    　山やま中なか刑事は首を横に振った。


    「雨あま野のくん、君はなにを調べているんだ」


    「えっ……いや、その」


    　突然こちらに矛ほこ先さきが向き、あわてる僕に山中刑事は告げる。


    「君がなにかを調べていて、それが厄やつ介かいごとなんだろうとは想像がつく。だが、事件に関わることをぺらぺら教えるわけにはいかん。これでもずいぶんサービスした」


    　見透かされていた。


    「すみません。でも、犯罪に関与することではないですし、山中刑事にご迷惑を──」


    「わかっているなら、いい。これが最後の情報だ」


    　山中刑事は、結局火を点つけなかったタバコをしまった。


    「ガードマンが殴られたシーンも、犯人が襲われたところも録画できていないんだ。わかっているのは、ガードマンと犯人が対たい峙じしたところまで──それでも、裁判には十分な証しよう拠ことなったんだがな」


    「そのあとの映像は、どうなっていたんですか」


    「ああ。犯人とガードマンが対峙したときから……画面が真っ白になったんだ。まるで濃い霧の真っ只中にいるみたいにな」


    



    　　　　　　　５


    



    　二年前の強ごう盗とう未み遂すい事件、目撃者──おそらくツクヨミをして「正義の鉄てつ槌つい」などと言わせた（おそらく）ふたり組。そいつらはシ念能力者だろうと見当がついた。ということは……先日の、星せい稜りよう神社に現れたやつは、同一人物なのか？　であればふたり組というのは、角かく田たともうひとり……いや、さすがにそれはないか。角田の能力は「病魔の両腕アームド・イン・シツク」。霧きりを噴出するものでもなければ、ドールのように複数のシ念を放出するものでもない。


    　しかし、思わぬところでふたつの事件に接点が生まれた。


    　そんなことを考えつづけていたせいだ。


    　道場でのトレーニングも身に入らず、夕ゆう顔がおに怒られたのである。


    「雨野、いいかの。あたしは雨野が『強くなりたい』と言うからトレーニングにつきあっているというのに。お前さんは上うわの空そらじゃ」


    「えーと、その……すまない」


    『…………』


    　カレンは僕が怒られている横で黙っていた。僕が考えている内容はカレンにも伝わっているはずだ。そして、僕がそれを夕顔に言おうとしないことも。


    「……と言ってもさ、このトレーニング……無理じゃないか？」


    　僕の三メートル前方には、一本の燭しよく台だい。ロウソクには灯ひが点ともっている。


    　夕ゆう顔がおは、カメラ──シ念の力で火を揺らせというのだ。


    「なんでかはわからないけど……レンズのピントは合うのに能力が発動しないんだ」


    　空からシャッターを五十回ほども切ったけれど、火はそよとも揺れない。


    「ふむう。被写体がシ念でないと、発動できないということかの？」


    『たぶんねー。そんな感じがする』


    「しかしの、シ念を撮れば雨あま野のはすぐに気を失ってしまうじゃろ？　であればシ念ではないものでコントロールの訓練をするしかなかろ。──のう、高たか木ぎ」


    「……は、はいッス」


    　道場の片隅で居眠りをしていた高木があわてて返事をする。しばらく夕顔のパシリにさせられそうだ。可哀かわい想そうに。


    「あ、シ念のコントロールッスか？　いやー、俺にはよくわかんないッスね。俺、襲われて使えなくなったッスよ」


    「む、そうであったか？　その割りにはあまりショックを受けてなさそうじゃ」


    　そういえば以前、夕顔はシ念能力を奪われた被害者と話をしたと言っていた。その相手は、ショックで無気力状態に陥おちいったようだと言っていたけれど、高木はのほほんとしている。


    「いやあ、たいしたことない力だったッスから。どこにいても北がわかる、なんて、なくなってもショックとかないッスよ」


    　高木は乾いた声で笑った。


    　そう……最初に「能力を奪われる」という話を聞いたときに僕は違和感を覚えた。小さな引っかかり。それがまた僕のなかでよみがえる。なんだろう……。高木にもなにか聞いておくべきじゃないのか？　けれど、どんな質問をしていいのかわからない。


    「でも、この火を揺らす訓練は効果ないんじゃないッスかねえ……」


    　高木が言うと、夕顔の額ひたいにびきっと青筋が立った。


    



    



    　帰り道、雨が降っていた。夕顔が白身魚の煮付けを作りたいと言いだすのでスーパーに向かった。


    　ちなみに、土曜日のトレーニングで、三十分夕顔にタッチできなかった罰として出さざるをえなくなった豚しゃぶは、とてもおいしかった。黒豚は柔やわらかくて、くさみもなくて、口のなかでほろほろと肉がほどけて……また食べたくなるという、罪深き料理である。材料費もまた罪深い。


    『ねえ夕顔、萬ばんの様子はどうだったの？　晶しようもさ、絶対気になってるくせに、自分から聞こうとしないの』


    　僕らはスーパーの袋を下げて家に向かっていた。


    「…………」


    『……夕ゆう顔がお？』


    「お、おお。そうか、萬ばんか」


    　夕顔は上うわの空そらのようだった。どうしたのだろうと考えたところで──僕は思いだす。


    　──あたしは雨が嫌いじゃ。


    　と言っていた夕顔の横顔。あのときはほとんど気にしなかった。けれど、雨が嫌いとはどういうことなんだろう。


    「萬は元気そうじゃった。心配する必要もなかったのう。そういえば萬も雨あま野ののことを聞こうとせんかったのう。なぜじゃ」


    「簡単だろ。お互い好きじゃないからさ」


    「またそういうことを言う」


    「有あり体ていに言えば嫌いだ」


    『気になるくせに。痛い目に遭あわされたのに、それでも気になるなんて、晶しようってひょっとしてマゾ？　きゃー。私、こんなアブノーマルな人といっしょに毎日過ごしてるなんて──ま、待って晶、待って待って！　キャップ……キャップだけは！』


    　僕は問答無用でレンズキャップをとりつけた。


    『……！　…………！』


    　なにか言われている気がしたが、声は聞こえない。そういえば今までつけたことはほとんどなかったけれど、レンズキャップで僕とカレンは遮しや断だんされるのか。


    「ほう。これはおもしろい……」


    　と、夕顔は言ってから、しばらく眉根を寄せて考えこむ。


    「そうじゃ雨野！　提案じゃが、能力の分析を外から攻めてみるというのはどうじゃ？」


    「外から？」


    　夕顔はにやりと笑って僕にそのアイディアを告げた。


    



    



    　自分で言うだけあって、夕顔の作った煮付けは絶品だった。くどくない甘辛のタレはご飯によく合い、完かん璧ぺきなタイミングで火を通された魚は箸はしを通すといとも簡単に身がほぐれた。小食の僕ですらもう一皿食べてもいいと思った。


    「あたしを嫁よめにできる男は幸せじゃろ？」


    　と、Ｔシャツの上からエプロンをつけ、得意げに夕顔は胸を張る。僕は素直に同意した。レンズキャップをつけられてむくれていたカレンの機き嫌げんも、一発で直った。とはいえカレンは食事ができないので、僕のそばで味覚を共有するだけなのだけれど。


    　夕食後に僕らは、僕の祖じ父いちゃんの部屋に入った。ここには祖父ちゃんの集めていたカメラが置いてあるのだ。


    　ガラス戸の向こうに並べられたカメラの数々。一か所ぽかりとスペースが空いているのは、カレンのレンズをつけているこのカメラボディが収められていたところだ。


    「さて、どれから行こうかの」


    　夕ゆう顔がおのアイディア──それは、カレンのシ念がレンズに宿っているのだから、その能力を左右しそうな部分を外から変えてみる。つまりカメラボディを変えよう──ということだ。


    　レンズは、各メーカーによって接合部の形状が違う。この接合部のパターンを「マウント」と呼ぶのだけれど、マウントが同じであればボディメーカーが違っても同じレンズを使用できるのだ。


    　カレンはオールフのカメラにのみ搭載マウントできるが、裏を返すとオールフのカメラにはすべてとりつけ可能だった。


    「まずはこれにしないか」


    　僕が選んだのは〝ＯＰ‐１〟だ。今のカメラボディが〝ＯＰ‐３〟という機種なので、同じシリーズの初期タイプということになる。見た目はほとんどいっしょだけれど、若じやつ干かん角張っていてデザイン的に洗練されていない。


    『ねー……ほんとうにやるの？』


    　不安そうな声が聞こえる。カレンの身に直接関わることなのだから不安も当然だろう。


    「やる。研究のためじゃ！」


    「そうだ。これはしかたのないことだから」


    『そっか……ってなんでふたりともものすごく楽しそうなの!?』


    　楽しい？　楽しい……気づいていなかった。僕は今楽しんでいる。


    　久々のこの感覚。カメラには、レンズやボディの組みあわせを考える楽しさもある。シチュエーションによってレンズを使いわけ、自分に合ったボディを見つける。どのフィルムを持っていくか考え、交換レンズを考える。


    　まあ、今回は単にカメラにレンズを組みあわせているだけなのだけれど。


    『もう！　あっち向いてよ、ふたりとも！』


    「あ、ごめん」


    　レンズをカメラからとると、カレンが裸になってしまうのだった。僕と夕顔は、カメラの棚に身体を向け──なぜか正座。


    「それじゃあ一機目を……」


    「オールフの三五ミリ一眼レフ進出機にして、爆発的なヒットを飛ばした機種。その後のオールフの開発指針を決めたと言っても過言ではない名機！　〝ＯＰ‐１〟！」


    「…………」


    『…………』


    　なんだ今の、歌う前の紹介みたいなアナウンスは。


    「ん、なんじゃこの沈黙」


    「いや、なんでもない……カレン、レンズとるよ」


    　カメラボディにとりつけられた金属のボタンを押しこみ、レンズをひねる。カチ、という手て応ごたえとともにレンズが抜ける。


    『──うー……恥ずかしい』


    　後ろから、裸のはずのカレンの声。そういえば物陰かなにかに隠れてるのだろうか。いや、この部屋にそんなものはなかったから……。


    「雨あま野の雨野」


    　耳元で夕ゆう顔がおがささやく。


    「ほれ、間違えたふりして、ふり返ってみたらどうじゃ？　のう、見てみたらどうかのう？」


    　どこのエロ親おや父じだ。


    「なにをどう間違えたらふり返るんだよ……」


    　僕はけらけら笑う夕顔を押しのけて、〝ＯＰ‐１〟にレンズを押しこんだ。


    『────』


    　沈黙。


    「……どうだ？　見てもいいか？」


    『う、うん……』


    　僕と夕顔はいっしょにふり返る。


    「おお……」


    「ほ～、これは……」


    　そこにいたのは──当たり前ながらカレン。


    　ただし、着ているものが全然変わっていた。


    　着物……いや、制服だ。一応。戦前の女学生とでも言うべきか、緋ひ色の上着に紫の袴はかま。こういう女学生のことを平安時代の女流歌人、赤あか染ぞめ衛え門もんをもじって「紫むらさき衛え門もん」と呼んでいたらしい。豊かな黒髪は赤のリボンで留められ、そのまますとんと下ろしている。


    「ほれ、ほれ、雨野。ぼうっとしている場合か」


    「……え、え？」


    「感想を言ってやらぬか。可愛かわいいとか、惚ほれなおしたとか、愛してるとか」


    「……君はバカか？」


    　僕の言葉があまりにストレートだったせいか、夕顔はしょんぼりしてその場に転がった。


    「まあ、でも……」


    　自分の服をためつすがめつしているカレンに、僕は言った。


    「……よく、似合ってるよ。そういう姿も」


    『へへっ、そうかな？』


    　照れくさそうにはにかむカレン……と、


    「あーあ、なんか夕ゆう顔がお、つまらぬー。ふたりだけの世界ができてて、つまらぬー。雨あま野のにバカにされて、憤いきどおりを感じるー」


    　膝ひざを抱えてその場をごろごろする服の趣味の悪い女の子。


    



    



    　二機目。


    　これまでの「ＯＰシリーズ」より大きく、がっしりとした造り。重量も二倍近くある。


    「〝ＯＲ‐１　Ｍａｒｋ２〟はオルファユーザー待望の一機じゃった。ドイツのカメラメーカーから設計技師を招いて造ったレンジファインダー機開発が中途で頓とん挫ざし、そのスタッフが挫ざ折せつをバネに造りあげたのが初代〝ＯＲ‐１〟。渾こん身しんの一機。しかし不具合や機能の不足が多かった。この〝Ｍａｒｋ２〟と初代との違いは、防ぼう塵じん防ぼう滴てき機構を備え、九点オートフォーカスシステムをはじめ多くの機能を付加し、初代での不満をすべて解消した。極めつきはファインダー視野の大きさ。これを実装するためにペンタプリズムが大きくなり、結果、重量も──」


    「夕顔、もういい……」


    「なぜじゃ！」


    「さ、レンズとるよ」


    　わめく夕顔をよそに、僕はレンズのセットをした。


    　ふり返った僕らは──今度はまた妙なものを見た。


    「これは……」


    「またすごいの……」


    　絢けん爛らん豪華。天鵞絨びろうどをふんだんに使用した深緑のイヴニングドレス。胸元にふわりとした飾りつけがあり、肩口から肘ひじの下まで素肌が露ろ出しゆつ。ドレスと同じ生地の長手袋をつけていた。足下までスカートの裾すそが広がっているので、靴は確認できない。


    　髪は、レースをあしらった髪飾りで、アップでまとめられていた。カレンの白い肌とドレスがよく合っていて──。


    『ど、どう……かな？』


    　恥ずかしそうにうつむいて、カレンが言った。


    「よ、よく似合って……るよ」


    　反則だ、と思った。なにがどう反則なのかわからないけど。


    「次行ってみるかの！」


    　夕ゆう顔がおは大喜びだった。


    　三機目はコンパクト機。するとカレンの服装はぴっちりとしたＴシャツに、裾すその短いジーンズに変わった。


    　四機目は中判カメラ。異なるマウントでも利用可能にするためのマウントアダプターを使用。三五ミリカメラ用のレンズを中判に使うなんて無茶もいいところだけど。


    　カレンの服装……装備？　は、露ろ出しゆつの多い、ブルーメタルのアーマーに変わっていた。ご丁てい寧ねいに背中には大剣。へそまで見えているのだけれど、カレンの身体にあるはずの手術痕こんはうまく鎧よろいに隠れていた。露出の多さにカレンが怒ってガミガミうるさいのですぐにボディ変更。


    　五機目はオールフのフィルムカメラ最終機種。ほぼデジタル制御に変わったものだ。カレンの服は──。


    「なんだろう……近未来系？」


    　銀色の布地を使った、まるでウェットスーツのような。


    「地球防衛軍みたいじゃのう」


    　なんだそれ、と思ったけれど、夕顔の言いたいことはなんとなくわかった。頭にはヘルメットまでつけているのだから。


    「次はの──」


    『ち、ちょっと待って』


    「なんじゃ、カレン隊員」


    『隊員じゃないわ！　──なんか趣しゆ旨し変わってない？』


    　僕と夕顔は顔を見合わせた。


    『……なにその「空気読めよ」みたいな顔』


    「まあ、この辺でお開きだな。〝ＯＰ‐３〟に戻そう」


    　僕が言うと、カレンが安心した顔でうなずいた。


    　結局わかったことと言えば、カレンの見た目は変わるけれど、それによって能力が変化するようなものではないということ。シ念を写したわけではないのだけれど、カレン自身とくに変化を感じなかったというのだ。


    「でもまあ、ドールのシ念をビルの屋上から撮影したときにテレコンバーターを使っても、カレンの能力に変化がなかったんだから、当然の結果かも」


    『……じゃー、私はわかっている結果のために実験台にされたってこと？』


    「はは……そう怒るなよ」


    　もとの服に戻り、むくれたカレンがよそを向く。


    「──雨が……」


    　僕はふと、戸外の雨音が増しているのに気がついた。風が出てきたのだろう、雨が窓を叩いている。


    　今まで騒いでいたものだから、その音はやけに耳についた。


    「ふたりとも」


    　そこへ、不意に夕ゆう顔がおが立ちあがる。


    「あたしはそろそろ寝ることにするのう。ちょっと疲れたようじゃ」


    　そそくさと部屋を出ていってしまった。


    　僕とカレンは、顔を見合わせた。
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    　この日、僕は明け方に目が覚めた。


    　戸外では雨が相変わらず強く、雨戸に当たる音が耳みみ障ざわりだった。


    　僕の横ではカレンが眠っていた。まったく、自分が起きたときに僕がすぐそばにいると騒ぐくせに、どうして同じベッドで眠りたがるのか。ベッドの下にはカレン用に毛布を置いてあるのに、そちらは使っていないようだ。猫みたいなものかもしれない。こちらが近づくと逃げていく。なのに気がつけばそばにいる。まあ、ずいぶんと大きな猫だけれど。


    　トイレに行こうと立ちあがった。メガネをかけ、慎しん重ちようにベッドから降りる。カレンの位置からぎりぎり五メートル以内で、二階のトイレに入れるのは経験済みである。


    　廊下に出たところで、僕は隣室──母の寝室のドアが開いているのに気づいた。今は、夕顔が使っている部屋。


    「……夕顔？」


    　常夜灯ではない光が漏もれている。青白いそれは、雨空ながら明るんできた証しよう拠こ。朝になろうとしている。


    　窓まど際ぎわに夕顔が立っていた。窓ガラスに手をついて、外をじっと見つめている。


    「夕顔……どうしたんだ」


    　僕がドアのところで声をかけると、


    「あたしは、雨が嫌い……」


    　以前、聞いた言葉を口にした。


    「どうして嫌いなんだ」


    　僕は室内に入る。


    　ふり返った夕顔の横顔に、雨が作る水滴の模様。


    　それは、涙のような跡あとで。


    「思いだすから……お母さんがいなくなったときのこと」


    　その口調が、いつものものではないことに気づいていた。けれどそれをからかうような気にはならなかった。


    　僕は、突然の夕ゆう顔がおの言葉に、なんと返していいかわからないでいた。


    「あたしはお母さんが大好きだった。だからお母さんとお父さんがケンカをしても、きっとお父さんが悪いんだろうって思ってた。あたしはお母さんの味方だった。お母さんもあたしのことを愛していてくれたんだと思う」


    　雨が窓を打ち、夕顔の言葉の語尾を乱していく。


    「離婚する、って聞いて──あたしはもちろんお母さんといっしょに行くつもりだった。でも、それはできなかった」


    「…………」


    　その話を僕は、夕顔の父、清せい玄げんから聞いた。清玄はシ念能力の反動で、他者とのコミュニケーションがとぎれると落ち着かなくなる身体になってしまった。妻との離婚はしかたがないと理解できても、夕顔まで去っていくのは耐えられなかった──という。


    「お母さんは、あたしにこう言ったの。『お父さんをお願い』って。これは、あたしにしかできないことだから。もし、どうしてもこらえきれなくなったら……お母さんのところにおいで、って」


    　夕顔にしかできないこと……それは、そうだ。


    　だけど、そこに夕顔の意志は、夕顔の希望はあったのか。


    「……君は、お母さんがどこで暮らしているのか知っているのか」
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    「ううん……。教えずに、いなくなっちゃった。誰も知らない、って。お父さんも、あのころうちにいた萬ばんも……。変だね……どうしても、ダメだったら来いって言ったくせに、どこに行けばいいか教えてくれないなんて……変だよね……？　あたしがどうしてもつらいときは……どこに行ったらいいんだろうね？　……わかんないや」


    「夕ゆう顔がお、君は、君のお父さんと」


    　僕が言いかけると、夕顔は首を横に振った。


    「お父さんが、あたしをついてこさせない理由……あたしを危険から遠ざけるためだ、って雨あま野のは言った。でも……違う」


    「え？」


    「あたし、中学三年のころ、お母さんが帰ってきたって大喜びしたことがあった」


    「ああ……君のお父さんから、聞いたよ」


    　それはしかし、実際の姿とは似ても似つかないシ念の寄せあつめだったという。星せい稜りよう神社は、神社という場所柄もあってシ念が集まりやすい。だからおそらく夕顔は「誘因リーデイング」してしまったのだろうと清せい玄げんは言っていた。


    　だから、清玄はそのシ念を破壊し……その場面を夕顔に目撃されてしまった。


    「あのあと、お父さんにひどいこと言ったから。あたしが」


    「……ひどいこと？」


    　それは、清玄から聞いていなかった。


    「逃げようとした、あたしを追って……手でつかまれた。お母さんを壊した、手で……それで、あたしは思わず……」


    　叫んだ。


    　──人殺しの手で、触らないで！


    　と──。


    「お父さんの能力で破壊されたから、あれがお母さんじゃなくてシ念だってわかってた……お父さんが、これまでどんなにつらい思いをしてシ念と戦ってきたかもわかってた……でも、でもね？　あたしは、あたしにとっては、お母さんが……とっても大事で……ほんのすこしでも長くお母さんとまたいっしょに暮らせる喜びを……感じてたかったの……」


    　夕顔の右目から、つう、と涙がこぼれた。


    「でも、ダメだよね……？　人殺し呼ばわりした娘なんかと、いっしょにいたくなんて、ないよね……？」


    　声もなく涙を流す夕顔に、かける言葉が見つからなかった。


    　夕顔は──強いと思っていた。それは体力的な面だけではない。


    　僕は、夕顔の一面しか見ていなかった。夕顔は、「助けてほしい」と僕の気づかないところでシグナルを発していたのだろうか。それともこの涙は一時の迷いでしかないのだろうか。僕はどうしたら……いい？　「違う」と言いたかった。清せい玄げんは僕に、夕ゆう顔がおを頼むと言った。あれは思いやりなのだ。けして夕顔を遠ざけようとしたんじゃない。


    　でも──言葉が出てこなかった。僕の父と母が別居を始めたとき、なにも言えなかった僕だ。清玄の言葉だって、清玄に直接会って聞いたわけじゃない。それに、ほんとうに清玄の本心を僕がどうやってうかがい知る？　自分の父親の気持ちさえわからないのに──。


    　降りしきる雨音が、心を乱していく。


    「……ははっ、すまぬの」


    　いつもの口調に戻って、夕顔は目元をごしごしとぬぐう。


    「どうかしておったのやもしれぬ。ちょっと感傷的になってしまった……忘れてくれ」


    　そうして夕顔がへたくそな笑顔をつくるまで、僕はそこになにも言わず突っ立っていることしかできなかった。
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    　翌朝は、梅つ雨ゆの合間の晴れ。憎いほどの晴れで蒸むし暑いほどだった。普段どおりの夕顔に、カレンもいつもどおりの対応。僕だけ考えこんでしまって話についていけず、カレンにさんざんバカにされる始末。


    　昨日のことを蒸しかえすことは、僕にはできなかった。なんとかしてあげたいと思う。けれど、どうしたらいいかわからなかった。


    　この日、久しぶりに登校してきた堤つつみ先輩のもとに僕は向かった。三年生の教室というのは足を踏みいれるだけでも気が引けるのだけれど、今日の僕はそういったことには不感症になっていた。構うものか。一直線に堤先輩の席に向かい、僕の顔を見て表情を強こわばらせる彼女の腕を引いた。ざわつく室内。誰かになにかを言われる前に教室から連れだす。「ちょっと、どうしたの、雨あま野の、ねえ」と堤先輩の言葉をすべて聞きながし、人ひと気けのない廊下の端まで歩く。


    　そうして初めて僕は、堤先輩に向きなおった。


    「先輩に、話があります」


    「雨野……私は」


    「吉き良ら朋とも衣いのことです」


    　先輩は言葉を失った。


    　僕は先輩にツクヨミとの約束を話した。簡潔に。しかしはっきりと。


    「先輩、どうしますか」


    「ど、どう、って……」


    　驚きから抜けきらない先輩に、僕は選択を突きつける。


    「吉良朋衣に会いますか」


    　堤つつみ先輩は視線を落とした。突然現れたひとつの選択肢。それは、先輩が二年間忘れられずに想いつづけてきた相手との再会。行きたいに決まっている。でも──迷いがある。この間、下しも沢さわ原はらですれ違ったとき、ツクヨミはなにも言わなかった。先輩に声をかけなかった。無視された──そういう思いは絶対にあるはずだ。


    　でも、


    「行くわ」


    　視線を僕に戻した先輩の声は、震えていた。けれど瞳に宿る光は決意の光だった。


    「雨あま野の」


    　そして先輩は言った。


    「……私のために行動するつもりなんて、雨野にはないのかと思ってた」


    「僕からは話せないことばかりです。だから、本人から聞いてもらうのが一番だと思います。それに……僕は思ったんです。僕にしかできないことは僕がしよう、って……」


    　それは、半ば瓦が解かいした星せい稜りよう神社の前で僕が夕ゆう顔がおに告げた言葉。そして、同じ言葉を夕顔は、自みずからの母親からも聞いていた。他人に責任を押しつける便利な言葉なのかもしれない。だけれど、僕は夕顔に向きあってちゃんとした話ができるくらいの人間になりたかった。だから、僕は、僕にしかできないことをきっちりやろうと決めた。


    　先輩は一瞬、顔をゆがめた。先輩の心にどんな思いが訪れているのかはわからない。だけれどやはり、ツクヨミと再度会う約束をとりつけてよかった。先輩がこんなにもうれしそうな顔をした──。


    「雨野」


    　唯ゆい一いつの失敗は、そのあと、


    「ほんとうに……ありがとう」


    　堤先輩の両腕が僕の首に回され、それはもう温かな抱ほう擁ようを受け──しかもそれを来くる栖すに見られたということか。


    「晶しようく……幹事長！」


    　恐ろしい速度でこちらに駈けてきて、校内でそんなことをするのは中央幹事長としての自覚が足りない、とか、晶くんのガードが甘い、とか、とにかく小さい身体をめいっぱい使って抗議する来栖。チワワが吠えたてているようにしか思えなくて、僕は思わずにやにやしてしまいそうになり、逆にまた来栖が吠えたてる。


    　そんなふうにして、ツクヨミと会う準備は整った。僕は、学校にいる間は写真部、中央幹事会と活動し、放課後は左手戦闘術の道場に向かった。


    



    



    　僕はこの日、道場でトレーニングを始める前に夕顔のいないところでカレンと話をした。明け方の、夕ゆう顔がおとの話を聞くとカレンもまた眉根を寄せた。


    『ねえ、夕顔と、夕顔のお父さんが仲直りすることって……無理なのかな』


    「わからない。でも、お互いが歩みよらないとダメなんだ。思いがすれ違いになっているっていうか……」


    『それって、無理にお互いが歩みよらないといけないの？』


    「え？」


    『そんなに簡単に、人間は変われないよ……そんなに簡単に、人間が強くなれないのと同じように』


    「……カレン、君はやっぱり、僕が強くなろうと思うことに反対なんだな」


    　言うと、カレンは小さくうなずいた。


    『だって、あなたが心配なんだもん。強くなって、どうするの？　ていうか強さってなに？　それがなきゃいけないの？　強いことで逆に危険になったりしないの？』


    「強くならないと、危険を回避できない。力がなくて困ったことはこれまでに何度もあったじゃないか」


    『でも、今までなんとかなってきた』


    「それは僕らが幸運だったから」


    『でも！　あなたは──私が消えたらシ念と関わらない生活に戻りたいって思ってるのに、どうしてそんなに深入りしようとするの。あの堤つつみ先輩のことだってそうじゃない。先輩をシ念のことに巻きこむかもしれないのに、あなたはツクヨミに会わせようとしてる』


    「それは……」


    　カレンの言葉が、意外なところを突いてくる。カレンの言うとおり、僕はカレンの望みを叶かなえたらシ念なんて関係のない毎日に戻るつもりだった。けれど、今僕がやろうとしていることはその真ま逆ぎやくだ。


    　なるべくこのことは、カレンに伝わらないようにしていた。カレンが消えてしまうことの話なんて。でもやはり──カレンは気づいていた。


    「それだけ、君が大事だから」


    　僕は正直に言った。それは偽いつわりのない思いだった。


    『──私は望みが叶ったら消えちゃうもの』


    「それでもいい。僕は、君を守るって言った。最初は簡単に言ってしまった。そしてそれをすごく後悔した。今は──本気で思っている。君を守る。そのために力を手に入れる。たとえ君が、望みを叶えてやがて消えてしまう存在だとしても」


    『……晶しよう』


    　正面からカレンを見据すえる。


    　カレンの右手が、僕の手に伸び──そして、引っこんだ。


    『それでも、それでもね？』


    　自分の右手を握りしめて、


    『私は、あなたに無理をしてほしくない、って思うようになった。もしあなたが強くなったとして──それで、夕ゆう顔がおと、夕顔のお父さんの心を救えるの？』


    　カレンが言う。


    　夕顔の心を、清せい玄げんの心を救う？　バカな、僕はそんなことを考えていない。


    　でも──でも一方で、そんなふうに僕は考えていたのかもしれない。僕がもっと強くなれば、僕は清玄に頼まれたように夕顔を守ることができる。いや、そこまでいかずとも、夕顔の足を引っぱらずに済むくらいにはなる。


    　そうすることで、僕はふたりの手伝いをすることができる。


    　ふたりの──仲直りの。


    　それは、思いあがりなのだろうか。


    　他人の心をどうこうしようなんて──。


    「……雨あま野の？　カレン？　どこじゃー」


    　そこへ、声が聞こえた。


    『行こう。夕顔が、待ってる』


    　僕に背を向けてカレンが言った。


    「……ああ」


    　そしてこの日、僕の能力は若じやつ干かん進歩した。


    



    



    『晶しよう……晶！』


    「やったぞ雨野！」


    　気を失っていた僕が目を覚ましたのは、道場の真ん中で。僕の正面には三メートル先に一本のロウソク。その火が──相変わらず点ともっている。


    「……失敗、か？」


    　シ念ではないロウソクに、能力を発動できたのだ。七枚の刃が降りてきたことまでは確認したけれど、シ念が見あたらず刃は闇を斬って消えた。そして僕の意識も消えたというわけだ。


    「火がの、ちょっと揺れたんじゃ！」


    「揺れた……？」


    『「現世への干渉イロード」ね』


    　そうか、カレンの能力はあくまでもシ念を撮影するということだけだった。それが、現実世界の物質にも干かん渉しようできるようになった──が、


    「……これに、なんの意味があるんだろうか」


    　七枚の刃を強化して、カメラで人を斬り殺す、とか？　冗談じゃない。


    「ま、まあ、意味とかそういうのは」


    「それにこれだと、天体撮影の長時間露ろ光こうと、コンポジットと、あの違いとは関係があるようにも思えない」


    　そう。清せい玄げんが言ったことだ。カレンと僕の能力には進化する余地がある。そしてそのヒントは、天体撮影にもたとえることができる……。


    「なんじゃ、それ？」


    　はっ、と気づくと夕ゆう顔がおが首をかしげて僕を見ていた。


    「あ、いや、それは」


    『……バカ』


    　カレンがぼそりとつぶやく。


    　そうだった、僕はこの話をまだ夕顔にしていないのだ。


    「なにか……隠していることがありそうじゃのう、ん？　さて、話してもらうとするかの？」


    　ぼき、ぼき、と指を鳴らしながらこちらに近づいてくる夕顔。笑顔なだけによりいっそう不気味である。


    「わかった、わかった！　は、話す、話すから！」


    　三分後、あえなく夕顔に捕らえられた僕は、チョークスリーパーで背後から首をぐいぐい絞められ、視界の隅からだんだん白っぽくなってきたところでギブアップしていた。ああ、カレンなんてさっさとレンズのなかに避難しているよ。


    「ほう、ほう、やっと言う気になったかの？　夕顔さんの胸が背中に当たって気持ちいいとか言ってみたらどうじゃ、ん？」


    　ほんとうにもう、夕顔は正しよう真しん正しよう銘めいのバカだ。


    　解放され、喉のどがひゅーひゅー言っている僕の前に夕顔は仁に王おう立ち。昔、萬ばんもこんなふうにされていたんだろうなと思うと、ほんのちょっとだけあのペットボトル野郎に同情した。


    「清玄さん……君のお父さんに、聞いたんだ」


    「……は？」


    「角かく田たに襲われたとき、君のお父さんが止めてくれたらしい。そのときに聞いた」


    　僕は正直に話した。夕顔はそれを聞いて──すさまじく不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。


    「……今日は止やめじゃ」


    「え？」


    「特訓中止。あたしは帰る」


    「ちょっと夕顔──おい！」


    　僕が止めようとしても、夕顔はさっさと道場を出ていってしまった。


    「まいったな……だから言いたくなかったのに」


    　床の上に座ったまま僕が言うと、レンズのなかからようやくカレンが出てくる。


    『やっぱりお父さんのこと、気にしてるね』


    「ああ、そうみたいだ──ってカレン」


    『ん？』


    「君は、この間、僕の感じる苦痛も分けあたえて欲しいとかなんとか言いながら、さっさと逃げたなー！」


    『……あ、それはまー、なんというか、ほら、なんだろうね!?　わっかんないなぁー』


    　すっとぼけた顔で口笛とか吹きだすカレン。


    「ほう、そういう態度に出るか……」


    『……晶しよう？　あ、雨あま野のさん？　なんか悪いこと考えてる人の顔ですよ？』


    「カレンくん、君に質問がある。地球防衛軍に入ってみる気はないか」


    　言うと、カレンの顔がさーっと青くなる。


    『ちょっと！　あの銀色のてかてかした服にしようっていうの!?　あれは恥ずかしいから止やめ、止めて、ちょっと！』


    



    



    　と、そんな頭の悪いやりとりをしたりしても日々は過ぎていく。


    　一度は不ふ機き嫌げんになった夕ゆう顔がおは、たまに物思いにふけるような顔をしていたものの、これまでと同じように僕と接した。


    　特訓のおかげで「現世への干渉イロード」ができるようになった。けれど、そこから先の進展はなかった。清せい玄げんの言葉を夕顔がいっしょに考えてくれるわけもなくて。


    　行きづまったかな……と思っていたのは木曜日まで。


    　事態が動きだすのなんて、いつだって唐とう突とつだ。


    　僕は、まさか金曜日に──すべての謎が一度に解決することになるとは思ってもいなかった。
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    　　　　　　　１


    



    　昼に降った雨のせいで、時計台は濡れていた。レンガ造りの直方体。高さは四階建てのビルと同じくらいだけれど、ビルに比べればよほど細く、大きめの柱くらいにも見える。金色の太陽を模した時計は、金属部分があちこち腐ふ食しよくしており、街灯の光を受けて鈍にぶく輝いている。


    　この市立公園は、周囲に住宅地も少ないため、夜になるとほとんど人ひと気けがなくなる。それだけに痴ち漢かんも多く出しゆつ没ぼつするらしく、夜には近づかないほうがいいという噂うわさ。


    　時計台の周囲は花か壇だん。ベンチは濡れていたので僕は立っていた。時刻は夜の七時四十分。花壇の向こうはなだらかな起き伏ふくのある芝しば生ふだから、見通しはいい。


    　夕ゆう顔がおには、来くる栖す家けの家庭教師が長引き、どうしても帰りが遅くなるとだけ連絡しておいた。


    「雨あま野の」


    　遠くから、こちらにやってくる堤つつみ葉は友ゆ先輩の姿。時計台の下で僕らは合流する。


    「遅かった？」


    「いえ、まだ時間前です」


    　答えると、そう、と言いながら堤先輩は自分の腕時計をじっと見た。焦あせり、不安、落ち着きのなさが見え隠れする。


    　約束の時間まであと二十分。僕らは待った。堤先輩はなにも言わなかった。


    『うー、そわそわする……』


    　カレンがつぶやいた。僕もそわそわしている。トイレを我慢しているような感じだ──と考えると、なにバカなこと言うのよ、とカレンににらまれた。考えが伝わってしまった。


    　そのとき、暗い鐘の音が響きわたった。


    　大きな寸ずん胴どうを、二回ほど転がしたような、音。時計台の鐘が鳴ったのだ。


    『八時』


    　カレンが言った、そのとき、背後に気配。


    　ふり返る──そこには、時計台のレンガ。


    「お待たせしました」


    　レンガのなかからツクヨミの声──じゃない。


    　時計台の反対側だ。はっとして、柱の向こうへ走りだそうとする堤先輩。そしてそれをあらかじめわかっていたかのように、


    「動かないでください。動けば、私も帰ります」


    　ツクヨミが言った。


    　立ち止まる。僕と先輩は顔を見合わせる。いつやってきたのか？　この時計台の背後にいるのは間違いない。けれど、どうして姿を見せない？


    「吉き良ら先輩……？」


    　やっと口を開いた堤つつみ先輩の声は、震えていた。もう、堤「先輩」の声じゃない。いなくなってしまった吉良「先輩」を見つけた「後輩」の声。


    「……そうです」


    　ツクヨミの返事を聞いた堤先輩は小さく洟はなをすすり、今にも泣きだしそうだった。


    「今まで……今の今まで、どこに行ってたんですか」


    「いろいろなところへ」


    「私、中央幹事長になったんです。あなたに憧あこがれてたから。知っていたでしょう？」


    「はい」


    「あなたが突然いなくなっても、私は──私が、中央幹事長になれば、吉良先輩が祝福しに来てくれるって信じてました。間抜けですよね……それに勝手だ、私。勝手に思いこんで、勝手に傷ついて」


    「勝手なのは私のほうです」


    「……まるで別人みたい。昔はそんなふうに話さなかった」


    　その言葉には、ツクヨミは返事をしなかった。


    「私、先輩とはわかりあえているって思ってたんです。私が先輩に憧れていることも先輩は知ってる、って。だから、いっぱい……ほんとうにいっぱいのことを、私に教えてくれたんですよね？　私がいずれ、中央幹事長に立候補するだろうって思って」


    　堤先輩の言葉があふれだす。思いが、あふれだしていく。


    「……はい」


    　小さな声。聞きとれるのがぎりぎりなほどの。けれどツクヨミは、はい、と言った。


    「顔を……見せて」


    「それはできません」


    「今までなにをしていたか教えて」


    「それも、できません」


    「これからも会えるんですよね」


    「それは……わかりません」


    「私、中央幹事長に、自分から望んでなった。でも、いつだって不安なんです。この仕事がうまく行くかな、みんな納得してくれるかな、教員会でこの企画が通らなかったらどうしよう、って……そんなとき、先輩がどうしてたか、思いだしながらがんばってるんです。そうしたら、そうしたら……そうしたら先輩が、そばで、励ましてくれてるような気がして！」


    　堤先輩が声をあげると、光が宙に散った。涙だった。


    「私の……一方的な、想いだったんですね……」


    　うなだれた堤つつみ先輩の、長い髪が表情を見えなくする。


    「……一方的で勝手なのは、私のほうです。堤くんの言うとおり、私は変わってしまった。だから姿を見せることもできません」


    「変わってたっていい……」


    「堤くん、私は」


    「変わってたって、先輩は先輩だもの！　お願いだから、お願いだから……私の目も見ないで、そんなふうに言わないで。そんなんじゃ納得できません！　『説得するときは、相手の顔を正面から見て話しなさい』って、先輩が教えてくれたことですよね……？」


    「────」


    　たたみかけるような堤先輩に、ツクヨミが言葉を失う。僕もカレンも、なにも言えずに、ただその場でふたりのやりとりを聞いているしかなかった。カレンが、ぎゅっと両手を握りしめている。心のなかで声援を送っているのだろう、堤先輩へ。


    　ややあってツクヨミが、言葉を紡つむぎだす。


    「私は……もう、そちらへは戻れないと考えています。どうやら雨あま野の晶しようも、堤くんには事情を言わなかったようですし──こうして会うことがなければきっと、堤くんが絶対に知らなかったような世界に私はいます」


    　それは──シ念の存在を知るかどうか、ということだろう。ツクヨミの気持ちをほんのすこし、理解できた。堤先輩をシ念に触れさせたくない、という。触れてしまえばトラブルに巻きこまれることもあるかもしれないから。ツクヨミなりの、不器用な思いやり──。


    「戻ってくることも……あるってことですか」


    「……堤くん」


    「揚あげ足あしとりじゃありません。そういう可能性もあるってことですよね？　先輩は、百パーセント不可能でなければ、いつだって挑戦してきました。それで護ご稜りよう高校の変わったところ、いっぱいあるじゃないですか……『おもしろそうだから、挑戦する価値はある』って……笑いながら……。私は、先輩が挑戦するにはおもしろくない存在ですか……？」


    　堤先輩は食い下がった。もし今ここで、ツクヨミとの接点が切れたら、今度こそほんとうに──二度と会えなくなるかもしれないと、感じているのだ。


    「……堤くん、私はこっちで、やりたいと思っていることがいくつかあります。人生をかけるのに、ふさわしいと思えることです。それが終わるのに──はたして終わるのかもわかりませんが、何年経つかもわかりません」


    「待ちます」


    「何年、じゃ済まないかもしれません。十年二十年……」


    「待ってます、私」


    　堤先輩は泣き顔で──びっくりするほどの笑顔をつくった。


    「先輩ががんばってるってわかるだけで、私もがんばれるから。先輩を想って待ちつづけることは、私にとって挑戦する価値があることだから」


    　それは、一いち途ずで強い想い──「恋」というものが、こんなにも人を強くするのだと僕は思った。僕の横ではカレンが口に手を当てている。僕に気づいて、額ひたいを僕の肩にぐっと押しあてる。涙をこらえようとしている。


    「……ふっ」


    　向こうで、ツクヨミの笑う声。


    「しかたありませんね……二年前のあなたの顔が思いうかびましたよ、今はっきり。待つことがおもしろいと言うのなら、止める理由もありません。次に会うのがいつかはわかりませんが──それまでせいぜい、私は死なないようにすることとしましょう」


    「定期的に連絡をください」


    「…………」


    「どんな形でもいい。あなたが無事だという証しよう拠こを残してください」


    　強い口調。頑がん固こで一歩も譲らない。中央幹事会で立てた企画が教員会で却きやつ下かされそうになると、粘ねばり強く交こう渉しようする先輩の姿と、それは似ていた。


    「……わかりました。まったく、相変わらず手のかかる後輩だ」


    「成長したでしょう？」


    「さあ、どうでしょうね」


    「よかった。大事なところではぐらかすのは二年前と同じ」


    「…………」


    　ツクヨミが沈黙する。堤つつみ先輩のほうが一枚上うわ手てだった。


    「雨あま野の晶しよう」


    　突然名前を呼ばれ、僕はぎくりとする。


    「なんだよ」


    「あなたには……とりあえず、感謝したほうがいいのかもしれません。けれど、私はあなたに借りをつくるつもりは毛頭ありません」


    「借りなんて要いらない。お前には期待していない」


    『……ちょっと、晶。この先輩の前で言い過ぎ』


    　僕は失言に気づいた。普段ツクヨミと対するときと同じように、ぶっきらぼうに話してしまった。堤先輩が驚いた顔でこちらを見ている。


    「借りを返す、ではありませんがひとつだけヒントをあげましょう」


    「ヒント？　なんのヒントだ──ですか」


    「ふふ。あなたは『生意気な後輩』という設定で今日のところはいいのではないでしょうか。ともかく──『赤と黒』。この言葉を忘れないことです」


    「『赤と黒』……？　それがいったい」


    「身に迫っている、危険ですよ」


    　僕はその瞬間、背筋が冷たくなった。ツクヨミがはっきりと「危険」と言った。シ念掃そう滅めつ機構が襲ってくるということか？　それとも別の──。


    「さて、それでは今日のところは私は去ります。……堤つつみくん。なにも連絡せずに姿を消したことはお詫びします」


    「いいです。こうして今日会えたから……時計台越しなのがいやですけど。昔みたいに謝ってくれたら許してあげます」


    　堤先輩が言うと、しばらくの沈黙のあと、


    「……す、すまん」


    　ツクヨミが言った。それを聞いて堤先輩の顔に笑顔が広がる。僕はふと、苦笑いしているツクヨミの顔を想像してみた。知らないほうがいい気がした。


    「雨あま野の晶しよう、次に会うときにはこうはいかないでしょう。あなたも──せいぜい、能力を失わないようにすることです」


    「……能力を」


    　失わない、だって？


    「あ──わかった」


    　この瞬間、ぴくん、と頭のなかのスイッチが入った。


    　それだったのだ。僕が抱いていた違和感の正体が、わかった。


    　能力を、失わない。


    　これと、能力を、奪われる。


    　このふたつは似て非なるものだ。


    　ツクヨミは以前、星せい稜りよう神社でこう言った。僕が、シ念掃滅機構は九く条じよう蘭らんをさらい、人体実験をするのかと聞いたときだ。


    　──人が意図的に使用するシ念を奪うことは、無理ですよ。短距離走の選手から走る能力だけを奪うことなんてできないでしょう？


    　シ念掃滅機構が能力者を襲うのは、シ念能力を奪うためではない。奪うことなんてできやしないとツクヨミが明言した。襲っているのは、シ念能力を使えないようにするためなのだ。


    　しかし、なぜ？　どうやってそれをする？


    「待て、ツクヨ──吉き良ら！　いったいどうやって──」


    「最後のヒントです。『ＦＭＱ‐９』。この言葉を、適切な人物にぶつけてみることです」


    「ＦＭ……なんだそれは」


    「それでは」


    　時計台の向こうで、足音が聞こえる。思わず走りだそうとした僕の手を堤先輩がつかんだ。


    「ダメ」


    「で、でも──」


    「吉き良ら先輩は、私たちが追ってこないって信用して、ああやって歩いて帰っていくんだよ。だから……私が、雨あま野のを信用してこれ以上質問しないように、吉良先輩も行かせてあげて」


    　その足音はゆっくりと、僕の耳の底に聞こえていた。これは別離の足音だ。僕らのほうへ、ぎりぎりまで歩みよってきた彼が、離れていく。「吉良朋とも衣い」から「ツクヨミ」へと戻っていく。ツクヨミは、堤つつみ先輩がこういう行動をとることをわかっていたのだろう。だから、こんなに近くまでやってきた。僕たちは……堤先輩をシ念のことに巻きこむわけにはいかないのだから。


    「……先輩、放してください」


    「ごめん。雨野にだって、事情があるのはわかる、でも」


    「はい。今日は先輩のために来たんです。問題ありません」


    『問題……問題あるでしょ！　どういうこと!?　ツクヨミは能力を奪えないことを知っていて、能力者を襲ったんだけど、それは能力を使わせないようにするためで──でもって「ＦＭＱ‐９」ってなに？　誰に聞けばいいの？』


    　カレンがわめきたてる。僕にだってわからないことばかりだ。ただこの話は、夕ゆう顔がおにしたほうがいい。「危険」とツクヨミは言った。夕顔の知恵を借りなければならない──。


    「先輩。今日はもう、帰りましょう」


    「うん、そうだね。……雨野、ほんとうに」


    「ありがとう、は、もう聞きました。あの一言だけで十分です」


    　僕が言うと先輩は驚いた顔で僕を見る。


    「……雨野」


    「はい」


    「あのね、これは予感だけど……もしかしたら来年の中央幹事長はあなたかもしれないね」


    「……はい？」


    　耳を疑った。中央幹事長？　僕が？


    「来年は、順当に行けば来くる栖すでしょう。それに僕は、そういう役職に向いていない……有あり体ていに言えば、学年でもっとも不向きな人間だと思いますよ」


    「ううん、大丈夫よ。吉良先輩だって雨野を認めてるみたいだった。それに私もそう。ふたりの中央幹事長が認めてるのよ？　あのね、来栖はきっと、あなたを中央幹事長にするつもりで中央幹事会にいるんだと思う。あの子はそういうところがあるから」


    「なっ──」


    　そんなこと、考えたこともなかった。来栖が僕を中央幹事会に引っぱりこんだのは、単に来栖の寂しさを紛まぎらわすためなんじゃないのか。


    「雨あま野の、あなたは冷静でとっつきにくいところがたしかにある。でもね、最近雰ふん囲い気きが変わった。あなたは頂点に立って旗を振る人間ではないと思う。だけど、みんなを上じよう手ずに動かしていくことは、これまで中央幹事長だった誰よりもうまくできると思うわ」


    「────」


    　それを聞いて、僕は和泉いずみ清せい玄げんの言葉を思いだした。


    　──それだけの人間を動かせるのは、君の魅力じゃねえのか。俺はそう思う。たとえ全員の思惑が違ったって、人間を動かすことができるのは才能だ。


    「ね、だから、考えておいて？　それじゃあ、私は帰る──」


    　身を翻ひるがえした先輩の背中に、僕は言う。


    「先輩、夜だから──大丈夫ですか」


    「平気。お父さんの運転手に迎えに来てもらってるから」


    　……お父さんの運転手？


    『うわ、ブルジョワ発言！』


    　にこやかに手を振ると、小走りに堤つつみ先輩は去っていく。僕は突然突きつけられた「中央幹事長」という言葉の衝撃から、まだ抜けきらない。


    『それで……晶しよう、どうするの？』


    「そんなすぐに決められないよ……僕が中央幹事長なんて」


    『ちっがうわよ、バカ！』


    　カレンに頭をすぱーんと叩かれる。


    『ツクヨミの言ってたこと！　あなたが中央幹事長だか中央線快速だか中央情報局だかわからないけど、今、目の前に「危険」があるんでしょ？　「赤と黒」、それに、「ＦＭＱ‐９」って言葉！』


    「あ、ああ……そうだった。それを夕ゆう顔がおに話さないと──」


    　と言いかけたところだった。


    「あたしに、なにを話すのかの？」


    　背後から、声。


    　ぎくりとしてふり返ったそこに──ジャージ姿の少女。


    　夕顔が腕組みをして立っていた。まったく、笑っていなかった。


    



    　　　　　　　２


    



    「雨野の様子がおかしいのはわかっておったからのう……それで見に来てみれば、これか。中央幹事長とツクヨミに接点があったことは知らんかった。雨野はそんな大事なことをあたしに教えてくれなかったのか」


    「夕ゆう顔がお、これは……」


    「カレンもカレンじゃ。ふたりでこそこそと、あたしは、あまりそういうのが好きではない」


    　言われたカレンもあわてて口を開く。


    『ごめんね、説明しなかったのは悪いと思う。でもそれはあなたにあまり心配をかけたくなかったからよ。夕顔が大変なのはわかってたし……それで言わなかったの』


    「カレンの言うとおりだよ。それに、今から夕顔に全部話そうと思っていたことだし」


    「…………」


    　僕らが必死に弁明すると、夕顔は納得したのか、していないのか、


    「とりあえず、話を聞こうぞ」


    　と言った。


    



    



    　ツクヨミの本名が吉き良ら朋とも衣いと言い、護ご稜りよう高校の中央幹事長だったこと。そして吉良伶れいが僕にツクヨミ説得の話を持ちかけてきて、そちらは失敗したものの、結果的に堤つつみ先輩とツクヨミを引きあわせることになった経緯いきさつを話した。


    「『赤と黒』に『ＦＭＱ‐９』？　両方とも知らぬのう……」


    　話を終えると、夕顔はそうつぶやいて首をかしげた。


    「じゃが、ツクヨミが言ったということは、それなりに重要なことかもしれぬの」


    　ようやく機き嫌げんが直った夕顔を見て、僕もカレンも安あん堵どのため息。


    「それじゃ、誰に聞いたらいいかな」


    『夕顔のお父さん？』


    「……あのバカ親おや父じはダメじゃ」


    　夕顔は即座に否定した。


    　置いていかれたこと、そして、夕顔は自分がかつて父に吐いた言葉への後悔がまだ胸につっかえている……。


    「夕顔の知りあいで誰かいないのか」


    「あたしの知りあいではないが……雨あま野のやカレンの知りあいでひとり、心当たりがあろうの」


    「僕らの？」


    　僕とカレンが顔を見合わせる。そして、ひとりの名前を思いつく。


    「吉良伶、か……」


    　彼女なら、知っていてもおかしくはない。彼女が所属している、官かん僚りようたちの結成した組織、壬じん戌じゆつの情報網はかなり広い。


    「でも今この時間にどうやって連絡をとったらいいかわからないし、僕はどうもあの人が」


    　苦手、と言う前に、


    「その木の陰に隠れておるんじゃろ？　出てきてはどうかのー」


    　夕ゆう顔がおがいきなり声をあげた。


    　ぎょっとして僕とカレンがふり返ると、花か壇だんの向こう、木の陰からひとりの女性が現れる。


    「……いつから気づいてたの？」


    　それはたしかに吉き良ら伶れい本人だった。


    「そんな素人しろうと丸出しの隠れ方じゃと、すぐにバレるぞ。得てして尾行している者は自分自身が尾行されていることに気づかぬものでもあるからの」


    『尾行!?』


    　吉良は、歩道をこちらへとゆっくり歩いてくる。


    「そうなるかしら。雨あま野のくん、あなたがツクヨミとの接触でなにかをつかんだだろうことは見当がついていたしね。ツクヨミが動いたっていう連絡が今日部下からあったから、あなたと接触するんじゃないかと思ったのよ」


    　僕らの正面に立つと、うっすらと笑みを浮かべる。


    「あなたにはやはり、見所があるわ。ツクヨミにあそこまで心情を吐と露ろさせたのはあなたが初めてだもの」


    「……あれは、僕じゃなくて堤つつみ先輩が」


    「自分の力じゃ足りないから、あの少女と引きあわせた。それはあなたの功績よ。私の下で働いてみる気はない？」


    「冗談じゃありません。僕は……あなたのためではなく、自分にとって大事な先輩のために行動しただけですから」


    「ふふ」


    　相変わらず、表情を隠して笑う吉良。


    「あなたが吉良さんですかの」


    「あなたが和泉いずみ夕顔ね。すべてのシ念を切り裂くと言われる『黄金の爪ゴールデン・クロウ』の持ち主にして、ＷＣＯ総合ランクＡＡダブルエーの和泉清せい玄げんの娘」


    「なっ……」


    　僕は思いがけない言葉に驚いた。


    　和泉清玄のランクがＡＡダブルエーだって？　ＡＡダブルエーは世界に五人しかいないんじゃないのか？　それにランクＡＡダブルエーだったら、ハロルドと同程度の力量──。


    （そうか──だからこそ星せい詠えい会かいなんてものが、清玄を中心にできたのか）


    『どういうこと？』


    （みんな、ハロルドが日本に来たことを知っている。ハロルドと戦えるのは、同じランクの人間だけ……）


    　僕とカレンが考えのやりとりをしているそばで、夕顔と吉良の会話が続く。


    「『赤と黒』、『ＦＭＱ‐９』、このふたつをあなたなら知ってるんじゃないですかの」


    「……それを私が知っているとして、あなたに教えるわけにはいかないわ」


    　試ためすように微笑わらう吉き良ら。


    「ふむ、知らないのではしかたないの。壬じん戌じゆつの情報網もたかが知れておるの」


    「安い挑発ね。『ＦＭＱ‐９』は、あなたが知らないことのほうが不思議だわ。お父様に聞かなかったの？」


    　また清せい玄げんのことを言われ、夕ゆう顔がおがむっとした顔をする。


    「……まあ、雨あま野のくんががんばってくれたぶんは話してあげようかしら。『ＦＭＱ‐９』は、薬の名前よ」


    「薬？」


    　聞きかえす僕に、吉良がうなずく。


    「中毒症状を緩かん和わするような薬品だったわ。その薬品は、シ念掃そう滅めつ機構が設立した研究所で研究が進められていた。シ念能力の使用による肉体への反動を、中毒症状と近いものだと考えていたようね。それを緩和するもの……でもあの薬は失敗だったみたい。その後、使われたという話は聞かないもの」


    「失敗？」


    　つまり「ＦＭＱ‐９」は、シ念能力の反動を弱める働きがあり、それを目指して研究された。けれど吉良が言うには、すでに研究は頓とん挫ざしているようだ。それもそうだ。そんな薬があるのなら、一週間前の新月、ツクヨミが泥でい酔すいすることでシ念の反動を紛まぎらわせた必要もない。


    　ツクヨミは、開発に失敗した薬の話を僕にしたのか？　いや、わざわざ言うくらいだ。もう、完成している……？


    　いや──違う、もうひとつ可能性がある。


    　ほかの使い道を考えたということか？


    『ほかの使い道？』


    　カレンに、僕はうなずく。


    「吉良さん、これは仮定でしかないのだけど……ひょっとしたら薬は完成しているんじゃないですか？」


    「え？」


    「シ念能力と反動は、表ひよう裏り一体の関係です。力が強くなれば反動も強くなる。シ念掃滅機構は『ＦＭＱ‐９』に別の用途を発見したんだ。反動を抑えるんだから、裏を返すと」


    　僕は言った。


    「シ念能力を奪うことができる」


    　それは推測に過ぎない。だけれども裏付けとなる出来事はある。


    　あぜんとする夕顔と吉良。ああ、吉良もこんな顔ができるのだと思った。


    『どういうこと？』


    　そしてひとり、なにがなんだかよくわかっていない顔のカレン。


    「そ、そうじゃ、そういうことか、雨あま野の。『ＦＭＱ‐９』が神経に作用する薬だとすると、その影響で、能力を失った人間がぼんやりと無気力になってしまうと！」


    「おそらく。だから襲われた能力者は気絶させられ、薬を服のませられた。外傷は残らない。そうだ──吉き良らさん、『ＦＭＱ‐９』は赤と黒の錠じよう剤ざいだったりするんじゃないですか？」


    「い、いいえ、色のことは知らないけど……」


    　壬じん戌じゆつもまだ、シ念能力者の能力が奪われる──喪そう失しつする事件の、直接の原因がつかめていなかったのだ。こめかみに手のひらを当てて、吉良が必死になにかを考えている。


    「色は……違ったはずね。『ＦＭＱ‐９』はたしか液体だったと……注射かなにかで」


    「そう、ですか……うん、それもそうか」


    　そもそもツクヨミが、「赤と黒」とだけ言えば事足りるヒントを、別の言葉「ＦＭＱ‐９」と補足する意味もない。「赤と黒」は、この件とは別なのだ。


    　しかしツクヨミの残したヒントによって（ツクヨミのヒントというのが癪しやくだけれど）、すこしずついろいろなものが見えてきた。「赤と黒」という言葉の真意も解かなければならない。


    　ツクヨミは「危険」が迫っている、と言ったのだ。


    　あともうすこしで──全ぜん貌ぼうが見えてくるのではないか、とふとそんなふうに思えた。


    『ねぇねぇ、「赤と黒」って小説なかったっけ？』


    「そうじゃ。授業で習ったような気がするのう」


    「授業？」


    　カレンの声が聞こえない吉良が、怪け訝げんな顔をする。


    「『赤と黒』の話ですよ。ツクヨミが……最後に口にしたヒントのひとつ。あなたも聞いていたでしょう」


    「ああ……フランスの作家、スタンダールが書いた小説ね。昔読んだわ。主人公ジュリアンは、かつてのフランス皇帝ナポレオン・ボナパルトに心しん酔すいしている男。生まれが貧しい家だったせいもあって彼は軍人に憧あこがれていたのだけれど、実際になったのは僧そう侶りよだった」


    　僕はうなずく。


    「僧侶は黒の衣服が正装。一方軍人の正装は赤、だから『赤と黒』。ジュリアンは僧侶として生きていくべきか、軍人になるべきか迷いながら、フランス貴族の社交界で生活していく」


    『へぇ』


    「フランスにシ念掃そう滅めつ機構なんてあるのかな？」


    　ふと思いつきで聞いてみると、


    「単純ね、雨野くん。パリに支部があるけど、そんなに単純なことではないでしょう」


    「まあそうですね……」


    「じゃあフランス人のシ念能力者とかかの？」


    　ハロルドがイギリス人だったことを僕は思いだした。


    「それだとわざわざ作品名で『赤と黒』と指定した意味がなくなるわ」


    「ジュリアンという名前だったり、軍人と僧そう侶りよの組みあわせの能力者だったりするとか？」


    「聞いたこともないのう」


    「ないわ」


    『ないわね』


    　ちょっと待てカレン、なぜ君まで。


    「ツクヨミが雨あま野のに言ったんじゃろ？　であればブラフではないかのー。雨野がフランス語が話せるわけでもあるまいし」


    「そりゃ、まあ……でもツクヨミだって話せるとも思えないけど」


    『それじゃあさ、「赤と黒」って、フランス語でなんていうの？』


    　カレンに、僕は答える。


    「ルージュ赤・エと・ノワール黒だ」


    　フランス語が話せなくても、それくらいは知っていた。だからといって、この程度の知識が役に立つとは思えなかったけれど。


    「ルージュ、ノワール……」


    　けれど──吉き良らが反応した。


    「そっか、こんな、こんなに単純なことだったのね……」


    「知っとるのか!?」


    「ええ、ふたり組のシ念能力者よ。ひとりがルージュ、もうひとりがノワール」


    　僕らは視線を交わす。


    「ひょっとして正解ビンゴ、か……？」


    『そう、かも』


    「くわしく教えてください！」


    　迫る僕をなだめるように、吉良は両手を広げる。


    「ＷＣＯの能力者だから詳細はまだわからないわ。ただ、男女のペアで行動していて……ええ、と、そうそう、髪の色」


    　吉良は、人差し指をぴん、と立てた。


    「赤い髪の男と、黒い長髪の女のふたり組ね」


    



    　　　　　　　３


    



    　この瞬間、僕と夕ゆう顔がお、それにカレンはまったく同じことを考えた。


    「高たか木ぎのことじゃないか」


    「高木……か？」


    『高木って人！』


    　僕らが叫んだのを見て吉き良らが目を丸くする。


    　目の前に思いうかぶのは、赤い髪の毛、スタジアムジャンパーを着た彼。彼の近くには、黒髪の女もいた。


    　でも、ほんとうにそうなのか？　気の弱そうな高木の顔を思いだす。夕ゆう顔がおに言われて弁当を買ってきたりしていた。


    「夕顔、彼は神しん道とうの関係者なんだろ？　だから星せい詠えい会かいにも入った」


    「そのはず、じゃ……が、あたしの直接の知りあいではない。全国から能力者が集まってきて、混乱しておったところへ紛まぎれこんでいたとしても不思議ではない……」


    『黒髪の女の人も？』


    「う、うむ、高木が連れてきたんじゃが……てっきり角かく田たや別の神道系列じゃと……それに、あやつは能力が奪われた、と」


    「夕顔、それだ──それこそが、高木がうそをついていた証しよう拠こだ」


    　僕はようやく気がついた。


    「シ念能力を『ＦＭＱ‐９』で失ったのだとすると、彼はどうして無気力状態に陥おちいっていないんだ？　彼は今でも能力が使える、あるいは最初から能力を持っていない。いずれにせよ、ＷＣＯに襲われたのではないことはたしかだ」


    「くぅ……」


    　夕顔が唇を嚙かんだ。悔しいのだろう。シ念掃そう滅めつ機構に襲われた仲間同士で結束しようとしていたそこに、ほかならぬシ念掃滅機構の人間が紛れこんでいたのだから。


    「今のところ、彼らがルージュとノワールである可能性は百パーセントとは言えない。でも、ほとんど黒に近い灰色だ」


    『ね、ねぇ、あのふたりって今どこにいるの？』


    「どこにってそれは──」


    　僕は気がつく。


    「夕顔、すぐに君のお父さんに連絡を！　高木がシ念掃滅機構の内通者だとしたら、星詠会の居場所を機構に教えている可能性がある。君は、清せい玄げんさんの居場所を聞いたんだろ？」


    「それが──」


    　夕顔は浮かない顔で言った。シ念能力者の知りあいから聞いた清玄の居場所に関する情報は誤あやまっていた、と。正確にはその場所に清玄はいたらしいけれど、すでに引きはらって移動していた。


    「電話も通じぬ。毎日かけてみても通じぬのじゃ」


    　毎日──夕ゆう顔がおは、毎日清せい玄げんに電話をかけていたのか。


    　夕顔は、拒絶されていると思いながらも電話をかけていたのだ。初めて知る、夕顔の、あまりにもけなげな一面。


    「説明してちょうだい。どういうことかしら」


    　僕らのやりとりを横で見ていた吉き良らが言う。


    　一瞬迷ったのち、僕は吉良に高たか木ぎのことを説明した。知ってもらったほうがいい。今の脅きよう威いは壬じん戌じゆつではなく、シ念掃そう滅めつ機構なのだから。


    「なんですって──なるほど、そういうことね。和泉いずみ清玄につけていた部下からはそんな報告はなかったけど、それはルージュとノワールがあなたたちのほうにいたからね」


    「ちょっと待ってください、夕顔のお父さんの居場所を──ご存じなんですか」


    「ええ、居場所は把は握あくしているわ。谷間の、とある村に星せい詠えい会かいの本ほん拠きよ地はある。携帯電話が通じないようなところで、衛星電話を使って全国のシ念能力者と連絡をとっているようね」


    「携帯電話が、通じぬ……」


    　吉良の言葉を呆ぼう然ぜんとつぶやく夕顔。電波が届かなかった不安が、わずかに解消されたのだろうか。


    「そこの、電話の番号は」


    「聞いてどうするの？」


    「決まってるでしょう！　シ念掃滅機構のシ念能力者が、素知らぬふりで星詠会に紛まぎれこんでいるんですよ。ツクヨミははっきりと『危険』と言いました。であれば、高木──ルージュとノワールのふたりが、なにかしでかそうとしているのは間違いない。吉良さん、あなたの部下はまだその村に──」


    　吉良は首を横に振る。そして苦々しげな表情で、


    「残念だけど、もう撤収してる。壬戌だって無む尽じん蔵ぞうに人手があるわけではないのよ」


    「そうじゃ、警察なら電話番号を調べられるじゃろう？」


    「ＮＴＴやそのほか通信事業者に番号を照会できる権限が警察には与えられている。でも、難しいわね。衛星電話だと、契けい約やく者が誰かもわからないし」


    「それなら、その村の警察に連絡して……」


    「事件も起きていないのに、地元警察なんて動かせるわけがないじゃない。それにシ念のことをどう説明するのよ」


    　聞いて、夕顔が肩を落とす。


    　夕顔は──ほんとうのところは、今でも父親を許せないだろうし、どうやって接していいかもわかっていないはずだ。でも今は、父のことが心配で心配でしかたないのだ。


    「その村の名前は？」


    　僕が聞くと、吉良はその地名を言った。首都圏。一応。だけれども首都圏の一番端のほうだ。ローカル線がようやく村の一部をかすめるようなところ。


    『晶しよう……あなた、そこに行くつもりなの？』


    　僕の考えを読んだカレンが言った。


    「……夕ゆう顔がお、君はどうしたい？」


    　それには答えず、僕は夕顔にたずねた。


    「高たか木ぎは都心を離れて星せい詠えい会かいの本ほん拠きよ地ちに向かったようだ。ということは……近いうちになんらかの行動を起こす可能性がある。それが、ＷＣＯによる襲撃なのか、別のことなのかはわからないけど。……君は、どうしたい？　選択肢はふたつ。ひとつは、見て見ぬふりをすること。あれほど強い君のお父さんなら、ちょっとやそっとのことでは負けないだろう。もうひとつは、カレンが言ったとおり、直接清せい玄げんさんのところへ向かうこと。高木と遭遇する危険もあるし、なにより」


    　僕は夕顔の目を見る。戸惑う瞳を。


    「君が星詠会に積極的に参加したいという意思表示になるんじゃないか？　それに僕は思うんだ。これは、君と、君のお父さんとをつなげる……」


    「……雨あま野の」


    　夕顔は、ぽつりと言った。


    「あたしは……」


    　迷っている。視線が揺れる。その視線は、やがて一点で止まった。


    「……行く。行かねばならぬ、と思う……」


    　夕顔は、左手を見つめていた。左手は夕顔の武器だ。たったひとつの武器。


    「あのバカ親おや父じに、あたしがいかに優れた娘であるかをわからせてやらぬと……のう？」


    　笑ってみせたその顔は、無理をしている笑顔だった。


    　無理にでも迷いを断ちきろうと、しているのだ。


    　かつて、大好きだった母親を追いつめた父。母親の幻影を見てしまった娘。幻影をうち砕いた父。とりかえしのつかない言葉をぶつけてしまった娘。


    　迷いを断ちきって進んだ先に、なにがある？


    　わからない。だけれど夕顔は、夕顔にしかできないことをしようとしている。


    「……しかたないわね」


    　吉き良らが、ため息混じりに言う。


    「ついてきなさい──送ってあげる。車が必要でしょう」


    　そして、きびすを返して歩きだした。


    　僕と夕顔は顔を見合わせ──吉良のあとを追った。


    



    



    　僕と夕ゆう顔がおは吉き良らの車の後部座席にいた。カレンは助手席にちゃっかりいるのだけれど、吉良はそれに気づいていないだろう。


    　自動車が走りだして十分ほどしたころ、雨が降りはじめた。


    「ルージュとノワールの能力は、どんなものか知っているんですか」


    　僕がたずねると、吉良は「わからないわ」と言った。


    「高たか木ぎが能力者なら、星せい稜りよう神社の裏手で角かく田たを攻撃したシ念能力者は、高木なんじゃないかと思います」


    「星稜神社で？」


    　興味深そうな吉良の顔が、ルームミラー越しに見えた。僕は星稜神社で襲われたことについて話をした。


    「すごく濃い霧きりを発生させていました。それで、相手が見えないところで攻撃をする」


    『霧だけじゃなくて、シ念もあったみたいだったけどなぁ』


    　カレンが思いだすように首をひねる。


    「……それはちょっと妙ね」


    「妙？」


    「霧のようなシ念なら、拡散しているということね？　相手を攻撃するなら、シ念を固める必要がある。シ念が現世に干渉イロードしているなら、気体と固体の両方を存在させなきゃいけないわけでしょう。中間の液体はどこにいったの？」


    　僕はうなずいた。シ念は特殊な力だということは理解しているし、現実世界じゃ考えられないような現象を起こす。けれど、現世に関わりがあることについては、既き存そんの物理法則から逃のがれられないのだ。それは、シ念が鏡越しにも視みえたことからもわかる。


    　その横では夕顔が、話を聞いているのかいないのかわからない顔で、後部座席の窓から外を眺めている。嫌いな雨を眺めている。外の闇に、夕顔の憂うれい顔が映る。


    「そうか……液体はあったんだ。角田たちがやられたとき、走りだした僕の足が水たまりを踏んだ。それは雨あがりのせいかとも思っていたけど、シ念のせいかもしれない」


    「……寒かった？　そのとき」


    　吉良の質問が一瞬理解できなかったが、


    「え？　あ……そうか。いえ、寒くなかった。じゃあ違うってことか……」


    『なに？　なになに？　なにふたりで理解しちゃってるの？』


    「うん。もし、気体、液体、固体と変化させられるシ念だった場合、気体である霧、液体である水たまりはそろっている。でも、固体はないんだ」


    『その固体で攻撃したんじゃないの？』


    「水を固体にするには摂氏〇度以下にしなくちゃいけない。あのときは、そんなに寒くもなかった……」


    　説明すると、カレンがしょんぼりしてうなだれた。


    「──夜や木ぎ坂ざか恋れんのシ念と話をしているの？」


    「ええ、まあ」


    　あなたの隣となりにいますよ、とは言わないでおく。視みえない人にとっては、幽ゆう霊れいのように不気味な存在だろうし。


    「どうも……話を聞く限りでは、夜木坂恋のシ念は特別のようね」


    「特別？」


    「人格がすべてそのまま遺のこっているんでしょう。そういうシ念はごく稀まれ……というより私は聞いたことがない。部分的に遺っているケースもあると言えばあるけれど──」


    　吉き良らは言う。シ念は誰かの強い思い。だからこそ、思いは純粋化され、この世に遺る。そこに人格はほとんど必要とされない。感情や思想は、目的にとって不純物なのだ。


    「ま、いいわ。所しよ詮せんシ念はシ念」


    　と、吉良が言うと、助手席のカレンが、べーっと舌を出した。それを教えるのはとりあえず止やめておこう。


    「とにかく、敵の能力については不明が多い、ということか……」


    『うーん。せっかく謎が解けたと思ったのにねぇ』


    「いや、半分は解けているんだ。可能性はふたつに絞られたんだから、仮説の失敗はそう悪いことじゃない」


    『ふたつ？』


    「可能性がふたつって？」


    　聞きかえしてくるふたりに、僕は言った。


    「ひとつは、高たか木ぎが二種類以上のシ念を使える男である可能性。──吉良さん、高木……ルージュのＷＣＯ総合ランクなり壬じん戌じゆつのランクなり、格付けはどうなってますか？」


    「……未確定だったと思う。ＷＣＯのほうはわからないわ。ルージュとノワールについては、所属はそれなりに古いみたいだけど壬戌も最近情報をつかんだばかりだから。でも、ＢＢＢトリプルビー以上だったら噂うわさが噂を呼んであっという間に話が広まるから、高くてＢＢダブルビーってところ。それに、格付けなんだけど」


    　シ念掃そう滅めつ機構の定めるランキング認定基準には、三十二種類の審査項目があるという。それぞれ十段階で評価され、一から十までの点数をつけられる。


    　三十点ずつの刻みでランクが変わるのだけれど、二種類以上のシ念能力がある場合はそれぞれの点数が加算されるため、単一の能力しか持たない人間よりはるかに高い点数がつくのだそうだ。


    「それだけ、複数の能力所持者っていうのは少ないのよ。だから二種類以上のシ念能力者ではないと思う。和泉いずみ清せい玄げんだって一種類しか持っていない。でも、ひとつしか能力を持たないのにＡＡダブルエーというのはそれだけすごいわけでもあるんだけどね。すべてを切り裂く『黄金の爪ゴールデン・クロウ』。最近はもう活動していない──」


    「知れておる」


    　いきなり夕ゆう顔がおが口を開いた。おそらく、「和泉いずみ清せい玄げん」という名前に反応して。


    「雨あま野のの言う、ふたつのうちもう片方の可能性はもう、知れておる。ルージュとノワールのふたり組が角かく田たを攻撃した、ということじゃろう。霧きりを作りだす者、それに乗じて攻撃する者。そう考えるのが一番すっきりする」


    「ああ……なさそうな可能性をつぶしていけば、ありそうな解答にたどり着く。驚きは少ないけれど、でも、答えを知るには踏まなくちゃいけない手順」


    「じゃから、もうその話は止やめじゃ」


    　夕顔はそう言うと、再度窓から外を見つめた。


    　夕顔の母──母だと、夕顔が言いはったシ念は、清玄がその手で破壊したのだ。それはきっと「黄金の爪ゴールデン・クロウ」で。


    　──あたしは雨が嫌いじゃ。


    　と言っていた夕顔。窓の外は、闇のなか、雨が降りつづけている。


    　目的地である村に着いたときには、時刻は夜の十一時を回っていた。


    



    　　　　　　　４


    



    　村、というより集落ほどの入り口に、鉄のポールが立っていた。これ以上は自動車で通行できない。


    　ビニール傘が二本。カレンがレンズから出てきて、僕の傘にいっしょに入る。


    　頭上には村の入り口を示すらしいアーチがかかっているが、人ひと気けのない路地、明かりも少ないところではまるで廃はい墟きよへの入り口に見える。


    「吉き良らさん……一応、言っておきます。ありがとうございました」


    「あなたのお礼はいつも『一応』がつくのね」


    　運転席のパワーウインドウを半分ほど下ろして吉良が言う。


    「……雨野くん」


    「はい」


    「…………」


    「……吉良さん？」


    　黙りこくったままの吉良。眉み間けんに深いしわが刻まれている。


    「どうしてかしら」


    「はい？」


    「どうしてルージュとノワールはこんなまどろっこしいことをするの？　シ念掃そう滅めつ機構が星せい詠えい会かいを攻撃する理由はなに？　そもそも、能力者たちのシ念を使えなくすることの意味は？」


    「それは──」


    　その部分は僕も疑問に思っていた。ひとつ謎が解決するとまた現れる新たな疑念。


    「……ちょっと考えてみる価値がありそうね。私は、やつらの狙ねらいは全然違うところにあると考えてる」


    「全然違うところ……」


    「でも今は、行きなさい。あの子のことが大事なんでしょう」


    　吉き良らはちらりと夕ゆう顔がおを見た。夕顔はすこし離れたところで、鉄製のアーチを見上げていた。吉良の言うとおり、今は僕もカレンも、夕顔のために行動してやろうという気持ちになっていたのだ。


    「……あなたが、他人の思いやりを理解できるとは思っていませんでした」


    　僕が言うと、吉良は皮肉っぽく笑う。


    「雨あま野のくん、思いやりというものは、相手に気づかれないほうがいいのよ」


    　吉良らしくない言葉に僕は驚いた。この人はもっと冷徹で、感情を押し殺して生きているのだと思っていたから。


    「──ひょっとして、あなたは萬ばんの見舞いにも」


    「起きて、へらへらしてる顔を見たら殴ってしまいそうだから、寝ているうちに行ってきたわよ。ま、部下の場合は『気を遣っている』ことも見せないといけないから、上じよう司しとしてはいまいちの行動だったかも。……ほら、行きなさい」


    　照れかくしのように、吉良は手を振った。


    「はい。それじゃ──」


    　吉良の車が去ると、辺りはさらにひっそりとした。


    　温泉が出る村だという。けれどこの辺りは二年後に竣しゆん工こう予定のダム区画内にあるため、ダムができれば水の底に沈む。


    「店なりなんなり、開いているところがないか探してみようぞ」


    　夕顔が歩きだした。雨が、ビニール傘に当たって弾はじけている。


    　緩ゆるやかな坂道。入ってすぐの美容室の看板は色あせていて、人の住む気配はない。ゴミ捨て場も閉へい鎖さされている。小川の上に架かるコンクリートの橋は、半分崩れていた。ひょっとしたら廃村なのではないか。


    　ダム建設のイメージ看板は、イラストが色鮮やかに描かれていてやけに現実感がなかった。


    「……あの吉良という女と、なにを話しておった？」


    「ルージュとノワールの目的……ひいてはＷＣＯがいったいなにをしようとしているのかがわからない、とかそういったことかな」


    　思いやり云々うんぬんは、話さないほうがいいと思った。


    「雨あま野のは……」


    「うん」


    「……いや、なんでもない」


    　夕ゆう顔がおは僕から顔を背そむけて歩きだす。


    『……ねえ、晶しよう』


    　僕の耳元でカレンが言う。


    『ちょっと夕顔の様子、変よね』


    「ああ」


    『やっぱり晶のこと怒ってるんじゃない？　ツクヨミのこと黙ってたし』


    「ああ。……思いやりを相手に気づかせない、か。難しいな。僕は夕顔にツクヨミのことを言わないのが思いやりだと思ってた。夕顔は父親のことでいっぱいいっぱいだったろうし。でも僕らがちゃんと話をするのは、とりあえず清せい玄げんさんに話をしてから……」


    「これ、雨野」


    　前を行く夕顔がふり返る。温泉街の地図が描かれた看板の前に夕顔はいた。


    「温泉宿がこの奥にあるようじゃ。そこならこの時間でも開いているかもしれぬ」


    　と指さした。


    　声はいつもどおりだった。でも、わずかに引きつったような横顔。


    　その宿は、坂の上のほうに固まっていた。ここからさらに歩かなければいけない。僕らは人ひと気けのない坂道を歩いていく。村の中央らしき大きな十字路で、僕らは立ち止まる。


    『あいつら──』


    　白い外灯が四本立っている。十字路の中央には両手を空に掲かかげている少女の銅像。白々としたタイル張りの地面に立つ、ふたりの姿。


    「夕顔さん、どうしてこんなところに来たッスか？」


    　傘の下で笑顔を絶やさない高たか木ぎ。


    「…………」


    　にこりともしない黒髪の女。


    　夕顔は傘を投げすてる。


    「ルージュとノワールじゃな？」


    　ふたりの表情が一瞬で硬化する。


    　それは、僕らの推測が正しかったことを証明するのに、十分過ぎる反応だった。


    



    



    「跳べ！」


    　夕ゆう顔がおが怒声をあげた。僕もビニール傘を放りすてる。横にごろごろと転がる。僕らのいたところを駈けぬけていく──駈けぬけていったような気がする。


    『シ念──人型、みたいな』


    　カレンが短く言った。


    「まずいッスねえ。夕顔さんがここに来る予定はなかったッスけど」


    　高たか木ぎはぼりぼりと頭をかく。


    「なにが目的じゃ。シ念掃そう滅めつ機構をここに呼ぶ気か」


    「いやー、『黄金の爪ゴールデン・クロウ』がいるところに兵隊投入するほど頭悪くないッスよ。俺たちの作戦はほとんど成功してたんスけどねえ……」


    「作戦じゃと？」


    「あー、さすがにこれ以上は言えねえッス」


    「ならば話す気になってもらうしかなかろうの」


    　夕顔は重心を低くし、指先の露ろ出しゆつする革手袋を左手にはめた。


    「……夕顔」


    　僕はその背中に小声で話しかけた。


    「危険だ。相手はふたりいる。ここは逃げながら星せい詠えい会かいの人間を捜したほうがいい」


    「ふっ」


    　僕のほうを見ずに、夕顔は鼻で笑う。


    「高木の力は知れておる。ふたりくらいすぐさま片づけてくれる」


    「なっ──」


    　予想していなかった、答え。あまりにも強気な発言。


    『夕顔、晶しようが言うことが正しいよ。無茶しないで』


    「カレンまでなにを言う。高木くらい、すぐに倒してやろうぞ。あのふたりをとっつかまえて、バカ親おや父じめ、自分がどれだけ危険な状態だったかあたしが思いしらせてくれる」


    「夕顔、君は」


    「ええい、くどい！　行くぞ！」


    　握手を求めるようにすぅっと左手を差しだす。そしてそのまま地を蹴けって走りだした。


    「夕顔っ！」


    　焦あせっている。夕顔は焦りすぎている。


    　清せい玄げんの鼻をあかしてやりたいのか？　それとも、自分が戦える存在であることをアピールしようとしている？　それとも、父に対する贖しよく罪ざい？　あるいはその全部？


    　夕顔は雨をかいくぐり、一瞬にして高木の懐ふところに飛びこむ。


    「こりゃ──さすが『左腕の格闘士レフテイ・グラツプラー』」


    「その呼び名止やめっ！」


    　夕ゆう顔がおの身体が反転し、その勢いのまま腰から左手が突きだされる。


    「『操り人形パペツト』」


    　つぶやいた高たか木ぎの正面に、僕は揺らぎを見た。雨が弾はじかれたのだ。シ念が登場したと気がついた。夕顔の左手は高木の顔に迫るが、なにか透明の物体に阻はばまれて、止まる。衝突音。肉と肉のぶつかるくぐもった音だ。


    「そうか、夕顔さんのランクはＣシングルシーだったッスねえ。そんなら現世に干渉イロードしたほうが戦いやすいか」


    「夕顔、戻れっ！」


    　高木の正面──いや、高木を囲むように人影が現れる。


    　人……いや、人のような形をしたなにか、だ。


    　首がないが、右腕が三本ある者。足だけがその場に立っている者。背中合わせに張りついた者。シ念──これが高木の能力なのか。


    「『跋扈する操り人形マスター・オブ・パペツト』──これが俺の能力ッスよ」


    　反射的に背後に跳ぼうとする夕顔。その右手をつかむ人形。


    『夕顔っ！』


    　しかし夕顔は、逃げるどころか人形を引きよせるや、左手を腹に叩きつけた。夕顔の右手を握る手だけを残し、ちぎれた人形の身体が飛んでいく。


    「うわ、すげえ、馬鹿力ッスね……」


    「お人形遊びは小学校といっしょに卒業したんじゃよ」


    「やっぱりひとりじゃ無理か」


    　高木が視線を送るともうひとりの女──ノワールの黒髪が、ふわりと浮きあがる。


    　ちりん……と鈴の鳴る音。女の手元に風ふう鈴りんのようなものが見えた。


    　噴出する白い霧きり──。


    「やっぱり……お前らが星せい稜りよう神社で襲ってきたんだな」


    「そうッス。あのときは雨あま野のさんに疑いが向いてたほうがやりやすかったッスから」


    　夕顔は後ろに跳んで、僕らのすぐそばまで戻ってきた。


    「雨野、サポートを頼む」


    「……ああ」


    　サポート。僕は戦力外だと夕顔は認識している。そしてそれは──悔しいが、正しい。


    　この一週間ほどトレーニングをしたとはいえ、僕の能力自体はなんら変わっていないからだ。現世に干渉できる能力が加わっただけ。それとて、ロウソクの火を揺らした程度だ。


    「行く！」


    　僕が止める間まもなく、夕顔は走りだす。高木たちの足下に霧が発生していたが、あの程度では姿を隠すことはできない。歌手がステージで使うドライアイス程度なのだ。


    『晶しよう、どうしよう、晶』


    「……僕らは、僕らにできることをするしかない。カレン、レンズに入っていて」


    『わ、わかった』


    　サポートだって大事だ。一回の撮影で気を失ってしまうとはいえ、カレンの能力だってどこかで役に立つはずだ。僕はカメラをバッグからとりだした。


    　でも、どこで使う？


    「さーて、むしゃくしゃしておるあたしの左手を受けるのは、お前さんじゃの？　高たか木ぎ──いや、ルージュ」


    　夕ゆう顔がおがルージュに向かう。


    「まいったッスねえ……」


    　もう一度、頭をかくルージュ。


    「…………」


    　そしてノワールが夕顔に向けた顔を、しかめる。


    「『鏡の森イン・フオレスト』」


    　直後、無数の破裂音。


    　降りそそぐ雨が、一瞬にして水蒸気に変化。


    　とたんにホワイトアウトする世界。僕はあわててカメラを隠す。水にやられるとカメラがダメになってしまう。
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    「くうっ」


    　夕ゆう顔がおの声。大丈夫か、と叫ぼうとした直前。


    「……えっ」


    　僕の目の前に、跳んでくる人影。


    　夕顔は上半身をねじり、左手に力を込めている。


    「覚悟！」


    　獰どう猛もうな夕顔の目。獲え物ものを叩く戦士の目。一瞬僕は、身体が硬直する。


    『晶しよう、よけて！』


    　一直線に飛来する。槍やりのように、夕顔の左手が突きだされる。


    「────」


    　のけぞった瞬間、足が滑った。僕はその場にどしんと尻しり餅もちをついてぎりぎり夕顔の攻撃をかわした。


    「なにするんだ、夕顔！」


    「運に助けられたか、ルージュ！」


    「なっ──違う！　僕だ、雨あま野のだ！」


    「んんん!?」


    　霧きりのなか、夕顔は僕の前に立ち、今にも左手をふり下ろそうとしている。


    「雨野の声……？　いや雨野はあたしの背後に」


    　夕顔は肩越しに背後をふり返る。濃のう霧むでなにも見えない。


    『晶、あなた見えてないの!?　早く逃げて！』


    「え、え？」


    『目の前にノワールがいるじゃない！』


    「はぁ!?」


    　なんだ、どうなっている？　霧が出たと思えば夕顔が襲ってくる。夕顔は僕を「ルージュ」だと言い、カレンは夕顔を「ノワール」と言う。


    「そうか──そういうことか」


    　ようやく僕は気がついた。ノワールの能力。それは、


    「水を使った幻影の投射」


    　幻影はシ念でできている。だから、シ念の視みえる夕顔やカレンは見事に引っかかり、僕は引っかからないのだ。


    　星せい稜りよう神社で角かく田たが襲ってきたときも同じ手を使ったのだろう。あのときだって僕にはなにも見えなかった。いや、カレンも霧しか見えないと言っていたから、僕らをその場で動けないようにし、霧に隠れてルージュの人形を──。


    「そうだ、人形だ！　人形に気をつけろ！」


    　叫んだ。


    　けれど、それは一瞬遅かった。


    「あっ」


    　目の前の夕ゆう顔がおが、後頭部を押さえてその場にうずくまる。


    　──キィィイイイキチキチキチ……。


    　人形パペツトが、立っていた。灰色の人形だ。手首から先がない腕で、夕顔を殴ったのだ。鼻から上もなかったけれど、残っている口が歯は軋ぎしりしていた。


    　そいつが──なぜか、


    「痛い、のか……」


    　痛みに耐えているように、僕には見えた。


    　──最後……キィィ……仕事……キチチチチ。


    「なん、だよ……なに言ってるんだよ……」


    「あああっ！」


    　夕顔がふり返り、左手を真横に振る。シ念はそれを避けるように背後へ跳び、霧きりに溶けて姿を消す。夕顔は、膝ひざをついて後頭部を押さえる。


    『晶しよう、この人型のやつ、違うよ……全部違うシ念だ。ドールがつくったようなやつとは違うの！　全部、別々の人が遺のこしたシ念なの！』


    「──そういうことかよ」


    　理解した。ルージュはただの「人形」ではなく「操り人形パペツト」と言った。ドールのように自分でシ念を生みだすタイプではない。すでにあるシ念を操っているのだ。


    　さっきのは、やり残した仕事があり、それをどうしても忘れられずに現世に遺ってしまったシ念なのだ。ほかのシ念だってそれぞれの思いがある。


    　夕顔はシ念のことを「思いの力が起こす奇跡」だと表現した。それを、それをルージュは、自分のために利用している。おそらく「誘因リーデイング」の能力。


    『許せない。晶、私、あの男絶対に許せない。誰かの思いをこんなふうに踏みにじって……思いだって、痛みを感じることがあるのに。思いが強いからこそ、痛いのに……！』


    「……僕も同じ気持ちだ」


    　だけど、どうしたらいい──。


    「くっ……よくはわからぬが、見た目で判断できぬということか」


    「大丈夫か、夕顔」


    　うずくまる夕顔に、僕が手を差しだす。と、夕顔は思わず身体を引く。


    「……あ」


    　自分のとった行動に、自分で驚く夕顔。


    「僕だ、雨あま野のだ」


    「……あたしは、平気じゃ」


    　僕の手を借りずに夕ゆう顔がおは立ちあがる。


    「幻影を見せる能力なんだ」


    「……ああ」


    「夕顔、聞いてくれ──視界を奪う能力に、シ念の遠えん隔かく操作。あいつらの連係はかなりしっかりしている。だけど逆に言えば、近寄ればこっちのものだ。あいつらは自分の身体を使っては攻撃してこない。近接戦は苦手なはずだ」


    「それで？」


    「それで──霧きりを消そう」


    「カメラでか。無理じゃろ、こんなに広い」


    「違う」


    　僕は霧の向こうを指さした。


    「教えてくれ、僕はどこにいた？」


    



    



    　夕顔の言うとおり、これほど広範囲のシ念を撮影するのは無理だ。そして問題があることには、おそらく、あまりに多くのシ念を撮影すると僕の「思いの力」は著いちじるしく消しよう耗もうしてしまう。


    　だから、的まとを絞る。


    　夕顔には見えていたのだ。僕の姿を幻影として見せていた人物──ノワールが。


    　そちらの方向へ一直線に能力を発動させる。そうすればシ念をとりのぞき、夕顔の走る道ができる。


    「くうっ！　そうは簡単にやらせてくれぬの！」


    　しかしさっきからひっきりなしに操り人形パペツトが襲ってくる。夕顔が左手を振るうたびに、シ念の肉がこそげ落ちる。この世界にやり残したことのある人たちの思いが、削られていく。


    『…………』


    　カレンはレンズのなかで、なにも言わなかった。カレンと同じ存在であるシ念たち。その無念を知りつつ、なにもできないことにただじっと耐えている。


    　しかたがない。しかたのないことだとわかっていても──この憤いきどおりは止められない。


    　ルージュ。


    　僕だってもう、爆発寸前だ。


    「雨野、よいか！」


    「ああ」


    「今じゃ！」


    　夕ゆう顔がおが一体の操り人形パペツトを左手で払う。ちょうど僕の前に開かれた一本の道。


    「カレン、いいか？」


    『もっちろんよ！』


    　僕は膝ひざ立ちになり、膝に肘ひじを載せて固定する。手ぶれ防止のテクニック。


    　ピント設定は無限遠。絞りはＦ８・０だ。


    『私、今日はほんとうに怒ってるんだからね──！』


    　僕はシャッターを切った。


    



    



    　それは白い闇。


    　右を見ても左を見ても上を見ても下を見ても延々と続く白の世界。


    　白は高じてやがて黒となり。


    　それは永久の闇となり。


    　闇を切り裂くは七枚の刃。


    　円を描いて降りたった刃は。


    　円の内部に気流を発生させ。


    　渦うずを描いて闇を切る。


    　白を切る。


    　霧きりを切る。


    　道をつくりだす。


    　僕らの前に、細く。


    　しかしたしかな道をつくる。


    　あとに残るは霧の残ざん骸がい、流れる水。


    



    



    　勝算があるかと問われれば「ある」と僕は答える。なぜなら、この霧はルージュやノワールの視界もまた奪っているはずだからだ。


    　では彼らはどこにいるのか。


    　霧を出すノワールの指示でルージュは人形を動かすはずだ。だから、ふたりは同じ位置にいるということになる。


    　そして、視界の悪さのために、最初の位置からほとんど動いていないだろうことも予測ができた。


    　今回の撮影がミスでもいいのだ。夕顔がフォローをするなら、目が覚めてからさらにもう一度撮ることだってできる。


    　ただ幸いにも、僕は意識を失う直前、


    「見つけたぞ、雨あま野の」


    　夕ゆう顔がおが走りだす足音を聞くことができた。


    



    　　　　　　　５


    



    　霧きりさえなければこちらの勝利だと僕は確信していた。だから、目が覚めたとき──カレンに揺すぶられて目を覚ましたとき、霧がなくなっているのに気づいて心底ほっとした。


    『晶しよう……晶！　晶！　晶！』


    　カレンの悲痛な声に違和感を覚えた。


    　メガネがひどく濡れていたので、ぬぐいながら立ちあがる。メガネをかけなおした僕が見たのは──操り人形パペツトに頭をつかまれ、持ちあげられている夕顔だ。


    「どう……いうことだ……？」


    　あぜんとする僕に、カレンが言う。


    『夕顔が走って──それからすぐに霧が消えたの。夕顔がノワールのみぞおちに左手を叩きこんだから。でも、そのあと急に夕顔がやられて……』


    　夕顔が、やられた？


    「残念ッスね」


    　ルージュが言った。その横ではノワールが腹を押さえたまま泡を吹いて気絶している。


    「霧があるうちに夕顔さん倒したかったッスけどねえ……まあ、奥の手があってよかったッス。おら、立てよノワール。とろとろしてるとお前から先にぶっ殺すッスよ」


    　ルージュに蹴けられるがノワールは気絶したままだった。夕顔の全力の左手を受ければ、一般人なら悶もん絶ぜつするほどの痛みだろう。


    　夕顔は格闘技に関しては相当の腕前なのにルージュの人形に捕まった。それは、


    「奥の手……とかいうやつのせいか」


    「おっと、雨野さんも動かないほうがいいッスよ？」


    「……ああああっ！」


    　操り人形パペツトが夕顔をさらに持ちあげる。


    『ちょっと……夕顔を放しなさいよ！』


    「そういうわけにはいかないッスね。夕顔さんは大事な人ッスし」


    　ルージュはぶらぶらと歩いていき、持ちあげられている夕顔を、下から見上げた。


    「……それにしても、夕顔さんもずいぶん成長したッスねえ。二年前とはえらい違う」


    　言葉に、引っかかった。


    　二年前？


    　二年前と言えば……、


    「お前たちは二年前の現金輸送車強ごう奪だつ事件に関わっていたシ念能力者だろう。それがいったい夕ゆう顔がおと……」


    　僕の言葉に、ルージュが顔だけこちらを向けた。


    「そうッスよ。ＷＣＯを抜けたボケがいたんで追ってたんス。よく知ってるッスね。ボケが余計な犯罪起こして警察サツにＷＣＯのことゲロっちゃわないようにさっさとぶっ飛ばしたッス」


    「『ＦＭＱ‐９』を、その犯人に注入したんだな？」


    「ありゃーそこまでバレてるッスか。そうッス。あのときはまだ試薬だったんで下へ手たしたらあいつ死んでたかもしれないッスけど、まあそんときはそんときッスよねえ」


    　笑うルージュ。


    「俺の奥の手、聞きたいッスか？　聞きたいッスか？　その顔は聞きたい顔ッスよねえ？　言おうかなあ。言っちゃおうかなあ」


    「止やめ、ろ……」


    　夕顔が声をふり絞る。


    「言っちゃおッス！」


    　ぱちん、と手を叩いてルージュが嬉き々きとする。


    「ちょっとした昔話をしただけなんスけどねえ……。ちょうど、あのボケをぶっつぶしたあとのことッスよ。現場をツクヨミに目撃されたんスけどねえ、才能がありそうだってノワールが言うからＷＣＯを紹介したんス」


    「そんなことだろうと思った。だがそれと夕顔に……なんの関係がある」


    「ちちちっ、雨あま野のさん、事を急せいちゃだめッスよ。ガッつきすぎる男はモテないッスよ。さらに──そのあとのことッス」


    「ああああっ」


    　夕顔が足をばたつかせている。操り人形パペツトがもう一体来て、夕顔を押さえつける。


    「お前──夕顔を放せ！」


    「おっと、雨野さんも動かないでくださいス。このまま夕顔さんの頭つぶしたら、ちょっと面倒ッスから」


    「頭を……」


    　つぶす？


    　そのリアルな言葉に、背筋に冷たいものが走った。


    『どうするのよ、晶しよう！』


    （考えてる）


    『夕顔が！』


    （考えてる！）


    　そう、僕は考えている。考えているが──アイディアなんてなにひとつ浮かばない。能力を使ってシ念を消せば夕ゆう顔がおは解放されるが、操り人形パペツトをすべて撮影させてくれるほどルージュはお人好しではないだろう。


    　現世への干渉イロードでなにかできるか？　いや、あんな力ではなにもできない。くそ、この撮影の能力はなんて使い勝手が悪いんだ。もうすこし、もうすこしだけ違う使い方ができれば──。


    　強く、なりたい。


    　僕は清せい玄げんに言った。心底強くなりたいと、願った


    　ルージュはぶらぶらと歩き、持ちあげられている夕顔を、まだ下から見上げている。


    　それなのに──僕はなにもできないでいる。


    「俺もびっくりしたんスよー」


    　ルージュは、ぶら下がる夕顔を見ながら話しはじめた。


    「俺の能力、もう雨あま野のさんもわかってるんスよね？」


    「……シ念のコントロール。『誘因リーデイング』だろう」


    「そうそう、そうッス。だから、使えるシ念を集めないといけないんスよ。それが面倒ですけど、それさえ除けば誘因リーデイングは楽でいいッス」


    　シ念を、集める……その言葉で、僕は気がついた。


    「まさか、集めるために──星せい稜りよう神社に行ったのか」


    　ルージュはうなずいた。


    　シ念の集まりやすい場所──墓地や、神社。人の思いが集まりやすい場所だ。


    「ふざけるなよ……」


    　僕は思わず口にしていた。


    　死んだ人の思いを利用するために、わざわざそれを集めに行くなんて。


    「そしたら、見られちゃったんスよー、夕顔さんに」


    「……なんだって？」


    「俺たちの顔は見られなかったんスけど、シ念はばっちり。んで、やべーってなるじゃないスか。でもノワールが清玄さんのこととかちゃんと調べてたみたいで。まあ、『鏡の森イン・フオレスト』でごまかしたんス」


    　そこまで言われて、僕は気がついた。


    「お前たち、まさか──」


    　夕顔はシ念をよく視みることができる。


    　清玄は夕顔ほどはっきり視ることができない。


    　夕顔に見せた、その幻影は──、


    「お前たちは、まさか、夕顔の」


    　声が、かすれた。


    「母親の幻影を……？」


    　それを聞いたルージュが乾いた声で笑った。


    「ピンポーン。正解ッス。雨あま野のさん冴えてるッスね」


    　このとき、僕の頭のなかが不思議なほどに静まりかえった。降りしきる雨の音も消えて、とてつもない静せい寂じやくが訪れた。


    　ルージュは、ノワールは、こいつらは、シ念を集め、装飾して、夕ゆう顔がおにはそれが「母」に視みえるようにしたのだ。


    　夕顔の母が、すでに家にいないことを知っていて。


    　夕顔が、母を求めていることも知っていて。


    　夕顔は帰ってくるはずもない「母」が、家にいたことを知って喜んだ。けれど清せい玄げんにはその幻影が通じなかった。清玄は操り人形パペツトとして見ていたのだ。


    　清玄は、夕顔が誘因リーデイングの能力に目覚め、「母」をつくりだしたと勘違いした。


    　その後、清玄はシ念を破壊し──夕顔は、清玄が、シ念とはいえ母そっくりの相手を爪で切り裂いたと勘違いした。


    　そして、言ってはならない一言を口にした──。


    　──人殺しの手で、触らないで！


    　それをどんな思いで清玄が聞いたのか。それをどんな思いで夕顔は思いだすのか。


    「お前、たちは……」


    　僕は一歩前に踏みだした。


    　もう、限界だった。


    「お前たちは……なんだと思ってる……」


    　身体が熱い。熱を奪う雨さえも、身体に触れて蒸発していくようで。


    　立ちのぼる熱気が僕を包んでいる。


    「夕顔がどんな気持ちで母親を見送ったと思ってるんだ……清玄さんがどんな気持ちでシ念を破壊したと思ってるんだ……ふたりが、ふたりが、ふたりが今どんな気持ちで……」


    　言葉が出てこなかった。


    　操り人形パペツトにつかまれている夕顔の動きがぐったりしていた。肩が、ぴくりと動き、ひっく、


    としゃっくりが聞こえた。


    『晶しよう……ごめん、私が間違ってた』


    　カレンが言葉を重ねる。


    『私も強くなりたい！　あいつを──倒したいもん！』


    　そうだ、カレン。僕らの力であいつを倒すんだ。


    　だから。


    　夕顔、泣くなよ。


    　夕ゆう顔がお、こんなにひどいやつのせいで君が泣くことなんてない。


    「雨あま野のさん、それ以上近づくな……ッス。っていうか、なんか、様子が……」


    　僕はさらに一歩を踏みだす。


    　視界の縁が溶けて見える。


    「ふざけるなよ……ふざけんな!!」


    　僕は叫んでいた。


    「お前たちは絶対に許さない!!」


    　その瞬間、視界が黒の世界に反転した。


    「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    



    



    　目の前には七枚の刃。


    　それらはいつものような円を描いて整列はしていない。


    　粛しゆく然ぜんと七枚が僕の前に佇ちよ立りつしている。


    　一枚が、音もなく僕の目の前へとやってくる。


    　刃が発光し。


    　柄つかができ。
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    　鍔つばができ。


    　すらりと刀身が伸び。


    　その光は剣の形となり──。


    



    



    　頭の中心がぼうっとしている。身体が熱い。汗が噴きでる。


    　けれど、静せい寂じやくは相変わらずだった。


    「なん、だ、これ……」


    　僕の周囲に六枚の刃が浮いている。


    　そして僕の両手が──握りしめていた。


    　両りよう刃ばの剣を。


    『晶しよう、あなた、それ……』


    　重さはない。しかし手にしっかりとなじんでいる。一メートル弱はあろうか、刀身はまるで初雪のように白く輝き、金色の柄つかは華きや奢しやではあるが、きらびやかな装飾が施ほどこされていた。


    　シ念の剣──。


    『晶、それを使って！』


    　はっとして顔をあげる。


    　視界は通常の世界に戻っていた。


    「おい、おいおいおい──いや、夕ゆう顔がおさんがこっちにいるッスよ！　お前、いったいなにをしたッスか──」


    「刃よ」


    　僕は右手を掲かかげ、


    「──切り裂け」


    　ふり下ろした。


    　並んでいた六枚のうち、一枚の刃が飛来。操り人形パペツトの腕を切りおとして消えていく。夕顔の身体がどさりと地面に落ちる。


    「くそ、あいつを片づけろ！」


    　ルージュが操り人形パペツトに命じる。人形たちはこちらにわらわらと走ってくる。思っていたよりもずっと速いスピード。四体。


    「二、三、四、五、行け！」


    　僕は再度右手をふり下ろす。三枚の刃が人形の胴を切る。


    『晶、横！』


    　真横から駈けてくる一体がいた。


    　僕の目の前で両腕を振りかぶる操り人形パペツト。そいつはさっき、夕顔に攻撃を加えた人形だった。手首から先がない。そして、鼻から上もない。


    　ふり下ろされる、直前、


    「六！」


    　人形の身体に食いこむ刃。


    　亀き裂れつから光がこぼれ──、


    「……ごめん」


    　人形の身体が光に包まれ消えていく。


    　──ギギ、ギギギ……。


    　光に包まれた人形は、最後の最後、目のない顔で僕を見ようとしていた。


    　そして、わずかにうなずいたように見えた。


    「……許してくれるのか」


    　そして人形は消えた。


    『みんなわかって……たんだ。自分がこの世界に留とどまってしまったことも。ルージュに操あやつられてることも。関係のない晶しようや夕ゆう顔がおを攻撃させられていたことも』


    　カレンが、つぶやくように言った。


    『……それで、それで、自分の望みが叶かなえられなくても、晶に……消してもらえたことを……きっと、わかって……』


    　カレンが言葉を詰まらせる。


    「ルージュううぅっ！」


    　剣を握りしめて僕は走りだした。


    　強くなったって、夕顔や夕顔の父、それに、誰の心も救えないかもしれない。


    　カレンの言うとおり、僕がもっと危険な目に遭あうだけかもしれない。


    　それでも僕は──。


    「ち、ちくしょう、次の、次の操り人形パペツトを」


    　次々と消えていく操り人形パペツトを呆ぼう然ぜんと見ていただけのルージュが、我われに返る。


    　僕はルージュの前に立つ。


    「それでも僕は！」


    　怯おびえたルージュの顔をにらみつける。


    「大切な友だちが泣いているのに、なにもしない人間でいたくない……！」


    　カレンが横に立っていた。


    　僕らの言葉が夕顔に届くといいと心底願った。


    　そうだ、届くはずだ。


    　僕らはまだ高校二年生、同じ写真部員。


    　これから何度だって顔を合わせる。


    　僕は今まで夕ゆう顔がおに守ってもらった。


    　だから。


    　今日くらいは君を守らせてくれないか？


    「ルージュ。お前も、痛みを──知れ」


    　僕は袈け裟さに振り下ろした。


    　ルージュの左肩から腰へと閃せん光こうが走り──光の軌き跡せきが残る。


    「あ、あああ……」


    　ルージュの身体から光が噴きだす。


    「ああああああああああっ！」


    　何事かをわめきながら、ルージュはその場にぶっ倒れた。


    「夕顔……」


    　僕はすぐそばにぐたりと座りこんでいる夕顔を見る。


    　顔をあげてくれ。夕顔。君のそんな姿を見たくない──。


    「君は、お父さんと……」


    　剣の切っ先から、光がこぼれていく。剣が消えていく。


    「遅くないよ、きっと……だから……」


    　剣が消えると同時に身体から力が抜けていき──僕は尻しり餅もちをつき、意識を失った。
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    　雨音が聞こえていた。耳の奥でずっと。音は遠かったり近かったり。聞きつづけているとだんだんと音が均一化していき、僕の身体が薄い皮ひ膜まくで覆おおわれたように感じられた。


    　目が覚めても、音は消えなかった。ぼんやりとした視界。窓が見える。暗い部屋。雨が窓に打ちつけているらしい。


    　身を起こすと僕は布団の上で寝かされていた。浴衣ゆかたを着ていた。服は──と思うと、枕まくら元もとにメガネといっしょにたたんで置かれていた。メガネをかけ、服を手にとる。乾いている。


    　畳たたみ敷じきの部屋。二ふた間ま続きで旅館の一室のよう。


    「カレン……？」


    　着替えながら僕は呼びかけてみる。カメラは、そばのテーブルに置かれてあった。


    「カレン」


    　返事がない。なんだ。どうなった。僕は──、


    「つ……」


    　頭に鈍にぶい痛み。そうだ、僕らはルージュとノワールを追って……。


    『晶しよう……？』


    　声が聞こえた。


    「カレン、僕だ、どこにいる」


    　着替えおわり、カメラを手にとった。


    『レンズにいるみたい……あのとき、晶がすごく熱くなって……』


    　徐々に記憶が戻ってくる。七枚の刃が分離した。そのうちの一本が剣つるぎとなり、僕はそれを握ったのだ。


    　そして目の前に、カレンが現れた。額ひたいを押さえている。


    「痛むのか」


    『ううん、大丈夫……私、晶に言ったもの。あなたのことを知りたいから、あなたの感じる苦痛も私に分けあたえて欲しい……って。だから、大丈夫』


    「カレン……」


    『うれしいの、私』


    　胸の奥が熱くなった。


    　発動された新たな能力。あれのせいで、僕だけでなくカレンまで消しよう耗もうしたということだろう。それを、カレンは「うれしい」と言ってくれた。


    『あの剣って……新しい力なんだよね？』


    　今さらながら、僕は清せい玄げんの言葉を思いだした。


    　──そうだ、シャッターを開きつづけても、コンポジットでも、星は写せる。


    　七枚を組みあわせた大きな力。それが最初のカレンの能力だ。


    　一方で七枚の刃は分離して使うことができる……と、清せい玄げんは言いたかったのだろうか。単純なことかもしれない。けれど、僕にとってレンズの絞り羽根は七つでセットだから、分解することなんて思いもよらなかった。


    「新しい力だよ」


    『私たち強く、なったのかな』


    「……ああ。きっと」


    　そう、僕らは強くなれた。新しい力を手に入れた。


    　ただそのことで、誰かを救えたのかどうか──。


    「そのあと、どうなったんだ。僕はルージュを斬きったあとに気を失ったんだろう？」


    『私にもわからない。私も、晶しようと同じように意識がなくなったから』


    「そうか……」


    　今までよりもさらに激しい反動。簡単に使えるものではなさそうだった。


    　そこへ、声が聞こえてきた。


    「シ念の剣により、一時的に『思いの力』が失われたルージュは、騒ぎに気づいてやってきた和泉いずみ清玄らによって拘こう束そくされました。彼らには、和泉夕ゆう顔がおが事情を話しました」


    　部屋の入り口から──まさか、と思った。けれどこいつの登場はいつだって突然なのだ。


    「ツクヨミ……」


    　ドア口に立つツクヨミ。


    　先日の酔っぱらった姿や、堤つつみ先輩に対していたときの雰ふん囲い気きはみじんも感じさせない──これまでどおり、誰にも心を開かない、なにを考えているかわからない男。


    　カレンがあわてて僕の陰に隠れる。


    「お前、なにしに──まさか。僕にヒントを出しておきながら、僕がどう行動するか、観察していたのか」


    　にこりと笑って、小さくうなずいた。


    『晶、平気なの……？』


    　とりあえず襲う気はないようだ、と僕はカレンにうなずいてみせる。


    「シ念の反動で気を失ったあなたはこの部屋──温泉宿ですが、ここに運ばれました」


    「夕顔はどこだ？」


    「さあ？　ほかの人間に聞いてみたらどうですか？　とはいえ、星せい詠えい会かいはここを引きはらってしまったようですが」


    「…………」


    　ツクヨミの言ったことは妥だ当とうな話だった。ここに星詠会が来たのは、シ念掃そう滅めつ機構から隠れるための手段だ。それが、ルージュとノワールを通して筒抜けだったのだから。


    「それにしても──すばらしい、雨あま野の晶しよう。あなたはさらなる力を身につけた。七枚の刃を分解し、使用できるようにするとは……」


    　心底満足したようにツクヨミは微笑ほほえんだ。


    「そうですね、七枚の、強き者……『七の強者ナイト・オブ・セブン』とでも呼べばいいでしょうか」


    「な──」


    　なんだ、その恥ずかしい名前ネーミングは。


    『私そんなの絶対いやだから……』


    　まったく同感だが、それをツクヨミに言って通じるかどうかはわからない。たぶんダメな気がする。本人がまったく望まない名前をつけられてしまった気がする。


    「星せい詠えい会かいが引きはらったのなら、僕がここにひとりで残されたのか……いや、夕ゆう顔がおは星詠会についていったのか？」


    「さて私はここで失礼しましょうか」


    「待て、夕顔はどこだ」


    　困ったように、ツクヨミは肩をすくめてみせる。


    「これから来る人物に、私は会うわけにはいかないんですよ」


    「これから、来る？」


    「それでは失礼……梅つ雨ゆの時期は、月が見えませんね」


    「おい、待て、ツクヨミ！」


    　そんな言葉を残して、ツクヨミはドアの向こうに消えた。閉じられたドアに向かって僕は走る。ドアに手を伸ばす──。


    「誰かいないの！」


    　逆にドアが開かれた。衝突するすんでのところだった。


    　つい先ほど僕をここまで送ってくれた女性──普段は感情を見せないその端整な顔は、今ばかりは焦あせりにゆがんでいる。吉き良ら伶れいだ。


    「雨野くん、和泉いずみ夕顔はどこ!?」


    「夕顔……？　夕顔がどうしたんですか。僕だって夕顔を捜そうとしてたんです。それよりあなたはさっき帰ったんじゃ」


    「和泉夕顔はいないのね──わかった」


    「って、ちょっと！」


    　きびすを返して吉良は部屋を飛びだしていく。僕もスニーカーをつっかけ、あわてて廊下へと吉良を追った。


    『どうしたの？　なにが起きてるの？』


    「僕にわかるわけが！」


    　廊下で、携帯電話をかけようとした吉き良らの手を僕はつかんだ。次から次へと、姉きよう弟だいそろって出てきてもらってもこっちとしては戸惑うばかりだ。


    「夕ゆう顔がおに……なにがあったんですか」


    　楽しくないことが起きたらしいのだけは、わかっていた。


    　吉良は、僕をにらみ、その目をどんどん細めていく。


    「さっき……とは言っても数時間前だけど、私はあなたに言ったわ。シ念掃そう滅めつ機構の狙ねらいはなに？　と」


    　手の力を抜き、吉良は言う。


    「萬ばんには最近会った？」


    「いいえ、僕は彼とは……夕顔は何度か見舞いに行ってましたけど」


    「その萬が、和泉いずみ夕顔をさらったのよ」


    「は……？」


    　言うなり、僕の手を振りはらうと吉良は走りだした。


    「待ってください！　萬が!?　どうして──なにが起きたのか説明してください！」


    『そうよ！　夕顔をどうしたのよ！』


    　僕は吉良を追って走りだす。吉良は、宿の玄関で僕をふり返る。


    「こっちのミスよ、わかってる。でも萬があそこまで頭が悪いとは私も思っていなかった」


    「頭が悪い？」


    「シ念掃滅機構に、だまされたのよ。偽にせの情報をつかまされてね。和泉夕顔は萬を信頼している。だから、萬の言葉に引っかかった」


    「遠回しな言い方は止よしてください。萬がなにをしたんですか」


    「さらったようなものよ。和泉夕顔にこう言ったの。『夕顔さんのお母さんの居場所がわかりました』って。そこにはシ念掃滅機構の罠わなが待ち構えている」


    「な……」


    　僕はそれ以上言葉が出てこなかった。


    　──あたしは雨が嫌いじゃ。


    　夕顔は言った。自分を置いて、家を出てしまった母を思いだすから、と。


    　その夕顔が──萬にそんなことを言われれば、信用するに決まっている。そして萬も、夕顔の喜ぶことをしたいと、偽の情報にだまされた──。


    「夕顔の思いを、利用したのか……」


    　身体が熱くなる。ふざけるな。夕顔の思いを、どれだけ踏みにじれば気が済むんだ。


    「なぜ夕顔をそんなにも巻きこむ！　彼女がなにをした!?　連中の目的はなんなんだ！」


    　叫ぶ僕の前で、吉良は落ち着きをとり戻すようにゆっくりと息を吸う。


    「……ＷＣＯ総合ランクのことは知っていたわね。和泉夕顔のランクを？」


    「ああ、Ｃシングルシーだと」


    「評価のしかたは車のなかで教えたわね」


    「三十二の項目ごとに、一から十の点数をつける。三十点ごとにランクを分ける」


    「……それを聞いて、おかしいと思わなかったの？」


    　吉き良らが目を細める。言っている意味が僕には理解できなかった。


    「雨あま野のくん、あなたは体力もないし、シ念能力だって夜や木ぎ坂ざか恋れんに頼らなければなにもない。あなたの武器は冷静な知性だけだと思うわ。まだ、わからないの？」


    「その評価がなんなん……だって」


    　三十二の項目、一から十の点、三十点ごとのランク分け──そして、Ｃシングルシーというランク。


    「あ」


    　わかった。


    「……そういうことか。存在しないはずのランクなんだ」


    　頭がすこしずつ落ち着いてくる。そうだ、こういうときこそパニックに陥おちいってはいけない。


    『え、なに、どういうこと？』


    「最低でも各項目で一点ずつとれば、三十二点は入る。そして三十点ごとにランク分けをするとゼロから三十点までが最低ランクのＣシングルシーになる。三十一点以上はＣＣダブルシーになる。だから、最低でもＣＣダブルシーになるから、Ｃシングルシーなんていうランクはあり得ないんだ」


    『そっか、なるほど……ってでもなんでじゃあ夕ゆう顔がおは』


    　カレンの疑問に先んじるように吉良が言った。


    「ご名答。本来Ｃシングルシーは、一般人に当てるためのランクなのよ。シ念能力がゼロの、ね」


    「夕顔はシ念が視みえるだけなんだから、おかしくはないでしょう。彼女にシ念能力はない。『誘因リーデイング』の能力があると清せい玄げんさんは言っていたけれど、あれも勘違いでした」


    「ええ。そもそも誰も、そんな低いランクのことは気にしていなかった。ほかにも山ほどＣシングルシーはいるし、みんな一般人だったから。でも──雨野くん、あなたは大きく勘違いしている」


    「なにがですか」


    「シ念に干かん渉しようできるのはシ念だけなのよ。現実世界からシ念に干渉することはできない」


    「だからそれが──いや、そうか。そういうことか！」


    「見落としていたのは完全に私のミス。和泉いずみ夕顔は正しよう真しん正しよう銘めいシ念能力はゼロよ。間違いない。なのにシ念を視ることができるのよ！　これは、あり得ないこと。絶対にあってはならないこと。でも、もしもそんな奇跡があるとしたら──」


    「夕顔の、目の機構を調べれば……物理的にシ念を視るための技術を確立できる、ということですか」


    『えぇぇっ!?』


    　ようやく理解したらしい、カレンが声を上げる。


    　吉き良らはうなずいた。


    「そう、そしてそのことは、シ念の科学的な証明にもつながる。シ念掃そう滅めつ機構は、科学でシ念を実証しようとしているのよ！　もし証明されたとしたら、世界は大混乱に陥おちいるわ」


    「そのことだったのか……」


    　僕は思いかえす。


    　──まずいッスねえ。夕ゆう顔がおさんがここに来る予定はなかったッスけど。


    　あの十字路で、高たか木ぎはたしかにそう言った。


    　──『黄金の爪ゴールデン・クロウ』がいるところに兵隊投入するほど頭悪くないッスよ。俺たちの作戦はほとんど成功してたんスけどねえ……。


    　作戦。


    　それは、夕顔と清玄を引きはなすこと。


    　夕顔を連れさるタイミングを狙ねらっていたのだ。


    　星せい稜りよう神社で角かく田たらを襲い、僕が狙われるように仕向けたのもそのためか。僕が星稜神社に集まった能力者たちから敵視されれば、夕顔が僕のそばについているだろうという読み。実際には夕顔は清せい玄げんのもとに行こうとしたけれど、結果的にやつらの企たくらみは成功した。僕なんかが夕顔のそばにいたところで、連れさるのに問題はなかったのだ。


    　そして今、夕顔が清玄と合流するのを阻そ止しするため、萬ばんをそそのかした。


    　シ念掃滅機構の目的は、シ念能力者の能力を封じるということと、和泉いずみ夕顔を手中に収めることのふたつだった──。


    『ちょ、ちょちょ、ちょっと待って！　で、でも……逆もあるんじゃない？』


    　そこへ、カレンが言った。


    「逆？」


    『シ念が証明されたら困るから、夕顔を──』


    「あっ」


    　その可能性を、考えていなかった。


    「夕顔を、殺すつもりなのか……？」


    　カレンの声は聞こえていないだろうが、僕の言葉に吉良もぽかんと口を開けた。彼女もそれを思いついていなかったのだろう。


    「夕顔は、夕顔はどこにいるんですか！　あてがあるんでしょう、夕顔の居場所の」


    　詰めよる僕に、吉良はうなずいた。見ると、吉良のほおもうっすらと紅潮している。今起きようとしていることの重要性、それを吉良も理解しているのだ。


    　吉良は僕に背を向けると、横開きのガラス戸を開いた。


    　宿の前には細い道路。そこに停とめられた一台の車。ヘッドライトが、降りしきる雨を白く浮かびあがらせている。


    「和泉いずみ夕ゆう顔がおがいるのは、神かん発だつ緑園都市……夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうのもとよ」


    　すこし考えればわかったかもしれない。けれど僕にはそれすらも予想外だった。あそこには研究施設があるのだと九く条じよう蘭らんも言っていた。


    「雨あま野のくん、それに私には視みえないけど、夜木坂恋れん。来るつもりはある？」


    　僕はカレンを見た。カレンは大きくうなずいた。


    『当たり前じゃない！』


    　そして僕の手を握る。


    『行こう──夕顔を返してもらいに』


    「……それだけじゃない、君のお兄さんもいる」


    『ええ、わかってる』


    　僕はその手を強く握りかえした。


    「行こう」


    　カレンがそれを望むのなら──いや、最初から僕らは神発緑園都市に行かなければならなかったのだ。


    「いい返事ね」


    　吉き良らはうなずいた。


    「ただし残念な知らせがひとつあるわ。壬じん戌じゆつの援助は望めないと思ったほうがいい。……私の弟はシ念掃そう滅めつ機構に荷か担たんしている。そして今、部下だった萬ばんまで機構に踊らされて失態を犯した。壬戌内の私の信用は地に墜おちたわ。下へ手たをしたら近々、私に与えられているいくつかの権限まで剝はく奪だつされるかもしれない」


    　そう言って、自じ嘲ちよう気味に笑う。


    「ガードが甘いと言われればそうかもしれない。でも──まだチャンスがある。機構の狙ねらいがわかった以上、これ以上好き勝手させるわけにはいかないわ」


    　僕を見すえる吉良の瞳。それはこれまでの冷静沈着な彼女からすればずっと熱っぽく、強い意志にあふれていた。


    　その目は、ハロルドがいると知りつつ星せい稜りよう神社に向かうと言った夕顔のそれと似ていた。


    「雨野くん」


    　吉良は僕に右手を差しだした。


    「あなたと、夜木坂恋の能力を私に貸してくれないかしら。その代わり、私の知識をあなたに分ける。協力してほしい」


    　僕はカレンと顔を見合わせる。


    『この人、好きじゃない』


    　カレンはぽつりと言った。


    『でも、夕顔をとり戻したいのはいっしょだよ』


    「ああ……そうだな」


    　僕は吉き良らの手を握り返す。


    　彼女と手を組むことになるなんて、思いもしなかった。


    「私は部下の犯したミスをとり返すために行く」


    　吉良は、雨のなかへと歩きはじめた。


    『私は……夕ゆう顔がおのために。それに、お兄ちゃんに、会えるかもしれない……』


    　カレンもまた外へと出ていく。


    　そして僕は夕顔をとり返しに。そして──きっと、カレンの願いを叶かなえるために、神かん発だつ緑園都市へ向かう。


    　たとえその結末で、カレンがこの世から消えることになったとしても。


    　それがカレンの望むことなら──。


    「……行こうか」


    　戸外へと出ると、雨が僕の身体に吹きつけてくる。


    　僕らの向かう先には、底知れぬ闇が横たわっていた。


    



    
      〈　了　〉
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